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●第一章　最強に強い決意




　オタクの世界で伝説と呼ばれるクリエイターが存在するように、ヤンキーの世界にも伝説と称される最強のヤンキーが存在する。

　その伝説は、信じがたいことにヤンキーの聖地──東北で、本物のヤンキー一〇〇人を涼しい顔で叩たたき潰つぶした制服姿の少年だという。

　伝説誕生の場に居合わせ、かろうじて意識を保っていたヤンキーの脳裏には、当時の光景が焼き付いている。地に這はいつくばりながら見上げた少年の顔は、目つきが鋭く、一匹の虫けらの生存も許さないような鬼の形相をしていた。

　神の気まぐれによって染まりきった赤い髪は、まるで悪魔の血を引いているかのようだったと語られる。

　そして、何よりも印象的で、ありえない格好。

　本物のヤンキーを一〇〇人も叩き潰した後だというのに……少年のワイシャツには、返り血一つ付いていなかったという。

　その姿から、伝説の少年は後にこう呼ばれることになる。




　────《純白の悪魔》、と。
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　ヤンキーの聖地──東北で生まれた伝説は、野を越え山を越え日本全国に《純白の悪魔》という名を轟とどろかせることになったが、実はこの伝説が広まるまでには相当のタイムラグがあった。

　通信網がヤンキーによって破壊された東北から他の地域に伝わるまでには、年単位の時間が必要だったのである。

　それ故、この《純白の悪魔》の伝説は、中学時代の《純白の悪魔》がやったことの中でも掃いて捨ててもまたすぐに湧き出てくるような他た愛あいのない日常の一コマにすぎなかったのだが、どういうわけか他の地域では世紀の大事件のように語られてしまっている。

　ヤンキーがかつてないほど跋ばつ扈こする東京最大の喧けん嘩か都市──猫ねこ丘おか区も例に漏れず、《純白の悪魔》といえば、ヤンキー一〇〇人をたった一人で倒したという伝説。そして、それこそがヤンキーが到達すべき最高到達地点だと思われているようだ。

　そんな、あまりにもヤンキーのレベルの低い都市が、喧嘩都市と呼ばれ、しかも日本の首都東京における最大最強最悪と呼ばれているのだから東北からすれば失笑ものである。

　しかし、運命は時に不条理で、伝説は時に理不尽だ。

　何の因果だろうか。

《純白の悪魔》────本名を安あ室むろレンジという、その人が、東京最大の喧嘩都市である猫丘区に降り立ってしまうのだった。





　　◇






「おおおお、ここが東京か！」

　安あ室むろレンジは東北の実家から東京の猫ねこ丘おか区に弟と二人で引っ越してきた。

　ヤンキーによってボロカスにされた商業ビルが林立する街並み。

　窓ガラスやショーウィンドウがバキバキに割れていても、レンジにとってはさらに凄惨な東北の光景が当たり前なので驚きはない。むしろ、これだけボロくなっていてもビルがまともに形を保っているのだから治安が良いとすら思える。

　彼こそが今年から高校一年になるヤンキーの伝説だった。

《純白の悪魔》その真の姿は────

「メイトはどこだ？　とらは？　ゲマズは？　メロブは？　こんだけビルがあれば絶対にどこかにあるよな!?」




　陰キャの、オタクだ。




　オタクとして高校デビューを成功させるために悪魔的な赤い地毛は黒に染めた。鬼の形相を象徴する自称ブサイクな鋭い目元は、下ろした前髪でしっかり隠れている。

　身につけるものには、オタク的ストラップやガチャ産缶バッジ。これだけ揃そろえれば念願だったオタク友だちもできるだろうという算段だ。

　レンジはしみじみ回想する。

　……東北では、舎弟になりたいヤンキーたちに付つき纏まとわれて友だちどころじゃなかったからなぁ。声優のサイン会もないし、テレ東も入らないし。東京だったら俺のことを知っている人もいないはずだ。俺はこの東京でオタクとして人生をやり直すぞ！

　それが、安室レンジの最強に強い決意だった。

「にしても、みんな面白い髪型だな。色も派手だし、あれが陽キャファッションってやつ？」

　レンジの目に映っているのは、世間一般で語られる典型的なヤンキーだ。しかし、東北出身の《純白の悪魔》にとって、東京のヤンキーはあまりにも弱すぎる。たとえ東京最大の喧けん嘩か都市と呼ばれる猫丘区のヤンキーであっても例外ではなく、レンジからしてみると彼らはただの陽キャにしか見えなかった。

　そんな有う象ぞう無む象ぞうのクソ雑魚汎用ヤンキー扱いされた彼らは、たいてい改造五〇㏄スクーターを転がして爆音をまき散らしている。

「東京の陽キャの間では、原付に乗るのが流は行やりなのか？　東北だったら中学生でも単車に乗るヤンキーがいるからな」

　空を見上げ、ずいぶん遠くに来たと改めて思う。

　この地には……あの、喧嘩至上主義のヤンキーたちはいないのだ。

　視界を覆う前髪の下で、レンジは目を細めた。

「ヤンキーがいない。それだけで、東京はちょっと平和に見えるな」

　レンジがぼやきながら歩いていると、うっかり路地裏に足を踏み入れてしまった。

　たむろしている汎用ヤンキーの群れが声を潜めている。

「おい、聞いたか」

「あん？」

「失踪した東北の《純白の悪魔》だが、まだ見つかってないらしい」

「あぁ、それならカチコミルのトピックで見たぜ。そろそろ猫ねこ丘おか区にも影響あんだろうな」

　いや、ちょっと待って!?

　レンジは慌てて来た道を引き返した。

「ここ東京だぞ!?　しかも陽キャの間でも広まってるのかよ！」

　こんなヤンキーの少ない街で《純白の悪魔》であることが知られたら、怖がられてオタクとしての生活なんてできなくなってしまう。

　また舎弟志望のヤンキーに付つき纏まとわれるだろうし、オタク友だちどころか一般人すら寄りつかなくなるだろう。平穏なオタク生活のためにも絶対にバレてはいけない。

「そういえば、カチコミルで見たって言ってたな。カチコミル……調べてみるか」

　レンジは東京に来てからようやく手に入れたスマホでネットの海を徘はい徊かいする。




　カチコミルはヤンキー限定のＳＮＳだった。

　レンジは『ヤンキー限定』に気づかず、猫丘区にいる学生ほぼ全員が登録しているという情報だけで、高校デビューのためにもすかさずアカウント登録をしてしまった。

　ハンドルネームは────

「こういうのはシンプルな方がいいからな」

　うん、決まった。レンジはシンプルなハンドルネームを設定した。

　ヤンキー限定という狭い世界なだけあって、中には堂々と自撮りをアップしているユーザーもいる。さすがに真ま似ねして自撮りをアップしようとは思わないが、オタ活の記録を公開していくなら色々と捗はかどりそうだ。

　イベントの戦利品、限定アイテム。好きな作品のイラストは気まぐれに描いていこう。そうすればオタク友だちもできるに違いない。

「これで俺の高校デビューは約束されたな」

　それからレンジは登校初日までにアキバに通いまくった。

　大好きな声優──花はな井いハルカの初回限定アルバムを特典付きで購入。カチコミルにアップした。漫画家のサイン会で得た戦利品は、好きなキャラのイラストを添えてアップ。絵にはそれなりに自信がある。

　オタ活は順調だったが、レンジは肝心なことに気づいていなかった。

　カチコミル。そこは、ヤンキー限定ＳＮＳ。

　当然、オタ活に対しての反応は皆無だった。

「くそっ……この程度じゃまだまだにわかってことか。もっと続けないと。よし、決めた。俺はオタクを極めるぞ！　まずは、イラストの練習だ！」




　迎えた登校初日。

「おい、陰キャてめぇ……ちょっと面つら貸せや」

「ん？　いいけど」

　放課後でも何でもない時間。教室でカラフルな髪の三人組に声をかけられた。バンダナをしたリーダーっぽい男、ネギのようなモヒカンの男、二人に比べたら何の特徴もない地味な男の三人組だ。

　レンジの通う黒くろ淵ぶち高校は猫ねこ丘おか区の中でもまだ平和な高校だった。

　ヤンキー率は七六パーセントという標準的な割合だが、レンジの目を通すと、その割合は限りなくゼロに近づく。

　この三人組もヤンキーとして生きる覚悟を決めた身であり、世間の目は彼らをヤンキーと認めるに違いないが、悲しい哉かな、レンジにとっては──

　この人たち……ただの陽キャだよな？　学校を案内してくれるのかな？

　陽キャにしか見えていなかった。

　三人組は中庭で立ち止まった。

「なぁ、ちょっと金貸してくんない？」

「えーっと、もしかしてこれ、カツアゲってやつ？」

「金を貸してくれって言ってるだけだろうが」

　カツアゲだ！

　つまり、見た目に関しては高校デビューが成功しているということになる。

　彼かの地で鬼の形相を知らない者はなく、道を歩けばヤンキーが無条件で舎弟になってしまうような環境だった。そんなレンジにとって、カツアゲは陰キャとしての心躍る初イベントだった。

　まあでも、この人たちはヤンキーじゃなくて陽キャだ。話せば分かってくれるだろう。

「勘弁してくれないかな。悪いけど、金持ってなくて」

「そういうわけにはいかないでしょ～。俺たちも伊だ達てにヤンキーやってないわけでさ～」

　ヤンキーの真ま似ね事ごとをしているってことか。

「そういうの、やめた方がいいと思うぞ。ヤンキーが生きづらい世の中だしさ」

「は？　なめてんじゃねぇぞ！」

　リーダー格のバンダナが胸ぐらを掴つかんでくる。

　ワイシャツの薄っぺらい生地を破ることもできないような脆ぜい弱じやくな握力だ。

　残りの二人も眉根を寄せながら詰め寄ってきた。

「もしかして、まだ状況わかってないのかな？　ほら、この髪。その辺のパンピーには真似できないでしょ～」

　ネギのようなモヒカンが踊った。

「まあ、真ま似ねしたいとは思わない髪型だな」

「これ維持すんのにも金が必要っしょ？　だから、キミみたいな陰キャくんは、俺たちの財布ってわけよ」

「だったらバイトしろよ……」

「人生相談じゃねぇぞこら！　黙って金よこせや！」

　胸ぐらに力がかかる。それでもボタン一つ千切れない。

「さすがに困ったな」

　喧けん嘩かの強いやつが正義なヤンキーの生き方なんて、こちとらとっくに黒歴史なわけだが。

　しかも相手はヤンキーではなく陽キャ。陽キャ相手に喧嘩するのは気が引ける。

　普通に倒してヤンキー扱いされたら今後の学校生活にも影響しそうだし。

　どうしたものか……と、レンジが頭を悩ませている時だった。

「何してんだてめぇら！」

　二階の渡り廊下から飛び降りてきたのは、猫のような鋭い目つきをした金髪美少女だった。

「に、二年の鬼おに津つアオイ！」

　三人組が露骨にびびる。

　教師にイタズラがバレた生徒のように三人組はレンジから距離を取った。

　……へぇ。

　レンジの目を通しても彼女は明らかなヤンキーだった。猫のような特徴は目だけでなく、飛び降りた着地の瞬間にも表れている。衝撃の殺し方は猫を思わせる柔らかさ。しなやかで静的な印象とは裏腹に、目の奥に宿る闘志は野性的だ。

　見る限りでは、あえて改造制服を着ない模範的な生徒……のはずだが、その気配はヤンキーに相違ない。

「さあ、説明してもらうぞ」

　レンジと三人組の間にアオイが腕を組んで立つ。

「べ、別に何もやってねぇよ。うちのクラスの陰キャくんと話してただけだ」

「そうなのか？」

「黙って金よこせって言われたけどな」

　レンジは振り返ったアオイに臆面もなく答えた。

　その遠慮なさにアオイはふっと笑う。

「だそうだが」

「て、てめぇ……！」

「落ち着けよ、バンダナ。私の師匠がよく言ってたよ、貧ひんすれば鈍どんするってな。悪いのはお前らじゃなくて、金がないお前ら……あれ？　結局お前らが悪いな」

「馬鹿にしやがって！」

「元気な後輩だな！　ヤンキーは、それくらい元気な方が強くなれる」

「いくら鬼おに津つアオイでも女一人だ！　俺たちヤンキーが束になれば余裕だろ！」

　バンダナ男が拳を握りしめると、ネギ頭と地味男も横で構える。

「カツアゲの次は無謀な喧けん嘩か。まあ、間違いは誰にだってあるものだしな」

「俺たちが……間違いだと？　ぶっ殺してやる！　いくぞ、オラァ！」

　この後の展開は火を見るよりも明らかだった。

　自称ヤンキー三人組のあまりにも鈍く鈍重な重い動き。

　猫に向かって這はい寄よるナメクジくらい頼りない。

「受けて立つぞ。喧嘩に負けて気づくことも多いから」

「ごちゃごちゃ説教垂れてんじゃねぇよ！」

「そうか、強さを見せないと説得力がないもんな。じゃあ、ちゃんと見ててくれ」

　直後、アオイが姿を消した。

「消えた!?」

　ヤンキーですらない三人組には、そう見えたことだろう。

　やっぱり所詮は陽キャだ。

　レンジは戦況を見守りながら結論づけた。

　ヤンキーの聖地──東北では、ヤンキーの到達すべき領域をこう呼んでいる。

《寂じやつ光こう刹せつ那なの境地》と。

　この世に存在するあらゆるものは常に変化を続けている。常人はその変化を一秒単位でしか認識できないが、《寂光刹那の境地》に到達したヤンキーは〇・一秒単位で認識することができるのだ。一流のアスリートが無意識に習得する類たぐい稀まれな動体視力と同じである。

　それこそが、一流のヤンキーに求められる最低条件。

　陽キャの三人組は秒単位でしか物事を認識できていない。一方で、本物のヤンキーであるアオイは明らかに〇・一秒を認識していた。その領域で自由自在に体が動く。

　三人組の背後に回り込んだ金髪ヤンキーの口の端が、緩慢に持ち上がる──それが、証左だった。

「ヤンキーってのは、誤解されがちなんだよ」

　三人組は動けなかった。否、事象の認識すらしていない。

「よく言われるんだ。ところ構わずオラついて、誰にでも手を出すような無法者ってさ。でも、ちげーだろ？　それはヤンキーが悪いんじゃなくて、お前らが悪いだけだ」

「だ、だったら、あんたは何のためにヤンキーやってんだよ……」

「ヤンキーは生き方だからな。気づけばなっちまってるもんだよ」

「うるせぇ！　かっこつけてんじゃねぇぞ！」

　三人組が無理やり恐怖をぶっ飛ばして振り返った。

　申し訳程度の連携でアオイに殴りかかる。先せん鋒ぽうの地味男が振るった拳は容赦なくアオイの顔面を狙っていたが、その動きは直線的で、ヤンキーにとっては児戯でしかない。

　拳をするりと横に避よけたアオイは、地味男の足を払って受け流した。

「そいつは三人組の中でも最弱！　俺が本番ってわけよぉ～！」

　特徴的な語尾のネギ頭が勝利を確信した拳を振るう。

　三人でつるんでいるだけあって、二発目をたたき込むタイミングは急ごしらえよりはマシだった。一般人であれば避けるのは難しかっただろうが、鬼おに津つアオイは一般人ではない────ヤンキーだ。

　ネギ頭の拳の先から再び金髪ヤンキーの姿が消えた。

「ほあ!?」

　アオイは汎用ヤンキー程度では視認できない動きで沈み込んでいた。

　懐から顎にたたき込まれる掌底。打撃の威力は低いが、急所を狙ったその一撃は、ネギ頭を黙らせるには十分だ。

「くっそおおおおお！」

　がむしゃらに突っ込んだリーダー格のバンダナ男が本命だったのだろうが、それでも爪をむき出しにした野良猫を捕らえられない。

　バンダナ男の目元にふぁさ……と、前髪が下りる。頭のバンダナがするりと抜き取られていた。彼が振り返った視線の先で、アオイが奪ったバンダナを回している。

「動きが……見えねぇ……」

「ヤンキーって名乗れば、何でもしていいってわけじゃない。ヤンキーは、お前らが好き勝手やるための都合のいい道具じゃないんだ」
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「くそが！　調子に乗るんじゃ────」

　それが、彼の最後の言葉だった。バンダナを拳に巻いたアオイのボディブローで、彼は言葉を失って膝をついた。

　あっという間に三人組が屍しかばねとなって積み重なっている。

「これで分かっただろ。もう変なことはすんなよ！　お前らも黒くろ淵ぶちのヤンキーだし、私たちは仲間なんだからさ！」

「仲間のわりには、容赦ねぇ……」

　バンダナ男はついに意識を手放してその場に伸びた。

　レンジは苦笑した。

　ヤンキーの喧けん嘩かと呼ぶにはあまりにも一方的だった。

　でも、これがヤンキーってやつだ。

　かち合えば喧嘩が始まって互いを無遠慮に傷つけ合う。乱暴な常識と粗野な思考回路に支配されたネジの外れた存在。社会はそれを認めず、悲しい哉かな、そんなヤンキーの上っ面ばかりが注目される。

　だから、ヤンキーの世界は生きづらい。

「悪かったな、うちのヤンキーがさ」

　三人組の屍を跨またいで歩み寄ってくるアオイは、思いのほか優しい声音だった。

「怪け我がとかないか？」

「え、怪我？　大丈夫です」

　あ、そうか。俺、助けられたことになってるのか。

「それはよかった。猫ねこ丘おか区じゃこれくらい普通だから気をつけろよ」

「アオイさん、でしたっけ。強いですね」

「いやいや、こんなの《純白の悪魔》に比べれば全然だ」

　あはは……。思わぬ答えが返ってきて空笑いが洩もれた。

「お前、一年だろ？」

「一年の安あ室むろレンジって言います」

「また今日みたいなことがあったら私を呼んでくれよ。ほら、連絡先」

　アオイは画面がバキバキに割れたスマホを差し出した。

「えっ」

　レンジは困惑した。この人、何言ってるんだ……？

　陰キャの俺からしてみると女子の連絡先なんて高校生活のゴールみたいなもんだぞ！

　そんなものをいきなり目の前に差し出されると、東北で幾度となく闇討ちを仕掛けられていた身としては罠わななのかと思ってしまう。

　陰キャを助けた挙げ句、アフターフォロー？

　普通のヤンキーがやることじゃないぞ。

「ま、私に関わりたくないって言うなら、無理強いはしないけどな」

「あ、いや、全然！　よろしくお願いします」

　ついさっき皮肉を口にしたことなど忘れて反射的にスマホを差し出してしまう。

　まさか、初めて連絡先を交換する相手が女の子になるとは……。




「聞いてくれ、エイジ！　俺は今日、女子の連絡先をゲットしたぞ！」

　それはもうウキウキだった。

　レンジは帰宅するなり弟の名を呼んで今日の一件をすかさず自慢した。

「そうなんだ。俺は彼女ができたよ」

「は？」

「どうせたまたまだからさ……俺なんて陰キャのブサイクだし、明日にはフラれるよ」

　いやいやいや……レンジの目から見ても弟はイケメンだ。

　兄の悪魔のような地毛よりも爽やかに明るい赤髪で、兄のような目つきの悪さもない。確かに過去には顔が良すぎるせいで理不尽な目にも遭った。それ故、自分に自信がないらしいが……あんまりブサイクを否定すると煽あおられていると勘違いして、さらに落ち込んでしまうから否定もしにくい。

　彼女ができたことで自信を取り戻してくれればいいのだが。

「ちょっとした手違いでさ。誰かに渡るはずのラブレターが、俺のロッカーにあったんだだけど、返しに行ったら告られたんだ」

「普通それで付き合うことになるとは思えないんだが……いや、人違いを装った告白か」

「ないでしょ。兄ちゃん、アニメの見すぎだよ」

「ないか。そうだ、アニメと言えば兄ちゃん激推しの花はな井いハルカがヒロイン役を務めるおすすめのラブコメがあるんだけど、これを見て一緒に恋愛のなんたるかを勉強しないか？」

　趣味を語るレンジの口調は自然と早口になっていた。

　弟はそんなレンジに顔をしかめる。

「その説明を聞いて誰が一緒に見たいと思うんだよ。画面の前で叫ぶ兄ちゃんの姿が簡単に想像できるし。見るなら一人で見てよ」

「つれないなぁ」




　翌日。

　レンジは街に響く改造五〇㏄スクーターのコールで目を覚ました。

　寝坊だった。昨晩は弟に渡すつもりでおすすめのアニメをリストアップしていたのだ。

　急いで支度をして外に出てみると、待っていたのは野良猫のような雰囲気の金髪美少女だ。問題はその中身────純度一〇〇パーセントのヤンキーである。

「よっ」

「うわっ」

「うわってなんだよ！　あはは、面白いな」

「鬼おに津つアオイさん……。どうして家うちが分かったんです？」

「区外から来るなんて滅多にないしバレるよ。危ないからさ、ボディガードに来てやった」

「は？　ボディガード？」

　この人、何考えてるんだ!?

　オタクとしては女の子と一緒に通学するなんて夢の一つだ。しかも家の前で待っていてくれるなんて到底現実とは思えないけど……そうじゃない！　それ以前の話だ！

　普通、たまたま助けただけの相手を無償で守ってやろうと思うか？

　アオイの得体の知れなさに思わず身を引いてしまう。

「そんなに警戒しないでくれよ。ほらほら、かわいい女の子だろ？　にゃ～んってさ」

　手を丸めて猫の真ま似ねをするアオイ。

　かわいさと同時に怪しさも跳ね上がった。

「…………」

　レンジが黙っていると、アオイは、こほんと冷静さを取り戻す咳せき払ばらいをする。

「この街は陰キャにとっては危険だからさ。お前みたいなやつは格好の的だよ」

「そんなに危険な街には見えないですけど」

「カモがネギ背負って踊ってたら、さすがの汎用ヤンキーだって襲ってくるんだって」

「はあ」

「まあまあ。一緒に登下校するだけだから」

「下校も!?」

「連絡先まで渡してるのに、守れなかったら女がすたるだろ？」

「そもそもボディガードなんて────」

　いらない。

　そう口にしようとしてレンジはとっさに己の声帯を締め上げた。

　陰キャなら陽キャ程度のカツアゲでもたしかに危険だ。

　ただし、それは普通の陰キャだった場合だ。普通の陰キャは拳一つで自分の身を守ることなどできないから。

　ここで断ったら実はこいつ陰キャじゃないんじゃね？となってヤンキーであることがバレて黒歴史を暴かれてオタクとして常識的に月並みに平々凡々と高校デビューしようとしていた平和な計画は頓挫する。

　そうなったら……わざわざ《純白の悪魔》の正体を知る者がいない東京まで来た意味がなくなってしまう。

　変なヤンキーに絡まれ続けるよりはマシか。

「……お願いします」

「そう言ってくれると思った！　じゃあ、行こうか」

　ヤンキーによってボコボコにされた通学路を並んで歩いていく。

　他の生徒の姿はなく、改造制服を着ている者のほとんどは、学校とは反対の方向に改造五〇㏄スクーターを転がしていく。彼らが気まぐれに登校したとしても、授業に出ることはなさそうだ。

「実は聞きたいことがあってさ」

　真の目的はそれか。

　目的は別にあるだろうと思っていたレンジは少なからず安あん堵どした。

「この辺りにお前の親戚が住んでいたりしないか？」

「親戚？」

「赤い髪の男の子でさ。七年前に会ったことがあるんだよ。顔が似てるんだよな……」

　その言葉にレンジは心臓を吐き出しそうになった。

　レンジが高校デビューのために治安の良い東京……中でも猫ねこ丘おか区を選んだのには理由があった。七年前、親の仕事の都合で一度だけ訪れたことがあったからだ。

　ん、顔が似てる？　髪で隠してるけど、見られたんだっけ？　まあ……いいか。

「ちょっと心当たりないですね」

　しれっと嘘うそを吐つく。

「昔は私も弱くてさぁ。私、その少年ヤンキーに助けられたんだよ」

　七年前といえば、絶賛黒歴史中の頃だ。

　目立つ赤い髪を隠しもせずに喧けん嘩かに明け暮れていたのを覚えている。その無鉄砲な姿勢は親の仕事でちょっとついてきただけにすぎない東京の地でも変わらず……。

「あー……」

　レンジの脳裏に金髪の女の子をいじめっ子たちから救った記憶が鮮明に蘇よみがえった。

　あの時、いじめっ子たちをレンジは圧倒的な強さで返り討ちにしていた。

　金髪の少女一人を相手に何十人というヤンキー一歩手前の少年少女たちが次々と群がる光景は、強烈な印象として残っている。

「やっぱり知らないです」

　俺でしたと認めるのは簡単だが……ヤンキーだったことがバレたら、陰キャオタク生活はヤンキーの日々に逆戻りだろう。それだけは絶対に避けなければいけない。

　レンジは最強に強い決意で改めて絶対に隠し通すことを決めた。

「そっか。なんか分かったら教えてくれよ。あれっきり、一度も会えてなくてさ」

　それもそのはず。レンジの父親は猫丘区に転勤したが、あまりの治安の悪さに三日で逃げ帰ったのだから。それをレンジは父の言葉通り「仕事の都合」だと思っている。

「見つかるといいですね」

「おう。見つかるように祈っててくれ」

　性善説の世界に生きるような純粋すぎる笑顔。罪悪感が湧いてくる。

　でも、ごめん。

　やっぱり、俺はオタクとして生きたい。

　レンジは黒歴史をより一層強く体の底に封印するのだった。




　学校に着くと、アオイはレンジの教室までついてきた。

「えっと……ここ、一年の教室なんですけど」

「まだ時間があるだろ？　暇だから話そうぜ」

　できればヤンキーと一緒にいたくはなかった。

　強いヤンキーほど周囲の注目を集める。彼らは一般人にはない《邪気威ヤンキー》と呼ばれる気を放っているので、その場にいるだけで空気を威圧するのだ。

　正真正銘のヤンキーである二年鬼おに津つアオイの放つ《邪気威ヤンキー》は、陽キャのそれとは比べものにならない。一般人や陽キャでも無視できない存在感だろう。クラスメイトたちの視線はレンジとアオイの二人に集まっている。

　クラスの数少ない陰キャっぽい生徒たちが、レンジと視線を合わせてさっと顔を背けた。

「ああっ」

「ん？　レンジ、どうした？」

「いや、何でもないです……」

　オタクと友だちになるチャンスがふいになる瞬間だった。

　この調子だと、もしかしてオタク友だちなんてできないんじゃないか……。

　この空気を察して離れていってくれないかな……と、レンジの淡い期待も虚むなしく、何な故ぜかアオイはそれからもレンジにひっついて回っていた。




　昼休み。

「アオイさん、これは……」

　レンジの前の席はアオイが占拠していた。後ろ向きになってレンジと向かい合うアオイは、レンジの机の上に包みを出してニコニコしている。

　どう見ても、弁当だ。

「作ってきたんだよ」

　アオイが包みを開くと、出てきたのは、やはり弁当箱。

　蓋を開けると高校生が作ったにしては気合いの入りすぎたラインナップが所狭しと詰め込まれている。鬼の形相をしたタコさんウインナー、純白の卵たまご焼やき、悪魔を思わせる真っ赤な鶏とりの唐から揚あげ……。

　ヤンキーが作った弁当で間違いない。

　ニコニコ顔で出されたら食べないわけにもいかない。ここでいらないですと突っぱねる勇気はレンジにはなかった。まあ、多少毒が入っていたとしても野生溢あふれる東北育ちのレンジには効かないのだが。

　観念して弁当を食べ始める。

「うまいか？」

「……うまいです」

「そうかあ！　よかったぁ」

　アオイのレンジを見る目は乙女のそれだ。心なしか頬ほおは桜色で、春ばんでいた。

　さすがにかわいいな。ヤンキーだけど。

　……だとしても。

　いいなあ、東京！　東北にいたらこんな日常はありえなかった！

　あとは、アオイさんがヤンキーじゃなかったらなあ。

　でも、女の子の手料理であることに変わりはない！

　オタク友だちはまだできそうにないけど、こんな青春を味わえる生活も悪くな────




　────ぐらり。




　一瞬のことだった。レンジは校舎全体が揺れる錯覚を覚えた。

　東京の青春ばんだ日常に釘くぎを打ち込むような圧倒的な《邪気威ヤンキー》の気配。東北では寝ても覚めても常に感じていた闘争に満ちたオーラだ。その敵意が自分に向けられているのをレンジは肌で感じる。

「まったく、こんなお昼時に……」

「厄介なことになったな」

　出所は四階か。四階だとすれば三年の教室。わざわざ二階にある一年の教室に届くように分かりやすく《邪気威ヤンキー》を放出したというわけだ。

　これからカチコミをするという宣戦布告。

　近づいてくるほどに、空気をひりつかせる《邪気威ヤンキー》は濃厚になる。決してその辺にいるような陽キャではない。東北のヤンキーと比べても遜色ないレベルのヤンキーが、近づいてきている。

「レンジ、やっぱり分かるんだな」

「え？」

「《邪気威ヤンキー》の気配だよ」

「あ、いや、なんか揺れたよなーと思って」

「大丈夫。レンジにも事情があるのは分かってるから」

　まさか……バレてる？

「とにかく、レンジはここで弁当を食べて待っていてくれ。私が行ってくるから。すぐに戻ってくるし、そしたらまた一緒に食べよう。デザートも用意してあるんだ」

　アオイはレンジを不安にさせないために笑みを浮かべた。

　ちゃんと笑えているかどうか、アオイには自信がなかった。

　それくらい、今回の相手は強い。

　レンジに背を向けたアオイは、すっ、と笑顔を引っ込めて廊下を睨にらむ。

「赤あか城ぎザクラ……」

　拳を握りしめて廊下に出て行くアオイの後ろ姿を、レンジは自分の席から見送った。

　手元の弁当箱に視線を落とす。

《純白の悪魔》をリスペクトした料理は、普通に作るよりも手間がかかるはずだ。しかも美お味いしい。昨日今日会ったばかりの人間に作ってくるような弁当ではない。

「さすがに……これだけのものを貰もらっておいて、何もしないっていうのは、人としてどうなんだって話だよなぁ。受けた恩は倍にして返す。これ、常識」

　ヤンキーだとか陰キャだとかは関係ない。

　レンジは箸を置いて立ち上がった。




　廊下では、既に生徒たちが教室に避難を終えたところだった。

　アオイが廊下の先を睨にらみつけている。上階から溢あふれていた《邪気威ヤンキー》の気配が、二階に降り立ち、そして、唐突に廊下の先に現れた。

「自主停学中の俺を差し置いて新しい男を作るとはな」

《邪気威ヤンキー》を放出する正真正銘のヤンキーだ。

　その骨格は縦に恵まれた体たい躯くを備え、レンジに比べて一回りもでかい。改造制服を腰に巻き、上半身を包む純白のワイシャツは、引き締まった筋肉にぴったりと張り付いている。

　放出する《邪気威ヤンキー》は荒々しく、総量で言えば同年代の平均的な《邪気威ヤンキー》を軽く凌りよう駕がするだろう。

　恐らく、猫ねこ丘おか区では破格の実力を誇るヤンキーだ。

　アオイはそんなヤンキーにも怯ひるまず食ってかかった。

「お前の彼女になった覚えはないぞ。むしろ、お前が私の仲間になれ」

「仲間なんていうごっこ遊びはヤンキーに必要ない。なぜなら、この学校は俺のものだからだ。強い男も強い女も俺の所有物だ。分かるか？」

「そんな安い虚勢で黒くろ淵ぶちの筆頭ヤンキーが務まると思ってるんだもんな。笑えるよ」

「……馬鹿にしてんのか」

「お前の実力じゃ黒淵に秩序は生まれない」

「よっぽど痛い目に遭いたいらしいな」

「受けて立つぞ」

　その言葉は強がりだ。アオイは額に汗を浮かべている。

　対たい峙じするザクラはにやりと口の端を上げた。

「鬼おに津つアオイ、俺が勝ったらお前は俺の女になれ」

「そういうことを言うのは、私を倒してからにしろ！」

「陰キャ、お前もそう思うだろ？」

　今にも飛びかかろうとしていたアオイは、焦った表情で振り返った。レンジが後ろにいることに気づいていなかったようだ。

「レンジ……どうして来たんだ。教室で待ってろって言っただろ！」

「弁当のお礼をしたくて」

「そんなの、いいって……」

　廊下に漂う《邪気威ヤンキー》の気配が鋭くなった。

「あぁ？　弁当だと？　お前、何者だ」

「安あ室むろレンジ。ただの新入生だよ」

「だったら教えてやる。俺の名前は赤あか城ぎザクラ。俺が彼女になれと言えば女は彼女になるし、逆らう男は粉こな微み塵じんになる。それがこの学校で唯一絶対のルールだ」

　その言葉にアオイが拳を握りつぶす。

「お前みたいなヤンキーがいるから、ヤンキーは悪者扱いされんだよ！」

「弱者の遠とお吠ぼえだな。強いやつこそ正義だ」

　典型的なヤンキーの思考だが、レンジの目を通してもそう言えるだけの実力を備えている。今回の勝負はアオイにとって分が悪い。

「さすがにアオイさん一人に任せるわけにはいかないから」

「でも、こいつは、二つ名を持つほどのヤンキーだ。猫ねこ丘おか区でも指折りの実力を持ってる」

「二つ名？」

　まさか……東京でも《純白の悪魔》みたいな別名がヤンキーにつけられているのか？

「赤城ザクラ……二つ名を《先天性不良》。猫丘区の中学世代では過去最強と言われた六人のジュニアヤンキーのうちの一人だ」

「だったら、なおさらアオイさんを一人にするわけにはいかないです」

　ザクラには雑魚の陰キャがアオイを守ろうとしているように見えたのだろう。くっく、と笑いながら廊下を歩いてくる。

「威勢が良いじゃねぇか。だが、俺に逆らう姿勢はルール違反だ。改めて聞いてやるから、心して答えろ。鬼おに津つアオイは俺の女になるべき──そう思わないか？」

　レンジは腕を組んだ。




「悪いけど、まったく思わないな」




　その時、ザクラから溢あふれる《邪気威ヤンキー》にヒビが入ったような音がした。

「だったらてめぇは粉微塵だ！」

　爆発的な怒号と共にザクラの姿が廊下から消えた。

　次の瞬間には、レンジの目の前で拳を構えている。

「オラァ！」

　放たれた拳は、レンジの鳩尾みぞおちを的確に狙っていた。肋ろつ骨こつを内臓もろとも破壊するような一撃が、レンジにめり込む。

「レンジ！」

　消えるような速さでレンジは天井に打ち上がった。レンジの体はゴム毬まりの如ごとく鋭角に反発する軌道で廊下を跳ね回る。その衝撃は廊下の端に到達してようやく止まり、弛し緩かんして力なく廊下に伏した体からは、摩擦による煙が上がっていた。

「ヒャッハー！　自主停学明けのワンパンは爽快だぜぇー！」

「ふざけるなよ、ザクラ！」

　アオイの血走った目が宙を走った。ザクラに飛びかかる超速の一撃は、太い左腕によってガードされてしまう。

「どうかしたのか、俺の女？」

「レンジはヤンキーじゃないんだぞ！」

「俺に逆らうかどうか。重要なのは、それだけだ」

「黒くろ淵ぶちでこんなやつが野放しになってるのは、私の責任だな」

「どうやらお前にもしつけが必要みたいだな。ほら、一発食らってみろ！」

「なっ」

　アオイは宙に弾はじき飛とばされた。ぐわん、と視界が回転し天地が逆さになる。天井が床になったその視界を侵食してくる《邪気威ヤンキー》に満ちた凶悪な拳。

　────油断したっ!?

　しかし、衝撃がアオイを襲うことはなかった。受け身を取りつつ、ザクラから距離を取るように転がり、すぐに立ち上がる。

　アオイの視界に飛び込んだ違和感。制服を脱ぎ捨てた陰キャの姿が、気配もなくザクラの背後に浮かび上がっていた。

「レンジ……？」

　ザクラが右の拳で放った渾こん身しんの一撃は、右腕に添えられた細い手によってぴたりと動きを止められていた。

「な、何をしやがった！」

　ザクラが振り払いながら狙った裏拳は、レンジにかすりもしなかった。ザクラは本能的に距離を取る。その判断は正しい。アオイに意識を集中していたとはいえ、前方にぶっ飛ばしたはずの陰キャが、完全に気配を絶って背後に現れていたのだ。ありえない現象が同時にいくつも起きている。

「そもそも何な故ぜ動ける!?　お前は俺の一撃でゴム毬になったんじゃないのか！」

「ゴム毬……再起不能ってことか？　東京のヤンキーは面白い言葉を使うな」

「お前……どこ中の出身だよ」

「言っても分からないだろ。東北だから」

「東北だと!?」

　ヤンキーにとって東北という地は、計り知れないバケモノどもが集う異世界に等しい。何より伝説と称された《純白の悪魔》が生まれ、消えた土地。そんな魔境を無事に抜け出してきた人間が……ただの陰キャなわけがない。瞬時にそう理解したザクラだったが、目の前にいる陰キャの実力を測ることはできなかった。




「次は俺が殴ってもいいんだよな？」




　ザクラは廊下の端までの五〇メートル程度を一瞬で跳び退すさった。既に確保していた距離が、決して安全圏ではないと脳が警鐘を鳴らしていた。

「逃げるのか？」

「どういうことだ……急に馬鹿げた強さの《邪気威ヤンキー》の気配が……まさか、お前がそうだって言うんじゃないだろうな！」

「何言ってるんだよ。俺はただの陰キャオタクだって」

「おい、待て……お前、その鬼の形相は……」

「ん？　あぁ」

　レンジは乱れていた前髪を下ろした。

「昔から目つきが悪くてさ」

「馬鹿にしてんのか！　お前は……いや、そんなはずはない！」

「勘違いで盛り上がるのはやめてくれないかな」

　廊下をゆっくり歩く。陰キャがただ歩いているように見えるかもしれないが、ヤンキーがその姿を見れば、王の歩みのようだと直感するはずだ。一歩一歩が重く、あまりにも《邪気威ヤンキー》に満ちている。

　威圧。

　並のヤンキーであれば、それだけで意識を手放すような迫力。

　ザクラの全身からは汗が噴き出していた。《先天性不良》であっても、体の自由を取り戻すためには二秒とコンマ三秒かかった。

　その間に陰キャのバケモノが目の前に詰めている。

「まずは小手調べといこうか」

　陰キャが拳を握り込んだと認識できた瞬間、鳩尾みぞおち目がけて拳がぶち込まれている。

　ザクラは咄とつ嗟さに鍛え抜かれた太い腕でガードしたが、それでも衝撃を抑えることはできなかった。足が床を離れ衝撃のままに宙を飛ぶ。次の行動を思案するザクラの思考をぶち切り、目の前の陰キャはあろうことか廊下を蹴って跳び上がった。

　こいつ、ぶっ飛ばした相手の軌道に足で追いつくつもりか!?

　そんな常軌を逸した行動をレンジは実現していた。ザクラのガードの上からさらに一発をたたき込み、ぶっ飛ぶ前に次の打撃を加える。

　シンプルな連撃。その一発一発が、見た目に反して重すぎる。攻撃を受けても体勢を整える前に距離を詰められ、宙に放り出される。一瞬の猶予も与えてくれない連続攻撃にザクラはただされるがままだった。

「ばけもんかよ！」

「支配者を自称するだけあって並のヤンキーよりは堅いみたいだな」

「離れやがれ！」

　ザクラの微み塵じんの狙いもない、ただがむしゃらに繰り出した回転蹴りが何かを捉えた。

　当たったか!?

　回転はそこで止まる。見れば、互いの靴の裏がぴったりと合わせられていた。

「捕らえられたのは、俺の方……」

　ザクラの全身を衝撃が襲った。凄すさまじい轟ごう音おんと共に校舎が揺れる。廊下に叩たたきつけられたザクラの半身は、下の階へめりこんでいた。

　埋まった体を廊下から引き抜き、立ち上がる。

「お前、名前は」

「二度も名乗るつもりはない」

「東北で失踪した伝説のヤンキー……《純白の悪魔》。お前のことじゃないのか」

　見た目通りの陰キャだと信じ込んでしまえば楽だ。だが、この桁違いの強さがそれを許してはくれない。ただのヤンキーにしても強すぎる。この得体の知れなさ。出会ったことのない未知の脅威。これがヤンキーだというのであれば、考えられる可能性はザクラの中で一つに決まっている。

「俺はただの陰キャのオタクだ」

　下手な嘘うそだ。

「言うつもりはないってことか。だったら喧けん嘩かで確かめてやる」

「最初からそうしろよ」

「俺が必殺技を使えば……最悪、死人が出るぞ。後悔すんなよ」

「上等。喧嘩ってそういうものだからな」

　陰キャを自称するくせにヤンキーの常識は理解している。ますます得体の知れないやつだ。だが────ザクラは腰だめに拳を構えた。

　これですべてが分かる。

　ザクラの全身から噴火の如ごとく吹き出した《邪気威ヤンキー》が、荒々しく暴れ回りながら右手の拳に収束していく。

「見せてやる。これが、Ｓ級ヤンキーの真の力だ！」

「レンジ、逃げろ！　さすがにまずい！」

　アオイは警告しつつ、たまらず教室に飛び込んだ。

　その右の拳は、溢あふれる《邪気威ヤンキー》に押しつぶされないように拳を強く握り込む必要があるという。骨が軋きしむほどに握り込まれた拳は、血の気が引いて白く染められる。その色こそヤンキーが崇あがめてやまない伝説の色。




「純白の右手──ホワイト・ワン・ショット！」




　凝縮された《邪気威ヤンキー》が、レンジに向かって放たれる──！

　あまりに強力な一撃は、一年の廊下の天井から床までを破壊しながらストームのように突き進んだ。

　ザクラ自身も弾丸になってレンジを襲う。

　目の前の陰キャの表情は、驚きよう愕がくに染まっていた。

「さすがのお前もこれには耐えられまい！　死ねぇぇえぇえええ！」

「レンジ！」

　ストームが過ぎ去り、空気が平静を取り戻していく。

　崩れた廊下の隙間を縫う風の音。

　濛もう々もうと煙に包まれた視界。

　突き出した拳。

「なっ……」

　ザクラの最強に強い一撃は、安あ室むろレンジの左手に止められていた。

　晴れた視界の中、廊下は抉えぐれ、天井は崩れ落ちたが、レンジの後ろは何もかも傷一つ付いていない。

「変な名前だからびびった……」

「俺のホワイト・ワン・ショットが……」

「これ以上は人が集まりそうだから終わらせるぞ」

「何をするつもりだ！」

「なかったことにする」

　言うが早いか、ザクラの足が宙に浮いた。

「うおっ!?」

「二階なら、かすり傷も付かないだろ」

「何を言って────」

　持ち上げられたザクラの巨体が、窓の外に放り投げられた。

　嘘うそだろ……これが、東北出身の実力なのか。

　ザクラにとっては、久しぶりに仰いだ青空だった。





　　◇






「これでよし……っと」

　ここは二階。陽キャなら捻挫くらいするだろうが、ヤンキーなら無傷で済むだろう。

　それにしても……。

　レンジは自分の手のひらを見つめた。

　俺、めちゃくちゃ弱くなってるな。

《純白の悪魔》として恐れられた実力は意識的に封印したつもりだったが、まさかここまで弱体化してしまうとは。まあ、オタクとしてはそれで構わないんだけど。

「レンジ、こっち」

「あ、アオイさん」

　レンジは穴ぼこだらけの床を飛び越えて教室に逃げ込んだ。

　生徒たちは昼飯中だった。昼飯の光景も廊下の喧けん嘩かも日常風景には変わりないらしい。

「あの、アオイさん。どこか二人になれる場所はありますか」

「タイマンか？　ちょうどいい場所があるぞ」

　タイマンって……まさか喧嘩するつもりじゃないよな……。

　不安を感じるレンジだったが、案内をするアオイから敵意は感じられなかった。

　学校を出ると、裏手には荒れ果てた公園があった。黒くろ淵ぶちの汎用ヤンキーたちのたまり場になっているらしく、とても二人きりになれるような雰囲気ではない。

　公園は高台に続いている。長い階段を上った先には、申し訳程度の自然があった。芝生を爽やかな風が撫なでている。

「へぇ、いい場所があるんですね」

　レンジは故郷を思い出しながら感想を口にした。一望できる街の景色。そこに背を向けてしまえば、東京にいることを忘れてしまいそうだ。

「そうだろ？　ここは、黒淵のヤンキーにとって特別な場所でもある。いや、それは違うか。特別な場所……だった」

「何か、書いてある」

　石碑だ。

　街並みを見下ろせる位置に石碑が置かれている。

　歩み寄って文字を視線で辿たどると、不格好な字で人の名前が書かれていた。

「これは？」

「黒淵の歴代ヤンキーだよ。功績を残した最強のヤンキーが、ここに名前を刻んで卒業していくんだ。もちろん、私の師匠の名前もある」

「ヤンキーの功績……」

　って、なんだろう。

　石碑には縦も横も関係なく縦じゆう横おう無む尽じんに不格好な字が刻まれている。びっしりと虫が這はうように。その数は一〇や二〇ではきかない。恐らく一〇〇は超えていることだろう。

「これ、毎年何人くらい書かれてますか？」

「一人か……二人か」

　つまり、何十年も続くヤンキー文化ってところか。

「功績っていうのは？」

「筆頭ヤンキーとして頭を張るとか、猫ねこ丘おか区で天下を取るとか」

「それが、ずっと続いてるのか……」

「元々、黒淵高校っていうのは、ヤンキー校の中でも古豪って呼ばれてるんだ。近年のヤンキー文化が盛り上がるずっと前から、ヤンキーの伝統が続いてたんだよ。私もいつかここに名前を刻めたらいいなーとか、そんな夢を持っちゃったりしてさ」

　足下の公園に比べると、この場所は人の痕跡が少なすぎる。生い茂る芝生や石碑の根元に生える苔こけを見ても分かる。手入れなんてものは少しもされていない。神聖視されているのではなく、忘れられているのだ。

「特別な場所だった……そういうことか」

「今では色んな高校が台頭してるから。黒くろ淵ぶちはすげーヤンキー校だった……それを知らないヤンキーだっている。でも、レンジには、この景色を見てもらいたかったんだよ」

　見下ろす街の景色は壮観だった。東北とはまた違った良さがある。

　かつてこの石碑に名前を刻んだヤンキーたちが、風を浴びながら街を見下ろす。そんな光景が浮かんでくるようだった。

　体の奥底に眠る《邪気威ヤンキー》が疼うずく。

　太古の人類から遺伝子に埋め込まれた弱肉強食を礼賛する闘争本能。気を抜けば取り込まれてしまいそうな悪魔の欲望を、レンジは無理やり抑えつけた。命を懸けた本物の喧けん嘩かなど、オタクである自分にとっては二度と必要のないものだ。

　ふぅ、と息を吐いてからレンジはアオイに向き直る。ここからは、小細工なしだ。

「さて、アオイさん」

「なんだ？」

「ちょっと聞きたいことがある」

「あはは、やっぱり忘れてないか」

　笑ってごまかそうとしている。でも、そういうわけにはいかない。

「俺のこと、どこまで知ってる？」

「陰キャ、オタク、おのぼりさん」

　あれ？　笑顔で罵ば倒とうされてる？

「あえて言わなかったけど、家うちに来たときから不自然ではあった。アオイさんほどのヤンキーが、陰キャに付き纏って弁当まで作ってくれるのもおかしいし」

「別にいいだろ？　年下を餌付けしたい趣味かもしれない」

「まあ、それはいいんだけど。ザクラの《邪気威ヤンキー》を察知した時だ。アオイさん、『やっぱり』って言っただろ。俺のことをただの陰キャだと思っていたら出てこない言葉だ」

　金髪ヤンキーの猫のような目が泳いでいた。頬ほおをかいて、ごまかす言葉を考えているようだったが、何を言っても無駄だと判断したのか、アオイは観念したように口を開いた。

「実を言うと、レンジが《純白の悪魔》であることは気づいてた」

「気づいてた？」

「七年前に私を助けてくれた人が、東北にいるのは知ってたから……私も中学生のうちに東北の学校に転校するつもりだった。それで、一度は東北に行ったんだ」

「東北に来た!?」

　あんなヤンキーが溢あふれる治安のバグった地に……。

「まあな。そこで、私はレンジが《純白の悪魔》になっていることを知った」

「バレたのは、そういうことか」

「最初は別人かと思ったけどな。髪の色変わってたし」

「でも、俺たち東北では会わなかったよね？」

「住む世界が違いすぎたからさ。だって、相手は伝説の《純白の悪魔》だぞ？　弱っちい私なんか合わせる顔もないだろ。強くならなきゃと思って、猫ねこ丘おか区に戻ってヤンキーの修行を始めたんだ」

　レンジの目を通してもアオイはかなり強いヤンキーなのだ。改造五〇㏄スクーターを転がして満足するような陽キャとは比ぶべくもない。

「修行はしたけど……私も含めて、こっちのヤンキーたちは、東北に比べたら弱すぎる」

「そう？」

　レンジにとって、猫丘区で見たヤンキーはアオイとザクラだけだ。比較するにはサンプルがあまりにも少なすぎる。

「そうだよ。ザクラを見ただろ？　あんな風に調子に乗って、なんでも自分の物になると思っているヤンキーばっかりだよ」

「たしかに、あれはダメだ。東北であのタイプのヤンキーはほとんど見なかったな」

「東北には《純白の悪魔》がいたからだろうな」

「それ関係ある？」

「最強がいたから、秩序があったんだよ」

「最強って……まぁ、確かに負けたことはなかった気がするけど」

　後に伝説と称される事件が起きるたびに新しいヤンキーがカチコんでくる。そんな日々だった。そいつらを返り討ちにしていった結果……やがて誰もやってこなくなった。それを秩序と呼ぶのだとしたら、ヤンキーの世界の秩序は脆もろすぎる。

「本当は……私がこの街で最強になって、レンジに気づいてもらう作戦だったんだけどな。金髪の悪魔って呼ばれたりしてさ」

「金髪の悪魔かぁ」

「まさか、《純白の悪魔》が先にやってくるなんて」

「アオイさん、そのことで話がある」

　これから口にする言葉は、現役のヤンキーを目の前にして言うことではないのかもしれない。でも、ここまでお互いを知ってしまっては黙っているわけにもいかなかった。

「俺は、ヤンキーを引退した。今の俺はオタクだから、過去とは決別したい」

　怒るかもしれない。落ち込むかもしれない。

　自分がヤンキーだった過去を否定する──それは、ヤンキーのことが嫌いだと言っているようなものだから。オタクとなった今、《純白の悪魔》は黒歴史なのだ。

　目の前の美少女が顔を歪ゆがめるところなど見たくはなかったが、嘘うそをついて関わり続けることなんてできなかった。

　そんな予想に反して、アオイは────納得したように笑った。

「だから、陰キャでオタクな格好をしていたのか」

「えっと、そう、だね」

　想定していなかった反応でうまく言葉を返せなかった。

「ごめんな。私のために喧けん嘩かさせちゃってさ」

「弁当のお礼だから」

「ありがとう。さっきのことと、七年前のこともさ。ちゃんとお礼言えてなかったし」

「うん……気にしないで」

　レンジは困惑していた。

　普通のヤンキーだったら怒るものじゃないのか？　七年前の恩があるから怒らないにしても落ち込むくらいはしたって不思議ではないのに。

　この人は、普通のヤンキーではない。

　アオイは一歩下がって後ろ手を組んだ。

　二人を分かつような風が吹き抜け、芝生が端から倒れていった。

「話は終わりか？」

　淡々と。

「まあ、うん」

「そっか。それじゃ、私はこれを最後にレンジとは関わらないことにするよ」

　心臓が震えた。

「どうして……」

　震えが、声にも伝わっていた。

「過去と決別したい気持ちも分かるよ。世間でヤンキーがどう思われているのか、それくらい知ってるさ。嫌われるなんて今さらだ。でも、本物のヤンキーたちは腕っ節の強いやつらで、卒業後は区外で力仕事に就いたり、人知れず市民を助けたり、国に貢献してるのも事実だ。なのに自分はヤンキーだって言いたくても言えないのが、この国の現状だよ」

　この国の人たちは、自分の国がヤンキーに助けられていることを知らないのだ。

「でも私は、その現状を覆したい。自分の過去に誇りを持てないのは悲しいだろ。猫ねこ丘おか区に秩序を作って、本物のヤンキー文化の発信地にして、ヤンキーの悪いイメージを変えたら、世間はヤンキーを認めるはずなんだ。喧嘩だって想おもいをぶつけ合うためなんだって分かってくれるはず！　そしたら……あ、ごめん。つい、熱くなった」

「そんな……」

　俺は、そこで諦めたというのに。

　世間でヤンキーがどう思われているのかを知って逃げてしまったというのに。

　この人は、まさか真っ向から立ち向かおうとしているのか。

　社会が、世間が、俺自身が、忌み嫌って受け入れられなかったヤンキーという文化に。

「アオイさんは、どうしてそこまでできるんだ」

「そんなの決まってる。ヤンキーが、好きなんだ」

　好き。

　その言葉は最も最強に強く、どんな言葉よりも説得力があった。

　なぜなら、レンジにも好きなものがあるから。

　分かるのだ。好きなものを極めんとする無限の情熱が。

「今はまだ私も弱いし、仲間だって全然いないけどさ。でもいつか、私が最強になるから。そしたらきっと、世間もヤンキーへの評価を改めてくれるくらいの秩序が出き上がる。その時に、もう一度会ってくれよ」

　アオイは別れの覚悟を顔に滲にじませて儚はかなく笑った。

「もしも実現したら、今度は私と仲間になってくれないか」

　ヤンキーなんて社会に受け入れられるものではなかった。

　黒歴史として封印するような忘れたい過去のことだった。

　もしもヤンキーの本質が鬼おに津つアオイと同じなのだとしたら、好きなものを極めたいと思う気持ちはオタクと変わらない。

「すごいな、アオイさんは」

　俺なんかよりよっぽど強い。

　見てみたいと思ってしまった。

　世間がしたり顔で手のひらを返す瞬間を。

　ヤンキー文化が当たり前に受け入れられた後の世界を。

　ここで背を向けてしまったら、一生後悔してしまう気がする。革命が起きる一生に一度の夜明けを一般人として迎えたくない。

　興味があるものはリアルタイムで。オタクの鉄則だ。

「ごめん、アオイさん」

「謝ることじゃないよ」

「違う。もしも、アオイさんの言ってることが本当に実現できるなら、俺も見てみたい」

《好き》を極める者として。

「過去と決別したいっていうのは、ひとまず撤回する。もちろん、ヤンキーと関わりたくないっていうのも。本当にごめん」

「えっ？　ごめんって、そういうこと？」

「その上でお願いがあるんだ」

「私にできることだったら、何でも言ってくれよ。恩返ししたいし」




「俺と付き合ってほしい」




「……ん？」

　……あれ？

　うわ、やっちまった。この陰キャのオタクはいきなり何を言ってるんだ……。

　ストイックなアオイさんを尊敬する気持ちも応援したい気持ちもある。頑張るアオイさんをこれからも推していきたいと思ったけど、だとしたら口にするべき言葉は付き合ってほしいじゃなくて友だちになってほしいとか……いや、友だちだとちょっと離れすぎか？　仲間だと俺も一緒に頑張る雰囲気が出るし、ファン？　でもお互いにお互いのファンみたいなことになるな。お互いにファンならそれはもう付き合え。

　お？　間違ってないのか？　つまり、これが恋ってやつなのか!?

「付き合ってほしい……って、そういうこと!?」

　アオイの顔が爆発した。レンジの前髪がぶわっと吹き上がった。

「わわわわわ私と付き合う!?　レンジが!?　仲間をすっ飛ばして恋人ぉぉお!?　いやいやいやそんなことああでもそうだよな一度仲間になってから新しい関係を築くのは難しそうだし最初から恋人になるのってありだよなそうかそうかレンジはそこまで考えてお付き合いを前提に恋人になりませんかって言ってるんだなさすがレンジ！」

「えっ」

　照れを隠しきれない怒ど濤とうの早口。

「私からも、お願いシャス！」

　勢いよく頭を下げるアオイの《邪気威ヤンキー》ばんだ返答にレンジはびびり散らかした。

「ええええええええええっ!?」




　その日、《純白の悪魔》に彼女ができた。





　　◇






　最強に赤い夕日が猫ねこ丘おか区を染め上げる黄昏たそがれ。

　赤あか城ぎザクラはお気に入りの路地裏で全身に残る痛みを噛かみしめていた。

　久しく忘れていた本物の感覚。

　黒くろ淵ぶち高校にまだ自分の思い通りにならないことがあるとは思っていなかった。

　ザクラはスマホを取り出し、鬼の形相で自撮りを撮る。

《純白の悪魔》をリスペクトした鬼の形相はカチコ映えと言われ、ヤンキーの間で流行している表情だ。

　キマった自撮りのおかげもあり、その呟つぶやきはすぐさまヒャッハー！が付けられた。

　彼のハンドルネームは《先天性不良》。二つ名をそのままハンドルネームにするヤンキーは多い。

　ヤンキーが集う電子の無法地帯では、今日も議論という名の集会が行われるのだった。














●第二章　騒ぎ出す騒乱の乱軍




　夕日が景色の向こうにカチコみ、朝日となって戻ってきた翌日。

　黒くろ淵ぶち高校では、始業ベルが鳴る前に登校している生徒の数は全校生徒の半分くらいだ。

　猫ねこ丘おか区ではかなり優秀な数字である。

　一般的な高校であれば、せいぜい四〇パーセントが始業に間に合えば良い方だろう。

　だから、その日、九八パーセントの生徒が始業前に登校しているのは異常事態だった。

　当たり前のように二人で登校したレンジとアオイが校庭を歩いていると、いきなり汎用ヤンキーに囲まれてしまった。

「何が始まるんだろう？」

　そんな暢気のんきなことを言うレンジの目には、陽キャたちが映っている。

　ざっと目測でちょうど一〇〇人。

「ザクラだろうな。普通に考えたら昨日の報復じゃないか？」

　アオイの言葉通り、ザクラの《邪気威ヤンキー》は目立っている。

　陽キャの輪の中にザクラが入って来た。

「よう、陰キャ。昨日はよくもやってくれたな」

「昨日？　人違いじゃないでしょうか……」

　レンジは周囲の視線を気にしてしらばっくれた。

「ほざけ。お前、これからどうなるか分かってんだろうな？」

「本当に心当たりがなくて……」

「そうか。だったら、思い出させてやる」

　ザクラがぬっと右手を上げた。その手には包帯が巻かれている。

「俺がこの手を下ろした時が、お前の最後だ」

「やめておけ、ザクラ。身内でやり合う必要なんてないだろ」

「鬼おに津つアオイ、お前は黙っておけ」

　レンジは冷静だった。

「陽キャが一〇〇人か」

「ふざけるな。黒くろ淵ぶちの精鋭ヤンキー一〇〇人だ」

「そうなのか？」

　ハッタリのつもりか。

　あまり喧けん嘩かをやりたいとは思わないのだが、アオイの彼氏になった手前、尻尾を巻いて逃げるわけにもいかない。その辺りの覚悟はもうできている。

　もちろん《純白の悪魔》であることは絶対にバラすつもりはないし、あくまでも陰キャのオタクってことにしたいんだけど。

　さて、どうするか。

「やられっぱなしでいるわけにはいかないからな。痛い目を見てもらうぞ」

　ザクラは忠告をしたつもりらしい。

　ヤンキーだと言い張るのなら、いいだろう。ヤンキーとして扱ってやる。

「そこの陽キャたち、覚悟はできてるってことだよな？」

「話を聞かないやつだ……お前ら、陰キャをぶっ潰せ！」

　ザクラの上げられていた右手が、すっと下ろされた。

　円卓のヤンキーたちが咆ほう哮こうを上げ、レンジに分厚い束となって襲いかかる。

「レンジ！」

「おっと、お前の相手は俺だ」

　助けに入ろうとしたアオイだが、ザクラによって阻まれた。

「大丈夫だよ、アオイさん」

　レンジの全身が《邪気威ヤンキー》に満ちていく。

　陰キャベールを脱ぎ捨てる瞬間を感知できたのは、アオイとザクラだけだった。

　レンジはワイシャツ姿になった。

　絶対に本当の実力を気づかれてはいけない。

　実はヤンキーで喧嘩が強くて《純白の悪魔》だったなんてバレたら、陰キャオタクの高校生活は終わりだ。

　この状況、どう切り抜ける──

　答えは簡単。

　視認される前に気絶させる。

　陽キャ程度が相手ならば、何人束になろうとレンジにはそれができる。

　アオイとザクラは戦いの手を止めていた。

　レンジの底知れない実力を垣かい間ま見みることができる貴重な瞬間だったからだ。

　百人の陽キャがヤンキーの真ま似ね事ごとをしている間にレンジの姿は消えていた。

《寂じやつ光こう刹せつ那なの境地》。

　〇・一秒の出来事だ。

　陽キャたちは時間の壁に阻まれ、レンジの姿を見ることすらできない。

　近くにいた陽キャから順番に手刀で意識を失っていく。

　一秒間に一〇陽キャ、いや、二〇陽キャは気絶している。

　すべてが終わるまでわずかに五秒とコンマ三秒。

　戦場に立っているのは、ボタンが吹き飛んだワイシャツ姿のレンジただ一人だけだった。返り血一つない。

　その姿────純白。

　ザクラとアオイの戦いは、始まってすらいなかった。

「おい……お前ら……何、やってんだ？」

　ザクラの声は語尾が震えていた。

「無駄だ。全員確実に意識を失っている。そういう攻撃をしたんだ」
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「昨日は俺相手に手加減してたってことか」

「いいや？　俺はいつだって必要な力で戦うだけだよ」

　ザクラはたった今見た光景が信じられなかった。

　昨日の喧けん嘩かは陰キャだと思って油断していたからだと信じたかった。

　しかし、目の前の光景が真実を告げている。

　陰キャに報復をキメて人質にするつもりだったが……選択を間違った。こいつは、アオイよりも何倍も強い！

　ザクラの全身に鳥肌が立っていた。

「本物かよ。お前だろ？　お前が《純白の悪魔》なんだろ!?　ヤンキー一〇〇人を返り血一つ浴びずに倒した伝説……その再現をしちまったんだぞ！」

「ああ……その伝説だったら、再現できてないんじゃないか？」

「再現できてない、だと？」




「ここには、陽キャが一〇〇人いただけじゃないか」




「は……はは……嘘うそだろ……おい」

　ザクラは笑うしかなかった。

　ここに集めたヤンキーは決して陽キャなんかではない。黒くろ淵ぶち高校の精鋭ヤンキー一〇〇人である。

　ザクラの右腕や左腕、右脚、左脚までを含む四人のＡ級ヤンキーだっていた。

　たしかにＡ級に上がりたてではあったが、決して陽キャではない。

　少なくとも、返り血一つ浴びずに秒で片づけられるような集団ではないのだ。

「で、あんたは昨日の続きをやるのか？」

　レンジが鬼の形相で凄すごむと、ザクラは両手を挙げた。

「ばけもんにボコられるような趣味はない」

「それはよかった」

　レンジは学ランを着直し、髪を陰キャに戻した。

「授業が始まるから、俺は行くよ」

「授業だぁ？　それだけの力がありながら、なぜ授業に出る」

「いや、言ってる意味が……」

「お前、まさか何も知らずに猫ねこ丘おか区に来たのか？」

　レンジは考えた。

　猫丘区は治安が良く、東北に比べればいたって普通の学校生活だ。

　もしかして、東京の高校は大学みたいなシステムなのだろうか。

　単位制……？

　それともテストの成績ですべてが決まるとか……？

　いずれにしても、授業は出ないとついていける気がしなかった。

「今はまだ分からないことばかりだけど、勉強していくつもりだよ」

「分からんやつだ。お前ほどの実力があれば、周りが放っておかないだろう。せいぜいそれまで普通の高校生活を楽しむんだな」

　ザクラは眠りについた一〇〇人の陽キャを捨て置き、校門から出ていった。

　後ろ姿には哀愁がこびりついていた。

「あの、アオイさん、今のってどういう意味？」

「カチコミルはやってないのか？」

「やってるけど」

「あ、やってるんだ。じゃあ、あとでアカウント教えて」

「アオイさんもやってるんだ」

「カチコミルには猫ねこ丘おか区限定の機能があって、去年から始まったシマトリーっていう喧けん嘩かなんだけどさ。私のとりあえずの目標は、このシマトリーで優勝することなんだよ。最強に一歩近づくというかさ」

「へぇ、そんなのがあるんだ」

「学校対抗のゲームみたいなもんだよ。まあ、気になるなら後で調べてみてくれ」




　その日、帰宅したレンジは早速カチコミルを起動した。

　カチコミルには、猫丘区の高校に通うヤンキーのみが使える機能がある。

　それが、シマトリーだ。

　シマトリーには、全国有数の喧嘩都市である猫丘区の全体図が表示されている。猫丘区で行われるシマ盗とり合戦である。

　猫丘区にある六つの代表校は、それぞれイメージカラーを持っている。

　黒くろ淵ぶち高校の持つカラーは黒。

　このイメージカラーが、シマトリーの勢力マップに反映されている。

　参加するヤンキーごとに自分の陣地のエリアが割り振られている。

　例えば黒の勢力のヤンキーが、赤の勢力のヤンキーを倒した場合、倒されたヤンキーに割り振られていたエリアは黒く染まる。当然、ヤンキーのランクが上がれば上がるほど、割り振られるエリアは広くなる。

　すべてのマップを自分の学校の色に染め上げた時、その色は純白に変わるという。

　つまり、純白を作り上げた学校こそが、ヤンキー界から突如として姿を消した伝説のヤンキー《純白の悪魔》に成り代わることができるのだ。

　求めるのは最強の称号。ヤンキーの頂点。

　シマトリーのせいで、伝説になりたい全国のヤンキーたちが猫丘区に集結していた。

　レンジはソファの上でそんな説明を読んでいる。

「兄ちゃん、父さんから電話あったけど、仕送り振り込んでおいたって。多めに」

「多めに？」

　それは、絶妙なタイミングだった。エイジのせいで、レンジはシマトリーにおける《純白の悪魔》の説明を読み逃してしまったのだ。

「カツアゲされるかもしれないからって。まあ、ＡＴＭ使う時は区外に行かなきゃだけど」

　そういえば……カツアゲあったもんなぁ。

　安あ室むろ家の父親は、この治安の悪い猫ねこ丘おか区でカツアゲが起こることは予期できても、息子の実力まで計算に入れることはできないのである。父親は一般人だった。

「多い分は、生活費にする？　小遣いにする？」

　エイジが聞くと、レンジはスマホを横に置いて腕を組んだ。

「うーん。生活費に余裕があったら臨時収入ってことにするか」

「そう？　俺はお年玉の貯金があるし、小遣いそんなに困ってないけど」

「いやいや、ここは東京だぞ？　これからいくらでも散財のチャンスがあるだろ」

「例えば？」

「オタ活とかな。俺は東京でオタ活する時のためにお年玉貯金を続けてきたんだから」

「……聞いた俺が悪かったよ、兄ちゃん。そろそろ夕飯でも作ろうか」

「よし。俺も手伝おう」

　レンジはスマホをソファに放置した。

　それ以降、レンジがシマトリーの《純白の悪魔》に関する説明を読むことはない。

　レンジは猫丘区で行われる陣取りゲームを想像しながら鍋を火にかけた。

《純白の悪魔》流ポトフは、東北の実家から送られてくる新鮮な野菜で作られている。

　レンジは東北の野菜に絶対の信頼を寄せていた。

　東北の野菜は一般的にヤンキー上がりの農家によって作られているせいで、底に秘めたパワーが他の野菜に比べて段違いなのである。

　鍋の中は最強に強い野菜の祭典だった。

　出来上がったポトフから立ち上る香りは、パンチの効いたコンソメだ。

　現役時代についぞ《純白の悪魔》に一発入れられなかったヤンキーたちは、農家になって初めて野菜で一発入れるところを妄想するのである。

　コンソメの力を借りたコンビネーション。猫丘区のポトフとしては最強の出来映えだ。

「兄ちゃん、肉焼くよ」

「頼むぞ、弟よ」

　フライパンの上でステーキになる予定の牛肉が悲鳴を上げ始めた。

　猫丘区では偽装表示された質の悪い肉が出回ることも多いが、レンジとエイジは自然豊かな東北で育ったので、毒に対する耐性がある程度ついている。

　実は消費期限の切れた肉も無問題だった。

「そういえば、《天てん下か逆ぎやく上じよう》って知ってる？」

　唐突に弟の口から出てきた言葉にレンジは吹き出しそうになった。

「……どこで聞いたんだ」

「学校で。ちょっと前までジュニアヤンキーの中では最強のチームだったって」

「へぇ……中学で話題になるくらいなんだな」

「今は解散して、メンバーは猫ねこ丘おか区の高校に散ったって。黒くろ淵ぶちにもいるらしいけど、陰キャの格好でよかったね。東北の頃のままだったら、目をつけられてたかも」

「あはは、そうかもな」

「えっと、《天てん下か逆ぎやく上じよう》にはそれぞれ異名があって……」




《先天性不良》赤あか城ぎザクラ。邪気威ヤンキーを纏まとって生まれ落ちた生来の怪物。

《凶きよう拳けん彗すい星せい》土ど塔とうハジメ。己の拳一つで至難を打ち砕く無限の挑戦者。

《雷鳴指揮官》威い風ふうカズマ。幻影に取とり憑つかれ愚民を従えた孤独な王。

《爆発音源》我が田でんリュウジ。魂を打ち鳴らし極限を求める音の探求者。

《[image: ]はん逆ぎやく思考》傲ごう岸がんモンジュ。秩序のために秩序を破壊する愚かな賢者。

《絶望遊戯》覇は乱らんガウス。消えない寂せき寞ばくを埋め続ける無邪気な暗殺者。




　エイジは思い出すように何もない空間を見つめながら言い切った。

　これはまた、なんというか……。

「仰々しい異名がついてるな。ていうか、全部覚えたのか？」

「学校の壁にラクガキがあってさ。面白いから覚えちゃったよ」

「相変わらずの記憶力。誰が考えるんだろうな。内容は、さすが中学生って感じだけど」

「ヤンキーのことはよく分かんないけど、全員強いって話だから兄ちゃんも気をつけなよ。陰キャのオタクなんてボコボコにされるよ。あ、お皿用意して」

「おう、任せろ」

　食卓には最強のポトフと弟式牛ステーキが並んだ。

　すっかり暗くなった外からは改造五〇㏄スクーターの爆音が聞こえてくる。

「いただきます」

　声を合わせる兄弟。

　猫丘区にありがちな夕飯の風景だった。





　　◇






　日が落ちて街が妖あやしいネオンにサイバーパンクされる逢おう魔まが時とき。

　ザクラは拳を握りしめて歩いていた。一見、平常心以外の何物も感じさせない足取りだったが、体の奥底ではもやもやとした《邪気威ヤンキー》が渦巻いている。一瞬でも気を抜けば、足下のアスファルトにヒビを入れてしまいそうだった。

　黒淵エリアのビル街を抜けると、街並みが寂れて圧あつ黄きエリアに入る。シマトリーの開催時間内であれば、黒くろ淵ぶちのＳ級ヤンキーがカチコミに来たと認識される状況だ。

　たむろする圧あつ黄きの汎用ヤンキーたちが、ザクラに無遠慮なガンを飛ばす。そのどれもが梨のつぶてと化し、ザクラの眼中には入らない。ただまっすぐに目的地へ向かうルートを威風堂々と進んで行くその貫かん禄ろくは、黒淵の筆頭ヤンキーたる《先天性不良》に相応ふさわしいものだった。

　ザクラの足が止まった。

　眼前には寂れたボクシングジムが建っていた。

　ボクシングジム《悪あつ鬼き闘とう千せん》。

　周囲の建物は、軒並みヤンキーによって汚され、破壊され、蹂じゆう躙りんされているが、そのジムだけは経年劣化による老朽化で緩やかに寂れている。しかし平和とは違う。並のヤンキーでは到底手を出せない空気が《悪鬼闘千》にはあるのだ。

「邪魔するぜ」

　ジムの中はかび臭さに満ちていた。

　ボスボス、と沈み込むようなサンドバッグ打ちの音がザクラの闖ちん入にゆうと共に止まる。鉄骨から下がる吊つり下さげ式のサンドバッグが、軋きしむような金属音を立てて揺れた。

　部屋の中央には男が立っていた。

　サンドバッグを打つのにグローブをしない。春先には暑すぎる減量用の分厚いグレーパーカーはオーバーサイズ。フードの彼は、手を止めたものの、振り向くことはしなかった。

「単騎でカチコミか？　赤あか城ぎザクラ」

「ホームジムにカチコミもクソもないだろ」

「いつもの威勢がねぇな。ヒャッハーはどうした？　女でも取られたか」

「黙れ」

　男はその物言いをフッと鼻で笑い、《邪気威ヤンキー》を込めた右手でサンドバッグを打ち抜く。

　長さ一五〇㎝、重さ五〇㎏程度の一般人向けサンドバッグだ。手加減なしのヤンキーの一撃に耐えきれるはずもなく、海え老び反ぞりになって鉄骨を中心にグルグルと回転した。凄すさまじい遠心力によってチェーンは引きちぎれ、サンドバッグは恨みを晴らさんとばかりに男の頭上へ躍り出る。

　男はザクラに向き直りながら、虫でも払うような気楽さで襲い来るサンドバッグを裏拳で払いのけた。

　どしぃぃん。サンドバッグが朽ちかけたジムの床に沈み込んで建物を揺らした。

　土ど塔とうハジメ。

　圧黄エリアを牛耳る圧黄高校の筆頭ヤンキーである。高校二年にしてボクシングの実力はプロ入り目前。老若男女一切合切を躊ちゆう躇ちよなく打ち抜く右の凶拳は、猫ねこ丘おか区の汎用ヤンキーたちが恐おそれ戦おののく絶対必殺の武器だ。

　中学時代に冠された二つ名は《凶きよう拳けん彗すい星せい》。

　中学時代、右の拳一つでヤンキーとしての実力をメキメキとぶち上げ、凄まじい勢いでランクの階段を駆け上がり、あっという間にＡ級に到達。高校に入ってもその勢いは止まらず、一年のうちにＳ級へとランクをぶち上げた。Ａ級ヤンキーの群れで構成されている圧あつ黄き高校の中では、断トツの実力を有している。

「ホームだ？　黒くろ淵ぶちを選んだお前にそう呼ぶ資格はねぇだろ」

「黙って打たせろや」

「まさかタダで使うつもりか」

　ハジメが指を丸めて金を要求すると、ザクラは舌打ちをした。

「金はない。情報で手を打て」

「何のだよ」

「カチコミルにデータのないバケモノが現れた」

「もっとマシな表現ねぇのか」

「一言で説明できるようなやつじゃない。俺のホワイト・ワン・ショットが片手で止められた。結果、惨敗だ」

「お前が雑魚だっただけだろ」

「それだけじゃない。そいつは、うちのヤンキーを一〇〇人まとめてぶっ倒しやがった」

「《純白の悪魔》の再現でもさせるつもりだったか？」

「実力を測りたかっただけだ。だが……まさか、一〇〇人だぞ。やつは全員ぶっ倒しておきながら、ワイシャツには返り血一つなかった」

「その姿は純白……ってわけか」

　ハジメは床に視線を落としていた。思案するためではない。笑いを堪こらえるためだ。《純白の悪魔》の伝説を再現したやつが現れた。一〇〇人をまとめてぶっ倒したヤンキー。猫ねこ丘おか区では伝説に等しい六人のうちの一人《先天性不良》の必殺技を片手で止めた。結果、ザクラの惨敗。

　荒こう唐とう無む稽けい。

「フッ……ハハ、ハハハ！」

　ハジメは腹を抱えて笑い出した。

「おい、嘘うそじゃないんだぞ！」

「あぁ、こんなもの嘘にすらならねぇ！　もっとマシな作り話ができるだろ！」

「クソが……」

「赤あか城ぎザクラも落ちぶれたもんだな」

「見ろ」

　ザクラはスマホを差し出した。画面には安あ室むろレンジが写っている。鬼おに津つアオイお手製の弁当を食べている姿。黒淵の汎用ヤンキーによって撮影されたものだ。

　この時、レンジは写真に撮られていることには気づいていたが、東北でも写真を撮られるのは日常茶飯事だったので、特に何も言わなかったのである。

「こいつがうちのヤンキーを──」

「だーっははは！　陰キャじゃねぇか！」

「これは仮の姿だ。《邪気威ヤンキー》を解放すれば別人になる」

「陰キャがＳ級に？　ザクラ、お前、黒くろ淵ぶちに行って笑いのセンスでも磨いてきたのか！　これは参った。俺の負けだ！」

「ぶっ殺すぞ！」

「それで、お前は陰キャに負けてここに来たってか？　何をするために？」

「修行だ。このままじゃ、あいつには勝てない」

　さらに笑い出しそうになるハジメだったが、不意に顔を上げると目が合った。

　ザクラの目は真剣そのものだった。《邪気威ヤンキー》を秘めた眼光に、さすがのハジメも冗談ではないことをようやく認識する。もう一度、昼飯中の陰キャをまじまじ確認すると、写真の端に覚えのある金髪を見つけた。

「おい、ちょっと貸してみろ」

　スマホを奪う。

　特徴的な金髪。横顔だけで判断するのは早計だが、記憶の中にある女ヤンキーと一致する。馬鹿真面目に改造をしない女子制服が、画面端で見切れている。この猫ねこ丘おか区において、制服を改造しないヤンキーなど絶滅危惧種に入るほど少ない。

　だとすれば、導かれる答えは一つだ。

「こいつ、鬼おに津つアオイか？」

「あぁ。この陰キャは鬼津アオイとつるんでいる」

「Ｓ級ヤンキーとつるむ陰キャか……しかし、この髪型はどこの田舎もんだよ」

「東北だ」

「なんだと」

「気になるか？」

「いいや。たまたま《純白の悪魔》と出身地が同じだけだろ」

「その割には、目が《邪気威ヤンキー》に満ちているぞ」

　目深に被かぶったフードから見え隠れする《純白の悪魔》をリスペクトした鋭い目。猫丘区において、彼かの地の伝説に憧れを抱かないヤンキーなどヤンキーではない。

　ハジメはフードを脱いだ。

　ボクシング向けに空気抵抗を減らした短髪が現れる。

「てめぇ、マジで言ってんだな」

「最初からそう言ってんだろ。放っておいてもこいつは黒淵の生徒だ。こっちは、自分の陣営に入るやつを敵に売るような真ま似ねしてんだぞ」

　ハジメはザクラに背を向けた。

「ついてこい」

「あ？」

「修行すんだろ？」

「金はないぞ」

　ハジメは散々人を食った後のような笑みで振り返る。

「対価はもらった。情報で十分だ」




　ボクシングジム《悪あつ鬼き闘とう千せん》は、圧あつ黄きエリアの中でも隅の方にある。

　軒先を寂れた都会に埋め尽くされ、裏手は広大な自然の一端を背負っている。油断すれば田舎と認識されかねない境界で、門番のように建っているのが《悪鬼闘千》だった。

「試し岩か」

　ザクラはハジメに連れられて裏口からジムを出た。

　雑草もまばらな荒れた砂地は、背の高い岩肌に囲まれている。その高さは周囲の建物を優に見下ろせるほどだ。岩肌の向こうを進めば、田んぼを脇に構える古き良き民家の集まる集落があり、さらに進めば森と山にまみれた緑みどり織おり農業高校によって支配されるエリアがある。

　試し岩。

　岩肌は定期的に削られ、削り出された高さ五メートルほどの岩は、実力を測るための試し岩としてジムに通うヤンキーに利用されていた。《悪鬼闘千》の裏庭には三つの試し岩が並んでいる。利用方法はシンプルかつ大おお雑ざつ把ぱ。

　己の拳で殴るのみだ。

「ザクラ、お前は中学以来か」

「あの時はせいぜいヒビが入る程度だった」

「見せてみろ。陰キャに止められた一撃ってやつをよ」

　ハジメの軽々しい一言にザクラはガンを飛ばした。

「おい、ハジメ。お前……俺の技を見ることが、どういう意味か分かってるんだろうな」

「ぶっ殺すぞ。それが、お前の望みだっただろうが」

「ふん、忘れていなかったか」

　かまをかけたのだ。忘れていないなら、それでいい。

　ザクラは拳に《邪気威ヤンキー》を込め始めた。

　中学時代は、ハジメと二人でよく試し岩を殴って力試しをしていたものだ。

　あの頃つるんでいた六人のヤンキーたちは、全員がシマトリーに参加する別々の高校に進学してしまった。

　猫ねこ丘おか区において新時代の傑物と呼ばれた六人のジュニアヤンキー。同世代に敵はいないと言われた最凶最悪のチーム────《天てん下か逆ぎやく上じよう》。

　一人一人が中学生にして二つ名を持ち、次の《純白の悪魔》は《天下逆上》から生まれるとまで言われ、猫丘区の全ヤンキーが彼らの進学先に注目した。かねてより予告されていたシマトリーに多大な影響を及ぼすに違いないからだ。《天下逆上》縁ゆかりの地である圧黄が有力候補だったが……一人が別の道を選んだことで、彼らは散り散りになってしまう。

　そのきっかけを作ったのが、《先天性不良》赤あか城ぎザクラだった。

　ザクラは今でもずっと考えている。

　もしもあの時、黒くろ淵ぶちではなく圧あつ黄きを選んでいたら。

　そう思わない日は一日たりとてない。ハジメや仲間たちと取る天下もさぞ心地の良いものになったろう。

　だが、その天下では絶対にできない喧けん嘩かがある。

　だからザクラは黒淵を選び、ハジメは圧黄に残り、残る四人も別々の道に進んだ。

　中でもザクラとハジメ。ガキの頃から仲が良かった二人は、だからこそ因縁の相手。

　シマトリーが始まれば、真っ先に圧黄とかち合うことになるであろう高校が黒淵だ。お互いが筆頭ヤンキーになった今こそ、ようやく長年待ち望んだ喧嘩ができる。

　その相手が見ている前で、ザクラは本気の拳を試し岩にぶつける。

　長い喧嘩の始まりを告げる一発だ。

「純白の右手──ホワイト・ワン・ショット！」

　周囲の空気を丸ごと巻き込むかのような凄すさまじい一撃だった。あの陰キャを仕留めたと確信した時と同じ威力。試し岩を打った瞬間、岩の表面は放射状に抉えぐれ、破片が吹き飛び、五メートルを超える岩がぐらりと揺らいだ。

　やがて空気が落ち着いてくると、試し岩は耐えきれず後ろに倒れ、サンドバッグの比にならないほどの震動を周囲に起こした。

「それが本気か」

「今の調子ならこんなもんだろう」

「次は俺の番だな」

　土ど塔とうハジメがまっさらな試し岩の前に立つ。

「なぁ、ザクラ」

「なんだ」

「シマトリーが始まれば、俺は圧黄の筆頭ヤンキーとして、《凶きよう拳けん彗すい星せい》として、どんな手を使っても黒淵を潰しにいくぞ」

「当たり前だろ」

「どんな手を使ってもだぞ」

「他人の流儀に興味はない。黒淵の筆頭ヤンキーとして、どんな相手が来てもぶっ潰す。それが俺のプライドだ」

「へぇ、そうかい」

「拳のぶつけ合いじゃ敵かなわないと悟ったか？」

「いいや、昔の仲間がここまで落ちぶれてるとは思わなかった」

　ハジメの挑発とも取れる言葉。ザクラは眉間に力を込める。

「あ？　なんだと？」

「俺の拳を振るうまでもねぇ。お前の言葉、考え方、それに今の一撃……どれもこれも弱さが滲にじみ出てやがる」

「今ここで喧けん嘩かしてやってもいいんだぞ！」

　熱くなったザクラをハジメは鼻で笑った。

「ザクラ、俺はお前ほど過去に興味なんてねぇんだよ。断言してやる。お前は俺に辿たどり着つくことなく負ける」

「俺が圧あつ黄きの汎用ヤンキー共に負けるって言いたいのか」

「忘れたか？　俺は正々堂々お前とやり合うつもりなんてねぇんだよ」

「ふん、俺の一撃にびびっただけだろうが」

「シマトリーが始まりゃ分かる。敵に手の内は明かさねぇよ」

「昔からお前の考えは理解できん」

「お互い様だ。それでも、お前とは一つだけ意見が合うみたいだな」

「ほう？」




「俺たちの喧嘩に、陰キャは邪魔だ」




　ハジメはフードをかぶり直した。フシュー、と抜けるような息を吐き出し、右の拳に《邪気威ヤンキー》を込めていく。ザクラの荒々しい《邪気威ヤンキー》に比べれば静かで鋭い。

「はぁぁぁああああ！」

　そして、その一撃は、疾はやかった。

「閃せん光こうの一撃──ゼロ・レーザー！」

《寂じやつ光こう刹せつ那なの境地》に至る光速の一撃は容赦なく狙いを定めた彗すい星せいの如ごとく。ゼロ距離から打ぶち放はなたれる《邪気威ヤンキー》は凄すさまじい威力を生み出す。

　試し岩に拳が撃ち込まれた。

　空気には微振動が伝わり、岩肌の向こうで鳥の群れが飛び去った。

　衝撃音は鋭利だが、小さい。

　試し岩は、ぴくりとも動いていなかった。

「相変わらず速さだけは立派だな。だが、そんなものを見せるために俺を呼んだのか」

　興きよう醒ざめ。ザクラの頭に上っていた血液は急速に冷却された。

「ザクラ、てめぇはそれでもＳ級ヤンキーか？」

「何が言いた────なッ!?」

　ザクラは視界に入ってきた光景に目を見開いた。

　拳を撃ち込まれた試し岩は微動だにせず、ヒビすらも入らなかった。その代わりに岩のど真ん中には、ぶっといレーザーでも通したかのようにきれいな穴が開いていたのだ。

「まさか……お前がやったのか？」

「見逃したか？」

「クソがッ！　いったい何をした！」

　フードがパサリと背中に落ちた。ハジメは見下すような笑みを浮かべてザクラにガンを飛ばす。往来で鳴り響く改造五〇㏄スクーターの爆音がザクラを煽あおり立てた。

「この、拳だ」

　右手を眼前で握り込んだハジメの声は低く、騒音にまみれたこの街でもよく通る。

「俺はこの右の拳だけをひたすらに鍛え続けた。だが、お前はどうだ？　全身を鍛えているのは見りゃ分かる。《邪気威ヤンキー》の底力も俺より上だろう。じゃあ、俺より強いか？　いいや、違う。お前は、決定的に必殺技が弱い。たった一つを極めてこなかったからだ」

「なんだと……」

「俺は右を極めた。いいか、お前が俺に追いつきたいならアドバイスをくれてやる。今からでも遅くねぇから、右の拳だけを鍛え続けろ。ま、俺に追いつくのは無理だろうがな！」

　ははははッ！　ハジメは高らかに哄こう笑しようした。

「クソがぁぁぁぁあああ！」

　はらわたが煮えくり返る。ザクラにとっては因縁の相手であり、天下を取るためには真っ先に潰したい好敵手──そのはずだった。

　距離を置いている間、ハジメはとっておきの必殺技を手に入れていたのだ。

　立て続けに見せつけられる。

　自分にはないものを。

　東北から来た陰キャのヤンキー。

　旧友ヤンキーの予想だにしなかった成長。




　俺は今まで何をしてきた？




　ザクラは血が滲にじむほどに拳を握りしめた。これだけ力強く握っても、その右の拳にできたのは、岩を倒すこと──ただそれだけで、貫くことではなかったのだ。

　悔しさのあまり、顔を上げることができなかった。

　無様な姿を曝さらすザクラにハジメは背を向けた。

「陰キャは俺が殺す。お前は指をくわえて見ていろ」

　力なきヤンキーには、その言葉に悪態を吐つく資格すらない。





　　◇






　夜のカチコミルでは、陰キャが話題になっていた。

　黒くろ淵ぶちのヤンキー一〇〇人を相手に《純白の悪魔》の再現をやってのけたという噂うわさだが、やられた本人たちですら何が起きたのか認識できていない。おかげで誰も信じていなかった。

　たった一人を除いて。

　あの陰キャは本物だと叫び続けていたザクラに待っていたのは──炎上。
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　ザクラは散々ネットで中傷された。

　結局、その陰キャは本当に強いのか否か。何か卑ひ怯きような不意打ちでもしたのではないか。そもそも鬼おに津つアオイの仕業だったのではないか。議論は夜通し行われた。




　翌日、レンジはヤンキーたちに疑惑を向けられているとも知らずに登校することになる。

　レンジとアオイは、学校をサボる予定のヤンキーで溢あふれる街の中を歩いていた。

　ちょうどモーニングのカフェがカチコ映えスポット探しに余念のないヤンキーたちに占拠される時間帯でもある。

　レンジは路地の曲がり角で食パンをくわえたヤンキーとすれ違った。

　改造五〇㏄スクーターの爆音が通り過ぎる。

　猫ねこ丘おか区ではありがちなイベントだが、レンジの目に映っているのはヤンキーではなく陽キャだった。

「東北では腰より高いものは壊されるから、曲がり角は見晴らしがよかったんだよなぁ」

　ゆっくり歩いていたせいで登校したのは始業時間ぎりぎりになった。

　レンジは席に座って窓の外を眺めている。

　校庭に溢れかえる陽キャの群れ。

　黒くろ淵ぶち高校は噂うわさに違たがわぬ自由な校風だ。

　そろそろ授業が始まるかという頃、レンジは校庭の陽キャたちが色めき立ったことに気づいた。

《邪気威ヤンキー》の気配がする。

　レンジの《邪気威ヤンキー》を感知する能力はずば抜けている。

　黒くろ淵ぶち高校には普段からアオイとザクラという二人のヤンキーがいて、レンジは常に二人の位置を把握しているが、そのどちらとも違う気配。

　新手のヤンキーは一人で校門から堂々とやってきた。

　レンジは窓から顔を出した。

　直後、ものすごい勢いで上階からアオイが近づいてくるのを感じる。

「レンジ！」

「アオイさん、あれは？」

　カチコミをキメに来たヤンキーは、パーカーを模したフード付きの改造制服を着ている。

「あーめんどくさいやつがカチコんできたな。あいつは、圧あつ黄き高校の土ど塔とうハジメだよ」

「なんで他校の生徒が……」

　この時、アオイは葛藤していた。

　登校している時から気づいてはいたが、恐らくレンジは昨日のカチコミルで広まっていた噂うわさを知らない。

　曰いわく、黒淵高校に《純白の悪魔》の伝説を再現したヤンキーが現れた。

　土塔ハジメは、その真偽を確かめに来たはずだ。

　シマトリーはまだ始まっていないのに……。

《純白の悪魔》への成り代わりを目的としたシマトリーは、《純白の悪魔》が失踪したと言われる昨年度から始まっていた。

　昨年度で成り代われた学校はなく、今年度は陣地をリセットして再開するのだが、まだ開幕はしていない。

　だから今殴り込んだところで、シマトリーに争いの結果は反映されないはずなのだ。

「あのヤンキーって、どんな人？」

「土塔ハジメは、ボクシングのプロ入り目前って言われているやつだ。ザクラと同じ《天てん下か逆ぎやく上じよう》のメンバーで、二つ名は《凶きよう拳けん彗すい星せい》。名前通り、パンチの強さには定評がある」

「《天下逆上》か。戦闘スタイルは超近距離戦闘タイプってところかな」

　その時、レンジとハジメの目が合った。

　ハジメは嘲るように嘲笑の笑みを浮かべた。

　直後、校庭の汎用ヤンキーたちがハジメに群がった。

　喧けん嘩かが始まるかと思われたが、ハジメは両手を挙げて彼らに背を向ける。

「わりーけど、今日はやり合うつもりはねぇよ。下見だ」

　何食わぬ顔で立ち去ろうとするハジメだったが、当然、黒淵のヤンキーたちは黙っていなかった。

「客を手ぶらで帰すわけにはいかねぇな！」

「あぁ、すまねぇな。土産みやげの一つも用意してなかった」

　背後を襲うヤンキーに、振り向きざまの一発。

　ハジメの全身に満ちた《邪気威ヤンキー》が、その一瞬で右の拳に集約していた。

　ボディブローがヤンキーに食らいつく。

　生み出された破壊的な衝撃は、黒くろ淵ぶちのヤンキーをたやすく吹っ飛ばした。

　ゴム毬まりになったヤンキーが四五度の角度で打ち上がり、勢いのままにレンジのすぐ横の外壁にめりこんで壁画になった。

　パラパラと校舎の欠片かけらが落ちていく。

　猫ねこ丘おか区において校舎の損壊は日常茶飯事だ。

「土産だ、陰キャ。とっておけ」

　ハジメは人を完食したような笑みを残して立ち去った。

「あ、帰った。何しに来たんだ」

　レンジはハジメの後ろ姿を見送った後、拭いきれない違和感に顔をしかめた。

「アオイさん、なんか視線を感じない？」

「視線？」

　アオイも気づいていない。

　なんとなく、別の《邪気威ヤンキー》を感じるというか、視線を感じるというか。ヤンキーを差し置いてこんな陰キャに視線を送るようなやつが、この猫丘区にいるとはあまり思えない。

　……気のせいか？

　窓から顔を出して周囲を見回しているうちに違和感はなくなっていた。




　夜、カチコミルのアプリがヤンキーたちのスマホにプッシュ通知を猛烈プッシュした。

　いよいよシマトリーの争いが始まろうとしているのだ。

　カチコミルをインストールしている猫丘区のヤンキーたちは自動でエントリーされる。

　レンジもインストール時に入力した黒淵高校でエントリーが決まった。

　シマトリーの開始は週明けだ。

　この週末は猫丘区のヤンキーにとって最後の晩ばん餐さんになる。

　普段と変わらぬ生活をする者、鋭気を養う者、遠足前の不眠症になる者。

　人それぞれだが、レンジはシマトリーのことなど頭になかった。

　週末は秋あき葉は原ばらに行くのだ。

「お、漫画家のサイン会!?　調べてみるとイベントが目白押しだな。さすが秋葉原。毎週何かしらやってる……金、足りるか？　バイトも考えるかぁ」

　レンジはスマホでイベント情報を調べてウキウキだった。

「……ん？　『東北ヤンキーの出張パフォーマンス』に『ヤンキーバンド単独ライブ』なんていうのもあるのか……こんなの秋葉原でやるなよ。見なかったことにしよう……」

　カチコミルの猛烈プッシュに気づいたのは、寝る直前になってからだ。

「そういえば、シマトリーだっけ。陣取りゲーム。ようやく始まるのか。オタクとして陽キャには負けられないし、明日は予行でボドゲカフェでも行ってみるか……？」

　週末は忙しくなりそうだ。

　レンジは眠りについた。




　その頃、赤あか城ぎザクラはカチコミルのデータベースを眺めていた。

　黒くろ淵ぶち高校でエントリーしたヤンキーを見ていると、安あ室むろレンジを見つけたのである。

「このデータベース、バグってんじゃねぇのか……」

　レンジはヤンキーとして認識されていなかった。

　ランク付けすらされていないのだ。

　ヤンキーのデータベースによる階級は、Ｓ級からＤ級までにランク分けされている。

　これはカチコミルの画期的なＡＩがヤンキーの内に秘めたる《邪気威ヤンキー》を判定して導き出しているため、かなり確実な情報なのだが、どういうわけかレンジの本当の実力を判別することはできていないようだ。

「可能性があるとしたら、強すぎて判定できないってところか」

　その可能性はある。

　東北の強すぎるヤンキーはＳ級を飛び越えて運営が表記を放棄している場合があった。

　ヤンキー界に現れた判定不能の表記すらもできない正真正銘のバグ。

　それがあの陰キャだというのか。

　ザクラはベッドに横たわった。

　純白のベッドだ。

　夜中の一時を過ぎた部屋は電気を消せば暗闇の暗さである。

　真っ暗な夜でも純白のベッドは白かった。

　外では単車の暴れ回る音が響いている。猫ねこ丘おか区の高校を卒業した連中のものだろう。

　シマトリーが年度ごとにリセットされるのには理由がある。三年が卒業し、一年が入学するからだ。

　当初は奪った他校の陣地を翌年に引き継ぐ想定だったが、卒業生の遺産で《純白の悪魔》に成り代わっても伝説ではないという過激派の批判が相次いでリセットされることに。

　昨年度の黒淵高校三年は暗黒世代と呼ばれ、Ｓ級ヤンキーが多かった。

　今年度、彼らの意志を継ぐ三年はなく、二年のザクラが残るのみ。

「学内のすべては俺のもの。強い男も女も俺のものだ。黒淵は俺が引っ張る。陰キャ、てめぇじゃねぇんだよ」

　それが、赤城ザクラの最強に強い決意だった。

　ザクラはセンチメンタルをアウトプットするためにカチコミルを起動した。

　トップ画面に気になるトピックが立ち上がっている。

　ヤンキーが集う電子の無法地帯では、今日も議論という名の喧けん嘩かが行われるのだった。























●第三章　純白の白昼夢の夢




「なんて素晴らしいんだ！」

　レンジは両手いっぱいにアニメグッズの詰まった袋を抱えてはしゃいでいた。

　時は土曜日。場所は秋あき葉は原ばら駅の前である。

　今のレンジは通りすがりのオタクにハグして回りたいくらいテンションが高い。

　カチコミルのタイムラインをオタ活の記録で埋め尽くし、あらゆる呟つぶやきに隙自語を繰り広げ、アンチコメには躊ちゆう躇ちよなくイキり散らかした。

「これから毎週通うぞ……グッズ探しはもちろん、サイン会とかイベントも出て……」

　秋葉原では当然のように改造五〇㏄スクーターのコールは聞こえてこなかった。

　代わりにメイドたちの萌もえ上がる声がしている。

　レンジはオタクとして一度くらいメイド喫茶を経験してみたいが、まだその勇気は出なかった。

　メイド喫茶に明らかなオタク男子二人が入っていく。

「オタク友だちかぁ」

　オタクの友だちがいれば、何の躊躇もなくメイド喫茶に入ることができるだろう。

　想像するだけで日々の生活の質が一段階向上する。

　猫ねこ丘おか区は治安も良いし秋葉原に近いのも最高。あとはオタク友だちさえ作れれば完璧だ。

「やっぱり彼女がいる人には近寄りがたいのか……」

　いや、まだまだ高校生活は始まったばかり。

　きっと陣取りゲームで活躍すれば、ゲーム好きのオタクが興味を持ってくれるはずだ。

　レンジはできる限り頑張ることを誓い、名残惜しくも秋葉原を離れることにした。

　改札内に入ろうとすると、改札機が悲鳴を上げた。

「えっ」

　残高不足だった。




「現金なくて焦った……」

　レンジは銀行から現金を引き出してきた。銀行が機能している区外でよかった。

「そういえば……アオイさんが、この国はヤンキーが支えてるって言ってたっけ」

　意識して街を歩けば、至るところで微弱ながらも《邪気威ヤンキー》を感じられる。クレーマー対応の銀行員、ＡＴＭを守る警備員、ビル前の交通誘導員、ビルの外壁塗装をする作業員、道でチャリを乗り回す警官、駅構内に入ればスーツ姿の中にも《邪気威》を纏まとう人がいる。

　その誰もが日常に溶け込み、ヤンキーの過去を隠しているように見えた。

　駅のホームで電車待ちをするレンジの横に、《邪気威》を持った駅員が立つ。

　滑り込んできた電車のドアが開くと、焦った風の男が勢いよく飛び出した。

「その人、痴漢ですッ！　誰か捕まえて！」

　女性の声を聞いて動き出そうとしたレンジだったが、隣の駅員は声より先に動いていた。

「ぐえっ！」

　男は駅員によってホームに押さえつけられた。その動きは、紛れもないヤンキーだ。

　今まで全然意識してこなかったけど……この国には至るところにヤンキーがいるらしい。忍者のように素性を隠して。この国は、この人たちが自分のプライドを押し隠して生きていかなきゃいけない社会なのだ。いつか、アオイが猫ねこ丘おか区をヤンキー文化の発信地にすることができたとして、世界でヤンキーが認められるようになったとしたら。

　この人たちは、再び自分のプライドを誇れるようになるのだろうか。





　　◇






「結局、日曜日もアキバで過ごしてしまった……」

　二日連続で大袋を持って帰宅したレンジは、その姿を弟に苦笑された。

　戦利品を部屋に並べているうち、気づけば単車の鳴き声もなりを潜めていて、慌てて就寝したのは早朝だった。

　朝起きるとすでにエイジの姿はなく、遅刻は確定。

「やっべ」

　急いでも間に合わないと分かれば落ち着いてしまう。

　改造五〇㏄スクーターのコールを聴きながら優雅な朝を過ごした後、レンジはやっと登校することにした。

　外にはアオイが待っていた。

「あ、アオイさん!?」

「おっす、レンジ。おはよ」

「いや、あの、もしかして、ずっと待ってたのか……？」

「そうだけど。今日は遅かったな」

「ごめん！　とっくに先に行ったと思って」

「私がレンジを置いて先に行くわけないだろ？」

　アオイの献身性にレンジは感動した。

「アオイさん、今度寝坊した時はちゃんと連絡するよ」

「勝手に待ってるんだから気にすんなよ。それより、先週のことがショックだったんじゃないかと思って心配してたんだ」

「先週？　何かあったっけ？」

　思い返してみても特別変わったことがあったとは思えない。

「圧あつ黄き高校の土ど塔とうハジメが来ただろ？　うちのヤンキーを壁画にしやがった」

「あー」

　レンジはオタ活のことで頭がいっぱいですっかり忘れていたのだ。

「全然、気にしてなかったな」

　なにせ東北では、そんなこと日常茶飯事だったから。

　もっとも、東北の校舎の建築基準はヤンキー対策で頑丈になっているはずだが。

　改造五〇㏄スクーターの群れが通り過ぎていった。

「そういえば、今日からシマトリーだっけ」

「そうだな。大変な日々が始まるぞ」

　アオイの横顔は真面目に神妙だった。

「高校が同じだと、自動的に同じチームになるんだっけ？」

「そういうことになる」

「うわ、じゃあザクラも味方ってことか」

「ヤンキーなんだから同じ高校でも協力しないやつはいるさ。個人の活躍もデータベースとかランクとか、色々反映されるしな」

「そっちの方が下手に協力するより分かりやすいか」

「あ、そろそろ始まる。朝は九時からなんだよ」

　時は巳み一ひとつ時どき。

　猫ねこ丘おか区の六つの地点から空気を切り裂く甲高い音が、朝空に上がっていった。

　今年度のシマトリー開催を告げる合図だ。

　空に薄うつすらと色のついた花火が弾はじける。

「すごい、花火だ……」

　レンジは感嘆のため息を吐ついた。

「ここから長い喧けん嘩かが始まるんだ」

　アオイは最強に強い決意を瞳に宿して空を見上げていた。

　猫丘区を覆う六色の花火だ。




　圧あつ黄き高校の色は、手段を選ばない決意の黄。

　緑みどり織おり農業高校の色は、自然を操る生命の緑。

　青せい火か総そう合ごう芸術高校の色は、強烈な個性の青。

　紫し想そう学園の色は、追随を許さない知性の紫。

　赤あか里り[image: ]ぶすま高校の色は、闇の世界に滴る血の赤。

　黒くろ淵ぶち高校の色は、最強に強いプライドの黒。




　純白の雲の前に花火が霧散し、天下を懸けた喧嘩が始まった。

　各地でヤンキーたちの雄お叫たけびが上がり、ヤンキーの祭典は雄々しく狼煙のろしを上げた。

「レンジ、マップを見てくれ！」

　早速スマホを手にしたアオイは、目つきを鋭くした。

　言われてシマトリーを起動するレンジ。画面に表示されたのは猫丘区のマップだ。各勢力の色に染まったエリアをタップで拡大すると、黒く染まった黒くろ淵ぶちエリアのマップが詳細になった。

　黒いエリアがドット欠けのようにぽつぽつと黄色に塗り替わっていく。

「これは……侵略されてる？」

「圧あつ黄きのやつらがカチコミに来てる！　うちのヤンキーがやられてる！」

「学校に急ごう！」





　　◇






「遅かったか」

　アオイは悔しそうに歯がみした。

　見上げる黒淵高校の校舎は、凄惨を極めている。

　窓という窓が割られ、壁はボロボロだった。

「一気にヤンキー高校らしい校舎になったね」

　この外観には、さすがのレンジもヤンキーの雰囲気を感じ取った。

　猫ねこ丘おか区は治安がいいだけの地域ではない。

　いったい、今までヤンキーはどこにいたんだ……？

　レンジはシマトリーの開幕を改めて実感した。

　窓の桟には、干された布団のように生徒たちがかかっている。

　レンジとアオイは手分けして校舎の中を回ってみることにした。

　四階建ての校舎のうち四階と三階をレンジが回る。

　上級生がいるはずの教室には、窓の桟にかかる生徒が等間隔で並ぶだけで、無傷の生徒はいなかった。

「これが東京の高校生の一般的な青春か！」

　荒れ果てた校舎だが、東北の日常に比べればきれいな方だ。

　とはいえ……さすが東京、猫丘区。

　ゲームの規模も規格外だ。

　オタクとしてゲームには自信があったレンジだが、胸を借りるつもりで挑まなければいけないだろう。

　こんなに楽しいイベントでも、ゲームが苦手なのか参加しない生徒もいるらしい。

　布団になった生徒たちは未エントリーだから捨て置かれたようだ。

「シマトリーのルールでは、負けた生徒も奪われるんだっけ」

　レンジは廊下を歩きながらアプリを起動し、改めてシマトリーのルールを確認する。





　▼ゴム毬まりになった生徒は、相手の陣営に移らなければいけない。

　▼生徒を取り返す時は、その生徒をゴム毬にした生徒を倒さなければいけない。

　▼進行を妨げる生徒は、停学または審議となり、一時的にシマトリーから除外される。

　▼各陣営の最低構成人数は、元々所属していたヤンキー七人とする。

　▼最低構成人数を下回った場合、一週間後にその高校は休校となり、地図から消滅する。

　▼一週間以内に生徒を取り返すことができれば、消滅を回避できる。

　▼消滅した高校は、翌年度に復活する。ただし、定員が確保できた場合に限る。

　▼最低構成人数を下回った状態で筆頭ヤンキーが敗れた場合、その高校は即時消滅する。






　表示を確認すると、黒くろ淵ぶちに残っているヤンキーは三人のみ。

「七人以下……最低構成人数を下回ってるな」

「早速、大ピンチだなぁ。このままだと黒淵高校はなくなる」

　アオイのスマホを持つ手は震えていた。

「一応、うちにはＡ級もいたんだっけ」

「全員、レンジがボコった一〇〇人の中にいたよ」

「ていうか、そうか……俺のせいで一〇〇人もダメージを負った状態だったのか」

「あれはザクラが悪いから」

「そうかもしれないけどさ。負けたくないな」

　治安の良い猫ねこ丘おか区に引っ越してきて、彼女もできた。これから新しい生活が始まるというのに、いきなり転校なんてしたくはない。

「ん？」

　レンジはカチコミルを見ていて気づいてしまった。表示されているヤンキーのランク。

　通常であればＤからＳまであるはずのそのランクが、なぜかレンジのマイプロフでは横棒が引かれているのだ。

「どういう意味だろう」

　レンジはヘルプを開いた。

　ＤからＳの大おお雑ざつ把ぱなランク付け基準に加えて、イレギュラーな表記の説明がされている。強すぎて判定できないヤンキーは「判定不能」になるらしい。

「えーっと、横棒は……っと」




　一般人。ヤンキーではない。




「俺、ヤンキーですらなかった!?」

　いったいどんな測定がなされたのか分からないが、どうやらヤンキーとすら認識されていなかったらしい。

　これでレンジが落ち込んでしまうのかといえば、否。

　ヤンキーではなくオタクとして高校デビューしたかったレンジは、歓喜した。

「高校デビューが成功してるってことか！　このままランクが上がらなければ、ちゃんとオタクとして高校生活を送っていけるぞ」

　その時だった。

　静寂を切り裂く怒号が、校舎の割れた窓にトドメを刺した。




「出てこいや、陰キャァァァァァァァアアアアアアアアアアアア！」




　窓枠に残ったガラスの破片がまとめて飛び散った。

　レンジは教室に飛び込む。三階の窓を飛び越えて校庭に出ると、アオイも横に並んだ。

「お客さんばっかりで出迎えが間に合わないぞ。声は裏の方か」

「陰キャって、やっぱり俺のことだよな」

　レンジとアオイは学校の裏に回った。日頃から公園でたむろしていたはずの汎用ヤンキーたちは一人もいない。もっとも、レンジにとって彼らは陽キャの群れにしか見えていないのだが。

　公園を見下ろす高台の上に、そいつは立っていた。

　フード付きの改造制服を着た短髪のＳ級ヤンキー。

　人を食ったような表情の土ど塔とうハジメが、石碑に手をついて睥へい睨げいしていた。

「来たか、陰キャ」

「黒くろ淵ぶちの生徒を連れ去ったのは……お前か？」

　レンジは前髪で隠れた目でハジメを見上げた。

「だとしたら？」

「生徒を取り返すために、お前を倒す必要がある」

「陰キャのお前にヤンキーの喧けん嘩かができるのか？」

「お前こそ、ヤンキーの喧嘩をなめない方がいい」

「レンジ、協力してあいつをぶっ倒そう」

「やろうか」

　いや……それでいいのか？

「アオイさん、ちょっと待って」

　今にも跳び上がらんとするアオイをレンジが止めた。

「おいおい、白けること言うんじゃねぇよ。まさか逃げるわけじゃないよな」

　挑発とも取れるようなハジメの言葉だったが、レンジはまったく意に介さない。

　今ここで取れる最適解。それは、一刻も早く黒淵の生徒を連れ去ったやつを見つけ出して倒すことだ。取り返せないまま一週間が経たってしまえば、黒淵高校は消滅する。

　でも……レンジは考える。

　生徒を倒したのが土塔ハジメで、連れ去ったのは別の人。あるいは、複数人で倒してリスクを分散したとか、ハジメはまったく手を出していないとかいう可能性すら残る。

　圧あつ黄きのヤンキーたちが、どれほど賢いか。ゲームの常じよう套とう手しゆ段だんという考えを持っているとしたら、この状況、土ど塔とうハジメは分かりやすい囮おとりだ。

　既に読み合いが発生しているというわけか。

「これは……楽しくなってきたな」

　レンジは口角を上げた。

「あ？　何笑ってやがる」

「えっと、土塔ハジメ、だっけ。Ｓ級ヤンキーで合ってる？」

「見れば分かるだろうが」

「悪い、陽キャとヤンキーの間くらいに見えたからさ」

「《天てん下か逆ぎやく上じよう》の《凶きよう拳けん彗すい星せい》、知らねぇのか？　言ってくれるじゃねぇか」

「アオイさん、俺があいつを倒したらランクはジャンプアップするんだよね」

「もちろん、一気にＡ級までは上がるんじゃないか」

「だよね」

　だとすれば、しらみつぶしに倒していったらあっという間にＳ級になってしまう可能性がある。ゲームには勝ちたいが、せっかくオタクとして高校デビューができたのにヤンキーだと思われては意味がない。

　トドメだけ人に任せるとか……？

　それをいきなりＳ級で試すのは、さすがに不安だな。レンジは悩んだ末に答えを出した。

「よし、土塔ハジメは後回しだ」

「あぁ!?　なめてんじゃねぇぞ！」

「レンジ、何か作戦があるのか？」

「冷静に行動しよう。まずは奪われた生徒たちを取り戻さないと」

　直後、高台の上から《邪気威ヤンキー》が溢あふれ出した。

「ああ、ザクラ……失望したぜ。陰キャは陰キャ以外の何者でもねぇ」

　溢れた《邪気威ヤンキー》が鋭く収束していく。あっという間にハジメの右手は必殺の一撃を繰り出す準備が整った。

「陰キャ、お前も黒くろ淵ぶちの生徒なら分かるだろ？　この石碑が持つ意味を」

　ハジメは拳を構えた。

　その動きにアオイが目を見開く。

「やめろ！」

「ちったぁ、やる気を見せてみろや！」

　ハジメの右手は、黒淵が数十年間刻み続けた伝統を打ち砕いた。

　破砕音が尾を引いて周囲に伝わっていく。

　高台から石の破片が降り注いだ。その光景をアオイは呆ぼう然ぜんと見上げていた。

　古豪の復興。

　レンジにも夢を語ったばかりだった。

　大願成就の末には自分の名前が、あの石碑に刻まれるはずだった。

　黒くろ淵ぶちが古豪たる所以ゆえんであるプライドを形にしたその石碑は、なくなった。

　石の欠片かけらが、アオイの額にこつんと当たる。つ、と血が細くアオイの白はく皙せきを伝う。

　アオイは怒りと共に《邪気威ヤンキー》を爆発させた。

「さすがの私も……黙ってられねぇぞ！　土ど塔とうハジメぇぇえええええ！　私は、私は、私は────お前を絶対に許さない！　お前はヤンキーの風上にも置けねぇ！　ヤンキーの流儀ってやつを私が教えてやる！　死ぬまで教えてやるッ!!」

「ちっ、鬼おに津つアオイの方に火をつけちまったか」

　まさか鬼津アオイがここまで石碑を大事にするやつだったとは。

　ハジメにとっては、古豪だとか伝統だとか、過去のことはどうだっていい。過去の人間の名前が書かれた石に何の価値があるって言うんだ？　こんなものは公園のトイレにある落書きと変わらない。

　残った石の破片をハジメは足で眼下に落とした。狙うのは今度こそ陰キャだ。

　落ちていく礫つぶてが、見上げる陰キャの頭を捉える。

　その拍子に前髪がずれ、下に隠れていた目が露あらわになった。

　瞬間、土塔ハジメは弾はじかれたように後ろへ飛び退すさった。

「……今のは、なんだ？」

　心臓がらしくない早鐘を打っていた。

　ボクシングにおいて一番重要なことは何か？　それは、パンチの鋭さでもフットワークの技術でもない。

　メンタルだ。

　勝てない。そう思った瞬間に本当に負ける。どれだけ鍛錬をして実力を身につけてもメンタルが保てなければ、本来の力を発揮することはできないのだ。

　ハジメにとっては、ヤンキーの喧けん嘩かも同じこと。

《邪気威ヤンキー》を欠片も放出できないはずの陰キャ……なのだが、やつの目を見た時、ハジメは思ってしまった。




　勝てない、と。




「いや……そんなはずはねぇ……見間違いだ」

　ハジメはメンタルを何よりも重視していた。

　勝てないと思ってしまった時の最適解は、撤退だ。

　確実にぶっ潰すことができると確信するまで、徹底的に鍛え続ける。自身を磨き続け、手段を吟味し続ける。

　どんな手段でも使い、絶対に勝てる方法で臨む。

　それが、ハジメの最強に強い喧嘩のやり方だ。

　人からどれだけ馬鹿にされても、これこそが《天てん下か逆ぎやく上じよう》の一員として認められた己の流儀。

　この時やらなければいけないことは、脱だつ兎との如ごとく一目散にこの場を逃げ去り、陰キャを潰すための準備を改めて始めることだった。そうしなかったのは、まだどこかであいつはただの陰キャに違いないと思っていたからだろう。

　測りかねる。本物か、錯覚か。

　ハジメは芝生に這はいつくばり、体を引きずって縁まで進んだ。わずかに顔を出して公園を見下ろすが……そこにいるはずの陰キャの姿はなかった。

「あいつ、いったいどこに……」

「何をしてるんだ？」

　その声は、頭上からだった。

「なっ」

　ハジメは指先すらも動かすことができなくなった。

「あれだけ俺たちを挑発したんだ。覚悟はできていると思ったんだけどな」

「くそがっ！」

　勝てない、という印象がまったくブレる気配がない。本能がこいつは危険だと訴え続けている。緊張で強こわばる体を無理やり動かし、ハジメは地面に五指を突き立てて土くれをその手に掴つかんだ。

　振り向きざまに陰キャ目がけて投げ飛ばす。

「小学生かよ」

　レンジの右手の一振りですべての砂が空中で霧散した。

　高台を爽やかな風が吹き抜けた。芝生の上を撫なでた風が、石の欠片かけらをコトリと転がし、黒くろ淵ぶちの街に流れていく。

　レンジの前髪がふぁさと浮き上がり、確かに怒りを湛たたえた双そう眸ぼうが現れた。

　鬼の形相。

「はっ……なるほどな。この顔か。顔の作りだけは、立派じゃねぇか」

《純白の悪魔》の伝説を再現させたくなる気持ちが理解できた。

　だが────今は、撤退するのみ！

「お前との喧けん嘩かはまた後だッ！　五分の喧嘩はしない主義でな！」

「逃がすわけないだろ」

　逃げようとする獲物に慈悲も与えぬノータイムの追い打ち。懐に飛び込んできた弾丸は、上体を前のめりにして拳を振りかぶっていた。

　速すぎる……！

　咄とつ嗟さのガードが間に合ったのは奇跡と言っていい。

　両腕で作り上げた盾にすべての《邪気威ヤンキー》を集中してしまったせいで足下が疎おろそかだった。爆発的な衝撃にふんばりが効くはずもなく、ハジメは石碑の残骸の上を飛んで崖外に放り出された。
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　なんとか受け身を取って即座に立ち上がる。

「俺じゃなかったら死んでんぞ。ばけもんか」

　不幸中の幸いだ。ぶっ飛ばされたことで距離が取れた。このまま逃げてやる。

「逃げるのか」

　立ち上がったハジメの前に現れたのは────赤あか城ぎザクラだ。

「戦略的撤退だ」

「腑ふ抜ぬけやがって。今のお前には負ける気がしないな」

「くそっ、足止めは無駄だったか……邪魔すんじゃねぇ！」

　ハジメはやむをえず拳を構えた。




　筆頭ヤンキー同士の喧けん嘩かをレンジは高台から見守っていた。

　自分のヤンキー時代には何気なく見ていたヤンキー同士の喧嘩。あれだけ封印したいと思っていたものが、オタクの視点で改めて受け入れてしまうとまったく違う光景に見えた。

　拳を握り、ぶつけ合い、互いに傷つきながらもまったく退ひかずにめまぐるしく攻防が入れ替わる。

「おい、ザクラ！　てめぇがここで負けたら、黒くろ淵ぶちは即時消滅だぞ！」

「んなもん知るか！　黒淵のヤンキーは、ここで俺が取り返す！」

　アツい想おもいの込められた拳が交差し、激しい打撃音が打ち鳴らされる。

　柄にもなくレンジの胸は昂こう揚ようした。

「なんだよ、これ」

　喧けん嘩かってこんなにアツいものだったか？

　漫画を読んでアニメを見て幾度となく味わってきた感動。それと同じものが、目の前で繰り広げられているという衝撃の事実。

　シマトリーはただのゲームじゃない。

　たしかに本気を出せば簡単に勝てるようなゲームかもしれないが、勝敗以上に面白いものがここにあるじゃないか。本気のヤンキーが拳を交えるリアルタイム少年漫画のような超絶オタク的コンテンツ。

　これこそが、シマトリーの本当の楽しみ方ってことなのか？

「なんで本気を出さないんだ。こんなもんじゃないだろ……もっと見せてみろよ……」

　ハジメの瞬速の拳がザクラの土手っ腹に入った。

　吹っ飛んだザクラは公園に設置されてある地球儀型の遊具に突っ込む。足が折れた遊具は、ザクラを巻き込んだまま転がった。

　ハジメは公園を出たところで叫ぶ。

「今日の作戦にてめぇとの喧嘩は入ってねぇんだよ！　追うんじゃねぇぞ！」

「逃げるな！　クソがあああああ！」

　並の人間よりも図ずう体たいのでかいザクラは、遊具にハマってしまい身動きが取れなかった。叫び声も虚むなしく、ハジメは街に消えていく。

　レンジは感嘆のため息を吐ついた。

　自分で喧嘩をするより、本物のヤンキーの喧嘩を見る方が楽しいじゃないか。

　何者にも邪魔されないように、その舞台を整える。

　オタク流シマトリーの楽しみ方だった。

「よし、基本的な方針はこれでいこう。アオイさ────」

　振り返ったレンジを待っていたもの。

　アオイは、憔しよう悴すいしながら砕けた石を拾い上げていた。

「さすがに、くっつけるのは無理かぁ」

　猫のような目には涙が浮かんでいる。

　本人の口から夢を聞いたばかりだった。この場所が、あの石碑が、どれだけ大事なものだったのか……改めて聞かなくても、それは分かりきったことだ。

「アオイさん……。ごめん、俺が躊躇ためらったから」

「大丈夫だ。卒業生の想おもいが消えたわけじゃない」

「でも……」

「大丈夫だから」

　アオイが背中を向けてくる。かける言葉がなかった。

「派手に壊されやがって」

　ザクラが高台に上がってきて、口の中の血ち反へ吐どを雑に吐き出した。

「ザクラ」

「あ？　って、陰キャ、お前……悪くないツラだ」

　感情が表情として出る時、鬼の形相はより強く恐ろしくなる。

「石碑の代わりは俺が用意する。この辺に岩が削れるような場所があったら教えてくれ」

「そんな都合のいいもんが猫ねこ丘おか区にあるわけ────」

　即座に否定しようとしていたザクラだったが、心当たりがポッと脳内に浮かび上がった。

「いや、あるな」





　　◇






　荒廃した校舎の中は、純白のペンキと朽くち葉ばのような濁った黄色で落書きされていた。それが、圧あつ黄き高校のヤンキーに受け入れられた校舎の姿だ。

　場所は会議室。

　教師による会議室の支配は一年前に終わった。Ａ級時代の土ど塔とうハジメが教師から会議室を奪い取り、当時の筆頭ヤンキーに献上したのだ。その後、会議室はヤンキーによる支配が継続している。ハジメが筆頭ヤンキーに選ばれた理由には、そのあたりの貢献が少なからず影響している。

　圧黄の四天王は筆頭ヤンキーによる指名制だ。

　ハジメは筆頭ヤンキーになる前から四人の内の三人は決めていた。

　ザクラも含めてガキの頃に連つるんでいた幼おさな馴な染じみ。ザクラとハジメが《天てん下か逆ぎやく上じよう》を組んだことであぶれてしまった三人をザクラは見捨てたが、ハジメは見捨てなかった。

　フウ、キン、オンギョウ。

　同い年の幼馴染でありながら、中学の《天下逆上》時代には正式に舎弟として迎え入れた三人だ。

　彼らに家名はない。

　それ故に自身の名が持つ価値を生まれてからずっと計り続けてきた。その名が最大最強の価値を持つためには、ヤンキー共が恐おそれ戦おののくほど強くなり、ヤンキー共の記憶に自身の名前を刻みつける必要がある。

　舎弟にするということは、その第一歩でもあった。

　猫丘区で同世代に並び立つ者のない最凶のチーム《天下逆上》は、ガキの遊びと揶や揄ゆされることも多いジュニアヤンキーの常識をいとも容易たやすく覆した。それだけ知られた名であれば、当然、舎弟にも注目は集まる。

　関係はフラット。形だけの舎弟。幼馴染の三人に、名前に代わる名声を与えるためだけの形式上の宣言。

　目もく論ろ見みどおりにはなったが、それは同世代だけの話だ。まだ目的は完遂していない。

　この猫ねこ丘おか区で天下を取る──幼いヤンキーの拙い誓いは、誰が笑おうとも今も最強に強い誓いだ。

　そして、四天王の四人目は桜さくら川がわスイ。圧あつ黄き高校で唯一、女ヤンキーにしてＡ級に上り詰めている二年生。青みがかった髪は、特別手入れをするわけでもオシャレを意識しているわけでもない。前髪が目にかかると邪魔だからというひどく実際的な理由でヘアピンを使って髪を留とめている。胸元を飾るクソデカリボンは、選べるリボンの中で一番デカかったからという大は小を兼ねる的な理由で着けているだけだ。

　加えていつも気だるげにしているせいか、年齢より幼く見られることも多かった。敵を油断させるのも一つの作戦と思えば、なめられることだって悪くはない。それ以上に他人からどう思われようが、スイにとってはどうでもいいことなのだが。

　スイは会議室の壁に背を預けていた。部屋の中央の長テーブルに腰をかける三人。彼らと距離を取るため。それだけが理由だ。

　会議室のドアが蹴破られた。ハジメが帰ってきたのだ。

「黒くろ淵ぶちの人質はどうした」

　ハジメの開口一番。焦りを感じているような口ぶりだ。

「全員、牢ろう教室に詰め込んである」

　答えたのはキンだ。引き締まった筋肉を見せつけるように裸の上から直接改造制服を着ていて露出度が高い。顔の彫りをどこかに忘れてきたかのようなのっぺりとした顔は、眉毛を細く整えているらしく余計にぼんやりとしている。目つきの悪い一重まぶたはヤンキーにとって美徳だが、スキンヘッドのせいかあまりカチコ映えはしない。

　それでも汎用ヤンキー程度の有う象ぞう無む象ぞうは、この容姿にびびってしまうのだ。ハジメを含む幼おさな馴な染じみ組は、敵をびびらせた方が勝ちと思っている節がある。

　まあ、古いヤンキーの考え方だ。

「移送するぞ」

「移送？　何を言ってやがる」

　ハジメの一言にキンが食ってかかる。ハジメにしては、らしくない逃げ腰な提案だ。誰も賛同するはずがない。

「おいおい、これから打ち上げだろ？」

　オンギョウもキンに続いた。オンギョウはＡ級だけで構成された四天王の中でも、一番Ｓ級に近いと言われている。日々の鍛錬についてはハジメも大概だと思うが、オンギョウはハジメを凌しのぐほどの鍛錬を日々積んでいる。おかげで制服は改造せずともボロボロ。天パの髪と合わせれば、なぜか着こなしているように見えるから不思議だ。彼の弱みは目が悪いことと貧乏なことで、メガネを作ることができない。いつも目を細めているのは、カチコ映えを狙っているのではなく、ただ目が悪いからだ。

　靴の代わりに履いている下げ駄たは拾いもので、鼻緒が切れたらその辺の布を使って補修する。動きにくそうと言われることも多いが、今ではすっかり慣れた装備の一つだ。

「打ち上げは中止だ」

「なぜだ？　陰キャをぶっ潰したら打ち上げをするって話だっただろ。そのための日々の鍛錬だ。俺は久しぶりに飲めるコーラを楽しみにしていたんだが」

「知るか。勝手に飲んでろ」

「ハジメ、お前……負けたのか？」

　フウの指摘にその場の空気が緊張した。フウはヤンキーらしくないひょろ長い体で、風にしなる木の枝と大差ない容姿をしている。いつも強風に吹かれた後のような髪型をしているのだが、寝癖にしてはクセが強すぎる。だるだるの制服も相まって四天王の威厳が微み塵じんも感じられないだらしない見た目だ。カチコミルで評判のいい赤い目は、実はドライアイが原因。目薬を使わないのはやせ我慢だろう。

「俺が負けるかよ。戦略的撤退だ」

「そんなに強かったのか……安あ室むろレンジってやつは」

「いや、ただの陰キャだ。それにこの傷はザクラとやり合ったものだ」

「本当に大丈夫か？　黒くろ淵ぶちには、あの鬼おに津つアオイもいる」

「だから念には念を入れる。人質がいるんだ。一週間逃げ切りゃ勝ちだろ」

「ハジメ……そりゃ、シマトリーでは勝ちかもしれねぇが……」

「あ？　喧けん嘩かでは負けだって言いたいのか？」

「いや……」

　フウは口ごもった。

「おい、スイ。お前はどう思う？」

　急に話を振られたスイは、頭の中の疑問をそのまま口にすることにした。

「シマトリーで勝つのと、喧嘩で勝つの、どっちが大事なんだ？」

　他の四天王からしてみれば、スイの言葉は挑発のように思えたのだろう。三人はスイに向かってガンを飛ばした。

　所詮、桜さくら川がわスイは実力順で上から選ばれた四人目の四天王だ。ヤンキーの喧嘩にあまり興味のないスイは、日頃から良く思われていない。

「俺たちの喧嘩は殴り合いだけじゃねぇ。シマトリーに勝って、天下を取って、俺たちが新しい《純白の悪魔》になる。大事なのは、最後に上に立っていることだ」

「だったら、一週間逃げ切るのが正解なんじゃないか？　私は不満ないけど」

「だそうだ。やはり、スイを四天王にしてよかったな。外からの意見は重要だ」

「ちっ」

　キンが舌打ちをした。

　外からの意見……それ、遠回しにお前は内側にいないって言ってるよね。

　まあ、別にいいんだけどさ。

　スイは壁から背を離し、会議室を出ようとする。

「どこへ行く」

　その背中をキンが呼び止めた。

「移送すんだろ。敵が残ってるなら、早い方がいいんじゃないの」

「スイ、任せていいか」

　ハジメの言葉にスイは振り返った。

「ああ、いいよ」

「例の場所に移送してくれ」

「分かった」

「俺たちは《悪あつ鬼き闘とう千せん》で作戦会議だ。来い、円陣を組むぞ」

　スイを除いた四人が会議室のテーブルに飛び乗って円陣を組んだ。

「天下を取るのは、俺たち圧あつ黄きだ！　行くぞ、てめぇら！」

　うおおおおおおおおおおお！

　鬨ときの声こえを背に受けながらスイは会議室を出た。

「まったく、付き合い切れねぇな」




　ハジメは四天王の三人を連れて《悪鬼闘千》を訪れていた。会話をしながらジムの中を通り抜ける。目指すは試し岩のある裏庭だ。

「一番鍛えておかなきゃいけねぇのは、メンタルだ」

「違いねぇ」

　キンがスキンヘッドを撫なでながらハジメに応じた。

「絶対に折れない誓いを立て直す」

　ザクラと同様、彼らにとっても試し岩は原点。改めて誓いを立てるに相応ふさわしい場所だ。

　裏口を通って裏庭に出る。

　外に出た彼らの視界に飛び込んできたのは────異様なほど抉えぐれた岩肌と、粉こな微み塵じんになった試し岩だった。

「なんだ……これは？」

　ハジメが驚きよう愕がくを口にする。

　岩肌の抉れ方は尋常ではない。普段、試し岩を抉り出すのとは訳が違う。何倍も広い範囲が抉られている。普段から三つ並んでいるはずの試し岩の方は、もはやただの粉だ。

　風が吹けば、さらさらと流れていく。

「ハジメ」

　髪型の定まらないフウが、粉微塵の中から紙切れを拾い上げた。ハジメはフウから紙切れを受け取り、そこに書いてあった文章を読み────拳で紙を握りつぶした。

「あンの……野郎……」





　　壊された分の岩、もらいます。　安あ室むろレンジ






「くそがああああああああああああ！」





　　◇






　その場所からは、夕日に照らされた街を一望することができた。爽やかな風が吹く芝生の上に新しい石碑が建つ。まだ何も刻まれていないまっさらな石は、伝説が生まれる瞬間を、街を見下ろしながら待っている。

「レンジ、これって」

　アオイの顔は夕日に照らされて赤くなっていた。

「あの石碑は壊されちゃったけどさ。代わりに、使えないかな」

　レンジはザクラに案内されて《悪あつ鬼き闘とう千せん》を訪れていたのだ。

　真っ先にやらなければいけないこと。それは、黒くろ淵ぶちの生徒を取り返すことでもハジメを倒すことでもなく、彼女を励ますことだと思った。

　だから、ちょっとしたプレゼントだ。

「はは……レンジには敵かなわないなぁ。ありがとな、レンジ」

「ゲームみたいにリセットすることはできないけどね」

「私はこれから仲間を増やして、もっと強くなって、一番の目標のために頑張らなきゃいけない。この石碑は、スタートラインとして記念にさせてもらうよ」

「ここが出発点だね」

「新しい歴史の始まりだな」

　アオイは、まっさらな石碑を見て満足げに微笑ほほえむ。

「レンジ、この石碑にレンジの名前を書こう」

「え？」

「だって、このままじゃただの石だろ」

「それなら、アオイさんの名前を書こうよ」

「私の名前は卒業したらにするから。石碑を建て直したレンジが、一番最初に名前を刻むのは当然だろ？」

「でも、俺なんてつい最近引っ越してきたばっかりの余よ所そ者ものだし」

「何言ってんだよ。レンジは私の彼氏だし、大事な仲間だよ」

「アオイさん……」

　夕日の時間でよかった。

　レンジはその表情を隠すことなく石碑の前に立つ。

　その日、黒淵の石碑の隅っこに小さく陰キャオタクの名が刻まれたのだった。





　　◇






　日が暮れて街に買い食いの汎用ヤンキーたちが溢あふれる頃。

　一人暮らしのアオイは夕飯の時間だった。

　殺風景な一人暮らしのワンルームにケチャップのにおいがドバドバと充満していた。

　鬼おに津つアオイの部屋は、典型的な女ヤンキーのサバサバ感で満たされているが、テーブルには日夜手の込んだ料理が並ぶ。

　今こ宵よいの夕飯はオムライス。

　ふわふわと軟弱な卵の上には、ケチャップの赤文字で『愛』と書かれていた。アオイにとっては得意な漢字のうちの一つだ。

　ケチャップの容器を持ったアオイは、続く文字を刻むかどうかで悩んでいた。

「勢いで彼女になっちゃったけど……さすがに、レンジの名前を書くのは……」

　隅っこに小さく書くくらいは許される……？

「いやいや、ダメだろ！」

　いつの間にか顔がケチャップと同じくらい赤くなっている。アオイは熱を振り払うように勢いよく容器の蓋を閉めて冷蔵庫にぶち込み、手でパタパタと顔をあおいだ。

「いただきます！」

　美う味まい。

　弁当のメニューとして採用しよう。

「さて、と……」

　アオイはオムライスを食べながら横にノートを広げた。

　この時代のヤンキーは、二種類に分けられる。

《純白の悪魔》か、それ以外か。

　それ以外のヤンキーでしかないアオイが、少しでも伝説に近づこうと思ったら並の努力では差を縮めることなどできない。

　学校の勉強のために持った鉛筆は一本とてなく、学力もヤンキーの平均程度だが、考えや閃ひらめきをまとめることで少しでも強くなれるのであれば、苦手だとしても試してみる。

　ヤンキーの頭でも試行錯誤くらいはできるのだ。

「自分が強くなるだけじゃだめ。それだとザクラみたいになっちまう。ちゃんと仲間を増やさないと。極端な話、猫ねこ丘おか区の全ヤンキーが私の仲間になれば、世間で言われるような凶暴性もさすがになくなるだろうし」

　あとは、そうだ。

「土ど塔とうハジメは、ヤンキーの風上にも置けねぇ……っと」

　想おもいを書き留とめておくのも重要である。

「ザクラには相変わらず腹が立つ……けど、新しい石碑の件は、一つ借りだな」

　腐っても黒くろ淵ぶちの筆頭ヤンキーだ。やはり石碑を壊されたことには思うところがあったのだろう。ハジメがホームジムにしている《悪あつ鬼き闘とう千せん》から石を削ってきたのが何よりの証拠だ。やられたまま黙っていられるほど腐ってはいない。

　アオイはノートに書いたハジメとザクラに対する感想を矢印で結んで対立させた。

　土ど塔とうハジメと赤あか城ぎザクラ。

　筆頭ヤンキー同士がぶつかり合うのだから、必然的に陣営全体の争いになる。他校からの横よこ槍やりも警戒しつつ、まずは全力で圧あつ黄きを潰す必要がある。

「人質を取られてるのは痛いよな……ああもう、なんで人質なんて取られてるんだ……私があの場にいたら、絶対に人質なんて取らせなかったのに……」

　レンジが彼氏になってくれたから浮かれていた？

　アオイは『愛』にスプーンを突き立てた。

「……気を引き締めろ。恋ばっかりじゃヤンキーは務まらないぞ」

　付き合ったことで弱くなったらレンジに申し訳ない。

　もっと強くならないと。いや、強くなれるのは当たり前だ。純白の悪魔の近くにいて強くなれないはずがない。成長曲線をぶち上げていけ。

　勢い込んでオムライスをかっ込む。

「ごちそうさまっ！」

　きれいに食べ終えた後の食器をシンクに投げ込み、まな板を出す。

　明日の弁当の準備だ。

　一品はオムライスだが、米の準備は明日でいいだろう。

　主菜にはトンカツを採用したい。冷蔵庫から豚肉を取り出し、まな板に放り投げた。

　アオイの持論だが、肉はボコボコに叩たたけば叩くほど美お味いしくなる。

　まな板に伸びた厚い豚肉に拳を打ち付け始めた。何気ない日常の一幕だが、これが小さい的のさらにピンポイントな部分まで均等に打撃を加える練習にもなる。

　日常のすべてが修行だ。

「圧黄のやつらをぶっ倒せるような弁当を作らないとな」

　腕が鳴る。





　　◇






　翌日のシマトリーは、朝から各地でぽつぽつと緩やかな動きがあった。シマトリーは長い喧けん嘩かだ。圧黄のようにいきなり全面戦争を仕掛けるような高校は少ない。

　その動きは正午を過ぎても変わらなかった。

　レンジはがらんとした教室でアオイの弁当をご馳ち走そうになっている。シマトリーのマップを見ながら作戦会議の最中だ。

「夕方の五時を過ぎたらシマトリーに反映されないんだよね」

　レンジが確認すると、アオイは「そうだな」と頷うなずいた。

　シマトリーは一日の開催時間が決まっている。

　平日の朝九時から午後は一七時まで。休日は休戦期間だ。

　思いっきり学校で授業をやっているはずの時間だが、ヤンキーには関係がない。

　それ以外の時間に起こった喧けん嘩かはただの喧嘩であり、シマトリーに反映されることはなかった。

「レンジがよければ、そろそろ動く？」

「そうしようか。ごちそうさま。オムライス美お味いしかった」

「おそまつさま。まずは圧あつ黄き高校だな」

「高校にいてくれれば、楽なんだけど」

　一週間以内に奪われた生徒たちを取り返せなければ、黒くろ淵ぶち高校は今年度でその長い歴史に幕を引くことになる。

　こうなってしまうと、圧倒的に不利だ。

　土ど塔とうハジメは一日中逃げ切るのを期限まで繰り返せばいいのだから。




　途中、若干道が分からなくなりつつも、圧黄高校の前までは特段の邪魔が入ることもなく辿たどり着つくことができた。代わりに校庭には、大量の汎用ヤンキーたちが待ち受けている。

　今さら奇をてらう必要はない。

　レンジとアオイは圧黄高校の正面から入場した。

　汎用ヤンキーの中にちらほらとＡ級が混じっている。

　しかし、レンジの目には陽キャの集まりだった。

「君たち、ヤンキーを見なかったか？」

　レンジの無自覚なナチュラル煽あおりヒャッハー！に煽り耐性の低い汎用ヤンキーたちはいとも容易たやすくブチ切れた。

「ぶっ殺すぞ、ゴルァ！」

「無駄な戦闘は避けたいんだけどな……やっぱり、ランクは上げたくないし」

　あと、陽キャに構っている暇があったらヤンキー同士の戦いを鑑賞させていただきたい。

　汎用ヤンキーの群れから一人が歩み出てくる。

「黒淵高校のＳ級ヤンキー鬼おに津つアオイ！　てめぇのことは、よーく知っている！　すばしっこい戦闘スタイルは脅威だが、捉えられたらそれまでだ。この圧黄高校の精鋭、Ｂ級ヤンキーの────」

「長い！」

「ぐへぁ！」

　Ｂ級ヤンキーの顔面にアオイのすり減ったローファーがめりこんだ。

「さあ、私は強いぞ！　どっからでもかかってこい！　そして負けたヤツは身も心も黒淵に鞍くら替がえして私の仲間になってくれ！」

「なめやがって！　かかれええええええ！」

　この程度の陽キャなら任せていいだろう。レンジはシマトリーのマップを起動した。

　見る見るうちに黒いドットが黄色いエリアを侵食していく。

　圧あつ黄き高校のヤンキーたちが黒くろ淵ぶち陣営に取り込まれているのだ。

「こいつらが増えても、奪われた生徒を取り返さないと学校はなくなるんだよな」

「おい」

　スマホをいじっていたレンジに汎用ヤンキーの声が降ってきた。

「お前、安あ室むろレンジだな」

「そうだけど……」

「土ど塔とう先輩にお前を倒して連れてこいって言われている」

「えーっと」

　声をかけてきた汎用ヤンキーはいかにも弱そうだった。

　ヒョロヒョロで筋肉が愛想を尽かしたかのような体つきだ。

「お前みたいな陰キャを倒すのは心苦しいが仕方ない」

　レンジは悩んだ。

　レンジの目的は土塔ハジメを倒して黒淵高校の生徒たちを奪還することだ。

　このヒョロ型ヤンキーは、倒されれば土塔ハジメのもとに案内してくれると言っているのだ。

　これは……倒された方がいいのでは？

「よし、分かった。俺と喧けん嘩かしよう」

「あん？　やんのか？」

　彼は鬼の形相をしようとしているのだろうが、うまくキマっていなかった。《邪気威ヤンキー》が足りない。これなら子猫の方がマシである。

「君、ランクは？」

「てめぇより強いＤ級だ！　なんか文句あんのか、コラァ！」

「そ、そうか」

　なめられたものだ。しかし、今は目的を優先する時。

　ここは一般人のフリをしてやられておかなければ案内してもらえない。

「来ないならこっちから行くぞ！」

「あぁ!?　来んのか!?　オワァ！」

　レンジが一歩近づくとヒョロ型ヤンキーは二歩退ひいた。

　ヒョロは早口で叫んだ。

「てめぇビビってんじゃねぇぞ！」

「いや、俺はビビってないけど」

「相手は陰キャ、相手は陰キャ、相手は陰キャ……」

　詠唱が始まった。

「相手は陰キャ、相手は陰キャ、メンタルを保て！　俺は勝てる！　うおおおおおおお！」

　詠唱完了。

　彼はヤンキーへの第一歩を歩み始めた。

　しかし、彼の一歩がレンジに届くまでには途方もない時間が流れていた。

　暇だ。

　レンジはオタクの聖地、秋あき葉は原ばらに思いを馳はせた。

　こんな平日だって何かしらイベントをやっているに違いない。

　陽キャ相手の陣取りゲームも悪くはないが、オタ友がいれば……。

　いや、どうも参加している生徒は陽キャだけじゃないらしい。

　ヒョロ型ヤンキーのような陰キャっぽい自称ヤンキーだっているのだ。

　実は彼もオタクなんじゃないか？

　オタクの中には空気を読んで周囲に馴な染じもうとするタイプもいる。

　このシマトリーというゲームを通して、そういうオタクと仲良くなっていければ──。

　いける、いけるぞ。

　たしかに彼は他校の生徒だけど、そんなのは些さ末まつな問題だ。

　レンジは勇気を濃縮還元して話しかけることにした。

「ねぇ、君──」

　ヒョロ型ヤンキーの拳がレンジの頬ほおに触れた。

　その瞬間、ヒョロは磁石のように反発して吹っ飛んだ。

「うわああああ！」

　……え？

　何が起きたのか分からなかった。

　推測するに、彼は攻撃したのだろう。しかし、レンジの防衛本能によって反射的に滲にじみ出した《邪気威ヤンキー》が彼を跳ね返したのだ。彼は弱すぎた。

「あ、やべっ、負けたことにしないと……えっと、どうするんだ？　叫ぶか？　叫べばいいのか？　う、うわああああ」

　レンジは頬を押さえて校庭を高速で転げ回った。

　その回転数は〇・一秒に一回というできの悪いモーターのような性能だった。

　ヒョロ型ヤンキーはその光景に打ち震えた。

「まさか……これを俺がやったのか……」

　彼は生涯この時の感動を忘れなかったという。

「土ど塔とう先輩！　やりました！　俺、やりましたよ！　安あ室むろレンジをぶっ倒しました！」

　一生に一度の感動を彼は両親より先に通話先の土塔ハジメに報告していた。

『ビデオ通話にしやがれ』

「ほら、見てください！」

「うわあああああああ」

　レンジはここぞとばかりに最高潮の痛みを表現した。

『…………』

「俺がやったんです！　相手はＤ級ですらないんでクソ弱かったですよ！」

『お前が、やったと』

「間違いありません！　今からアジトに連れていきます！」

　でかした！　レンジは転げ回りながら心の中でヒョロ型の彼を褒ほめ称たたえた。

　土ど塔とうハジメは通話を繋つなげたままシマトリーを起動させる。

　たしかに圧あつ黄き陣営に安あ室むろレンジが加わっている。Ｄ級の雑魚にやられたランクの設定すらされない雑魚として。

「何やってんだ、あの陰キャ……」

　改めてビデオ通話の画面に戻し、ハジメは頬ほおを引ひき攣つらせた。ここぞとばかりに安室レンジの回転数が上がっていた。

　なんだ、この茶番は。

「土塔先輩？」

　ヒョロ型ヤンキーは土塔ハジメからの返事を待った。安室レンジが叫びながら周囲を転げ回っている。

『そいつは連れてこなくていい。こんなもの茶番だ』

「え？　じゃあ、俺の幹部入りの話は？」

『Ａ級になってから出直せ』

「ちょ、待ってください！　土塔先輩、こんなに頑張ったのに今さら連れてこなくていいってどういうことですか！」

『うるせぇ、死ね』

　電話は切れた。

「土塔センパァァァァァァイ！」

　レンジはぴたりと回転を止めた。

　話が違うんだけど……！

「レンジ！」

　汎用ヤンキーの群れを片づけたアオイが、レンジ目がけて弾丸のように近づいていた。

「センパァァァァァイ！　あんまりです、センパ────」

「お前のせいか！」

　アオイのシンプルな蹴りがヒョロ型ヤンキーの声を止めた。

　彼はゴム毬まりになって校舎の彼方かなたへ消えた。

　レンジを倒したヒョロ型ヤンキーが倒されたことで、圧黄陣営に取り込まれていたレンジは黒くろ淵ぶち陣営に戻された。

「話が違う……連れていってくれるはずだったのに……」

「演技だったのか？」

「もちろん。倒して土塔ハジメのもとに連れていくって言うからやられたのに」

「あはは、そういう作戦か。演技は上う手まいけど、さすがに実力はごまかしきれないだろ」

「そんなことないと思ったんだけどな」

「まあ、まだ時間はあるから。校舎に入ってみよう」




　圧あつ黄き高校の校舎内は静まりかえっていた。

「やっぱり、誰もいるわけないか」

　アオイはそう呟つぶやくが、レンジは半ば感動を覚えていた。

　黒くろ淵ぶち高校だけでなく圧黄高校も自由な校風なのだ。

　これが、東京、猫ねこ丘おか区。

　平日のお昼過ぎ、普通は授業をしているはずの高校に生徒は誰もいなかった。

《邪気威ヤンキー》を感知できるレンジとアオイは、校舎に入る前から土ど塔とうハジメがいないことに気づいていた。

　ハジメどころか、四天王すらもいない。戦力に計算できるのは校庭にいた数人のみだったようだ。もっとも、レンジからしたら彼らも陽キャに数えられる。

　本拠地は校舎ではなく別のところにあるのだろう。

「せっかく来たんだ。オープンキャンパスしていこう」

　レンジの提案にアオイは頷うなずいた。

　一応、許可を取るべきかと思ったレンジは、一階の職員室に顔を出した。

　ドアを開けた瞬間に鼻を突撃するつんとした臭い。

　酒瓶がカラカラと夏休みの昼下がりを思わせるような爽やかな音を上げて転がった。

　教師たちは何者かによってやられていた。

　誰もが机に突っ伏している。横から覗のぞき込こむと、解答の代わりに罵ば詈り雑ぞう言ごんが書き込まれたテスト用紙を悔しそうに握りつぶしていた。

　まともに話が通じそうな人間は一人もいない。

　職員室の後、保健室に顔を出そうとしたが、保健室は閉鎖されていた。

『生徒立入禁止』

「圧黄高校はおかしいな。さすがの黒淵も保健室は閉鎖されないぞ」

「あるだけマシじゃないかな」

　東北では負傷者が後を絶たないことから保健室の代わりに病院が併設されることも多々ある。つまり、病院の代わりに保健室があるのは、平和であることの証明でもあった。

　続けて二階、三階、四階と探索を続けたが、思っていた通りヤンキーはいなかった。

「どうしよう。ちょっと離れたところに旧校舎もあるんだけど」

「旧校舎？」

　レンジとアオイは外に出て校舎脇のボロベンチに座り、水分補給をしていた。ベンチ前の自販機はボロボロになっていて売り切れが目立ったものの健けな気げにスポドリやお茶を売り続けている。

「圧黄は元々芸能界とかメディアにコネのある学校でさ。金があるみたいで校舎がころころ変わってたんだよ。芸能ヤンキーコースだけ別校舎とかいう時代もあったらしい」

「へぇ。じゃあ、サクッと行ってみようか」

「まあ、今日はそのへん回ったら終わりだな」

「そんなに遠い？」

「旧校舎がいっぱいあるんだよ。一〇棟くらい」

「一〇棟!?」

　圧あつ黄きエリアが広いわけだ……。




　各旧校舎には申し訳程度のヤンキーしか配置されておらず、期待していたような成果は上げられなかった。

　最後の旧校舎を回った後、本校舎から酒焼けしたスピーカーで今にも消え入りそうなチャイムが聞こえてきた。

「もう五時か。今日はここまでだね」

「続きは明日だな」

　アオイはちょっと悔しそうだった。

　校舎を出ると、残っていた汎用ヤンキーたちもすっかり帰路についていた。一応、彼らもシマトリーの時間外に喧けん嘩かをするのは無駄だと思っているようだ。

　校門に向かって歩きながら、レンジは口を開いた。

「圧黄陣営に取り込まれた生徒は、どこに登校するんだろう」

「行きたいところに行くんじゃないか？」

「え？」

「校舎の中、見ただろ？　ヤンキーはどこに属していようが、行きたいところに行くよ」

　たしかにそうだ。ヤンキーになりたい陽キャほど、そんな傾向にありそうだ。レンジは納得した。

「アオイさん、せっかくシマトリー終わったし、どこか寄り道していかない？」

「あー……その、今日は、ちょっと行くところがあるんだよ」

　そう口にするアオイの目は泳いでいる。

　何か隠しごとをしているようにも見えるのだが……ここで追及したら重い彼氏だと思われてしまうかもしれない。レンジは言葉を飲み込んだ。

「分かったよ。じゃあ、また明日」

「ごめん、埋め合わせはするからさ」

「大丈夫だよ。気にしないで」

「それじゃ、また明日」

「また明日……」

　笑顔で去っていくアオイ。レンジは、無理やり作った笑顔でその背中に手を振った。校門を出たアオイが黒くろ淵ぶちの街に向かって歩いて行く。行くところ……とは、いったいどこなのか。

「やっぱり、気になるな」

　ちょっとくらいなら……そんな言い訳が頭に浮かんだ瞬間、気づけばレンジはアオイの背中を追っていた。




　夕暮れの街をアオイは歩いて行く。

　花屋に寄って活いきの悪い花を売りつけられたと思いきや、アオイは二つ返事でその花を束ごと買ってしまう。

　花の名前に明るくないレンジにとっては、何を意味する花なのかは微み塵じんも分からないが、そんなレンジでも明らかに売り物にしてはいけない鮮度だと分かる。

　荒廃した猫ねこ丘おか区では、ヤンキーによって物流が止められることなど日常茶飯事なので、あらゆるものが鮮度を保つのは難しいのだ。

「にしても、花……って、何に使うんだろう」

　まさか食べるわけではないだろうし。

　アオイの背中を追いながら思考を巡らせるレンジだったが、目的地に着くまでまともな答えは出てこなかった。

　しかし、目的地に着いて納得する。

　そこは、墓地だった。

　アオイは持っていた花の束を墓にお供えする。何かを墓に向かって語りかけた後、手を合わせて目を閉じた。

　つまり、お墓参りをする日だったのだ。

「気をつかってくれたのか……」

　墓参りなんてわざわざ言う必要はない。アオイはレンジのためを思って言葉を濁していたのかもしれない。そう思うと、追いかけてきてしまった自分が途端に恥ずかしくなった。

　気づかれないように退散しよう。回れ右をすると、同じく墓地に来ていたヤンキーと視線がかち合った。

　赤あか城ぎザクラだ。

「陰キャ、お前がなんでこんなところにいる」

「ザクラだって何しに来たんだ」

「墓参りに決まってるだろ。ここは、ヤンキー墓地だぞ」

「ヤンキー墓地……」

　猫丘区には、ヤンキーの魂を鎮めるための墓地が点在している。黒くろ淵ぶちのヤンキー墓地もその一つだった。

「レンジ？」

　ザクラとの会話が聞こえたのだろう。アオイがレンジを振り返っていた。

「アオイさん、これは……」

「さすがレンジ。尾行されても全然気づかなかった」

「本当にごめん！　つい気になっちゃって」

「ちゃんと言わなかった私も悪いからさ」

「おい、陰キャ。せっかく来たんだからお前も参っていけ」

　ザクラは言いながらアオイの横に並んだ。レンジも追いついて墓の前に立つ。墓石には龍りゆうの頭でも描いたかのような勢いで『トキコ』と殴り書きされていた。墓石の横幅をたっぷり埋め尽くす堂々たる貫かん禄ろくだ。

　恐らく、黒くろ淵ぶちに関係するヤンキーなのだろう。レンジは目を閉じ、合掌した。

「トキコさんは、すごい人だったんだぞ。死んでも名前が残る人だった」

　アオイは懐かしむような口ぶりだった。

「気に食わねぇが、最も《純白の悪魔》に近いヤンキーって言うやつもいたな」

「トキコさんは最強だからな」

　プライドの高いザクラに認められ、アオイに最強と言わしめるヤンキー。《純白の悪魔》に最も近いと言われるだけのことはある。

「黒淵のヤンキー？」

「去年の筆頭ヤンキーだよ。三年で、めちゃくちゃ強くてさ。私の師匠でもあるんだ」

「そんなすごい人がいたんだ」

「《愛いとしき業ごう火か》と言えば、それなりに有名なんだぞ？　まあ、有名すぎるせいで、ヤンキー文化を批判する連中にとっては、格好の的だったんだけどさ」
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　ふん、とザクラが鼻で笑う。

「馬鹿なやつだ。自分が業火に包まれちまってる」

「おい、ザクラ！」

「事実を言ったまでだ」

「トキコさんは、好きで二つ名を名乗っていたわけじゃない！　外からの批判とか、攻撃とか、そういうくだらないものからヤンキーたちを守るために……あの人は、あえて目立とうとしていたんだぞ！」

「それが馬鹿だって言ってんだろ」

「取り消せ！　お前のようなやつが、トキコさんのことを──」

「なのに、ザクラも墓参りには来るんだね」

　アオイの言葉をレンジが遮った。アオイは我に返ったように「ごめん」と一言洩もらして黙り込む。その表情は、すっかり日の落ちた墓地で、余計に暗く沈んでいた。

　ザクラは無言で墓に背を向けた。

「赤あか城ぎトキコは俺の姉だ。あいつは、軽々しく死んでいいヤンキーじゃなかった。語る背中もなくして何が筆頭ヤンキーだ。あいつは……ただの馬鹿だ」

「ザクラ……」

　アオイがザクラの横顔を見上げる。

「ここに来ないと、あいつが死んだことを忘れそうになる。だから来てるだけだ」

　馬が合わない二人にここまで言わせるような人物。

「ザクラの姉で、アオイさんの師匠か。すごい人だね」

　赤城トキコ。その影響力は、レンジにも十分に伝わった。

「死んだやつのことはいい。おい、陰キャ、一つ提案だ」

「協力しないかって？」

「ふん。そういうことだ。ここは一つ休戦といかねぇか」

　休戦？　レンジにはザクラが何を言っているのか分からなかった。

　ザクラと戦っているつもりは、微み塵じんもなかったからである。

「目的は同じだろう。俺だって圧あつ黄きのやつらをぶっ倒したい」

　ザクラの言うことは一理ある。

　目的は同じなのだ。土ど塔とうハジメを倒さないと、黒くろ淵ぶち高校はなくなってしまう。これから青春が始まろうかという時なのに。

「できるだけヤンキーとはつるみたくないんだよなぁ」

「ずっとつるんでくれって言ってるんじゃない。黒淵のヤンキーを取り返すまで協力しないかって話だ。最終的に黒淵を支配するのは、お前じゃなくて俺だからな」

「分かってる」

「分かってるのか」

　アオイがそのやり取りに笑みをこぼす。

「私は、ザクラの方が仲間になるって言うなら、考えてやらないこともないけどな」

「アオイ、お前には聞いてない」

「俺もアオイさんと同じ考えだよ。ザクラと協力する必要があるとは思えないし」

　ちっ、とザクラは舌打ちをした。

「まあ、最初から期待していたわけじゃないが。考えが変わったら言え。時間は一週間もないことを忘れるな」

　そう言い残し、ザクラは帰っていった。

「私たちも帰るか」

「あぁ、そうだね」

　一つ、気になることはある。

　レンジにとっては短い付き合いだが、ザクラのプライドの高さは分かっているつもりだった。そのザクラが、自分から協力を仰いでいる。どんな心境の変化があったのだろうか？

　一人では土ど塔とうハジメに勝てないことに気づいた？

「あ！　ザクラのやつ、お供え物の一つもしていかなかったぞ」

　アオイが拳に力を込めていた。レンジは苦笑した。

「手を合わせに来るだけマシだよ。俺も親しい人の命日くらい地元に帰ろうかな」

「あぁ、今日はトキコさんの命日じゃない」

「あれ？　そうなんだ」

「誕生日なんだよ。トキコさんだって、死んだ日に来られるより、誕生日を祝ってもらった方が嬉うれしいだろ」

「言われてみれば、たしかに」

「それに、トキコさんの死体は残らなかったしさ。それだけ、激しい喧けん嘩かだったんだ」

「えっ？」

「猫ねこ丘おか区ではよくあることだよ。東北では違ったのか？」

　いや、たしかに。レンジは納得した。





　　◇






　翌日。

　今日も今日とて圧あつ黄きエリアに侵攻する。

　街に繰り出したレンジとアオイの前に、汎用ヤンキーの群れが出現した。

　その数、ざっと見ただけでも一〇〇人を数える。

「陽キャがたくさん。盛況だな」

　レンジの目を通すと、汎用ヤンキーはすべて陽キャの群れ。喧嘩を鑑賞するためのコンテンツとしては物足りないにも程がある。レンジはヤンキーの喧嘩が見たいのだ。

「昨日の夜、カチコミルで『陰キャは鬼おに津つアオイのおまけ』っていう評価が固まったらしくて。ほら、あのＤ級にやられたやつ。動画に撮られてたみたいだ」

「あれに騙だまされるやつがいるのか……」

「演技は上う手まかったはずなんだけどなぁ。Ｓ級を潰しておきたい他陣営のやつらが、レンジさえ人質に取れれば私を倒せるって盛り上がってた」

「ザクラと同じ発想かよ」

「ヤンキーなんて、そんなもんだって。あんまり期待すんなよ」

「とりあえず、黙って通してはくれなそうだし、片づけるか」

　レンジは陰キャのベールを脱ぎ捨て始めた。

「お前ら、行くぞ、ゴルァ！」

　汎用ヤンキーが声を上げた。




　一〇〇人の汎用ヤンキーはレンジとアオイであっさりと片づけた。中にはＡ級もいたが、レンジからしてみればただの陽キャだ。

　レンジは今回の喧けん嘩かを通してランクが上がる仕組みを調査していた。

　どうやら〇・五秒以内に倒せるなら、監視のＡＩの目をごまかしてランクに反映されることはないらしい。というラインを調査している間にレンジはＤ級に上がってしまったが、必要経費ということにしよう。

「まさか、陰キャもつえーのか……？」

　かろうじて意識を保っていた汎用ヤンキーたちが、アスファルトに這はいつくばって呻うめいている。ざわ、ざわ、と疑惑が広がっていく。

　まずい。

「いいや、お前たちが見ているのは、ただの白昼夢だ」

　レンジはごまかすためにトドメの一撃を入れた。

「純白のな」

　アオイは余計な一言を付け加えた。自慢げなドヤ顔は嫌みがなく、爽やかでちょっと可愛かわいい。

「ランク付けの仕組みは分かったけど、結論、〇・一秒程度の動きで軽く吹き飛ばすのが一番楽だな」

「なんか不思議だな。カチコミルのデータベースを作ったやつはすげぇよ」

　たしかに、とレンジは頷うなずく。

　そもそも、これってどういう仕組みなんだ……。

　猫ねこ丘おか区に来てから、時折、見られているように感じることがある。街の中にカメラでもあるのだろうか。今も汎用ヤンキーとは違う気配を感じている。《邪気威ヤンキー》にしては、ちょっと異質だ。機械の視線……と言われても、あまりしっくりこないけれど。

「ランクに反映されない喧嘩は、せっかく倒しても陣営が移らないんだね」

　マップを見ると反映されていなかった。

　敵を黒くろ淵ぶちの勢力として取り込みたいなら、ランクに本当の実力を反映させなければいけないということだ。

「ちょっと勿もつ体たいないよな」

　アオイが残念そうに言う。

「でも、シマトリーは長期戦だし。いきなり陣地を広げたら複数の勢力から目を付けられるんじゃないかな？　たぶん、そういう発想があるからこそ、今も他の陣営が静かなんだろうし。今はこれでいい気がするな」

「レンジがいいなら────」

　アオイは警戒心を露あらわにして言葉を切った。

「レンジ、ちょっと来てくれ」

「ん？」

　アオイに連れられて路地裏に入る。

　通りに視線を戻すと、既にゴム毬まりと化したヤンキーたちを遠巻きに眺める汎用ヤンキーの姿があった。

　彼らは喧けん嘩かを押っ始めるわけでもなく、ただ戦況の把握をしようとしているらしい。

「アオイさん、あいつらを警戒してる？」

　レンジにとっては、その辺で伸びている陽キャと大差がない。

「警戒というわけではないけど……あいつら、圧あつ黄きのヤンキーじゃない」

「あぁ、そういうことか。一度に二校を相手にするのは面倒だね」

「あの様子だと、偵察かもしれないけど」

「そういう作戦かな」

　ゲームだけあって策を練ってくる高校もあるらしい。シマトリーはただのヤンキーの喧嘩ではなさそうだ。

「制服からして、緑みどり織おり農業高校だな」

「各校ごとに特徴があるんだね。よかったら聞いておいてもいい？」

「お、良い心がけだよ。移動しようか。緑織が来るなら色々考えたいし。近くのカフェで作戦会議だ」




　路地裏を反対側に抜けた通りには、喧嘩都市には似つかわしくない小こ洒落じやれたカフェがあった。看板を見ると、どうやら普通のカフェではないらしい。

「猫カフェ……？」

　レンジが疑問を口にすると、アオイが頷うなずく。

「嫌いか？」

「いや、どちらかと言えば好きだけど」

「よかった」

　猫ねこ丘おか区という名前がつけられているだけある。東京に猫カフェがあるということはレンジも知識として知っていたが、まさか自分が入ることになろうとは思っていなかった。

　店内に入る。

　席へ案内してくれるのは、元ヤンの雰囲気を滲にじませた女性店員。店の雰囲気に合わせて清せい楚そな格好をしているが、本性を隠しきれてはいない。

「しゃっせー」と、清楚な格好で言うのだからバレバレだ。

　チャージ料としてキャットフードを買ったあと、なるべく通りからは見えないように奥の席に案内してもらった。

　席に着いた後、二人でホットコーヒーを注文。

　すぐに猫が寄ってきた。レンジの膝に飛び乗ったのは、毛がもさもさで目元が隠れたブサイクな黒猫だった。

「おお、猫……」

「レンジ、気をつけろよ。猫ねこ丘おか区の猫は《邪気威ヤンキー》に満ちているからな。機嫌を損ねたらボコボコにされるぞ」

「そっか……気をつけるよ」

「まあ、名前を呼びながら撫なでてあげれば猫も喜ぶよ」

　ネームタグを確認すると、悪あ修しゆ羅らと書いてある。オスだ。

「悪修羅……悪修羅……」

　レンジは悪修羅を撫で始めた。

「それじゃ、シマトリーに参加してる高校を説明する」

　アオイはアンケート用に置いてあった鉛筆と用紙の裏を使って、各校の特徴を挙げていく。書く姿勢になったアオイの小さな肩に子猫を卒業したばかりの猫が飛び乗った。アオイは意に介さず話を進める。

「圧あつ黄きと黒くろ淵ぶちについては説明不要だよな」

「まあね。でも、一応聞いておくよ」

「黒淵は知っての通り、今では落ちぶれた古豪。去年は暗黒世代がいたおかげで紫し想そう学園の次くらいには強かったけどな。圧黄も大した戦力は持っていない」

「今年はこの二校に戦力差はほとんどないってことか」

　にゃーん。悪修羅の鳴き声だ。

「どの高校にも《天てん下か逆ぎやく上じよう》のメンバーがいるし、何でも想定通りとはいかないけどな」

　ザクラとハジメは、レンジの目から見ても確かにヤンキーで、悪修羅の長毛は細くもふもふだった。東北にいたとしても十分ヤンキーとしてやっていくことはできるだろう。少なくともそのレベルのヤンキーが各校に散っているらしい。思い返してみると、東北に棲せい息そくする野良猫は汚らしく凶暴で、野性にまみれていた。

「緑みどり織おり農業だっけ。そこにもいる？　農業高校だけど……」

「あー、いるよ。なんで緑織を選んだのかは知らないけど。高校自体もそんなに強いわけじゃないし」

「あんまりヤンキーのイメージはないよね」

「猫ねこ丘おか区の中でも田舎だからなあ。私もよく分からない。猫丘区の野菜の大半が高校の敷地で作られてるってことくらいしか情報がないな」

　元ヤンのウェイトレスがホットコーヒーを運んできた。置かれたコーヒーは必要以上に湯気が立っている。口をつけてみると、容赦のない熱さと苦みだった。

　レンジは砂糖を入れた。悪あ修しゆ羅らは膝の上で立ち上がり、レンジの首元に前足をかけた。

「芸術高校もあるんだっけ？」

「青せい火か総そう合ごう芸術高校だな。あそこは常に内戦が起こってる」

「え、内戦？」

　ニャアアアアアア！　店内で喧けん嘩かが勃発した。

「音楽科とか美術科とか、色々あるんだよ。筆頭ヤンキーの座をかけて学科同士で争ってるんだ。団結したら強いんだろうけど、しばらくはシマトリーどころじゃないだろうな」

　オタクがいるとしたら、ここか？

　レンジはシマトリーそっちのけで、まだ見ぬオタク友だちに思いを馳はせ、猫たちの喧嘩はヒートアップした。もちろんシマトリーに集中するべきなのは分かっている。だが、レンジにとって東京でオタクとして高校デビューするのは、何にも替えがたい夢だったのだ。夢と現実は時にぶつかり合う。猫の放つ拳は、奪い合ったキャットフードが一つ違えば、別の猫に向けられていたかもしれない。

　青火総合芸術高校。覚えておこう。

　説明を続けるアオイは、アンケートの裏紙に鉛筆で『しそうがくえん』と書いていた。

「紫し想そう学園はインテリヤンキーばっかりだな」

「インテリヤンキー」

「ヴァイオレットタワーっていう猫丘区で一番高い建物が校舎なんだよ。研究施設とか、病院とかあったはず」

「強い？」

　にゃん。

「これがさ、インテリヤンキーのくせに、つえーんだよ。たぶん、一番きつい相手になるんじゃないか？　おっと、ほら、餌だぞ～」

　アオイの肩にいた猫がテーブルの上に降り立った。アオイがキャットフードをスプーンで掬すくって差し出す。猫はここまで近づいておいて警戒しているのか、すぐには食べない。

「食べていいんだからな。ほら、ニャーン、ニャーン」

　アオイさんのニャーン!?

　レンジは目を見開いた。

　悪修羅がもの凄すごい勢いで振り返る。なんと、悪修羅の長毛が逆立ち、猫の形相が露あらわになっていた。見開いた目は、しかとアオイに向けられている。

「去年のシマトリーで最も《純白の悪魔》に近づいたのが、紫想学園なんだよ。今年も優勝候補だな」

「優勝……」

　もちろん、アオイのかわいさのことだ。

　レンジは上の空だった。

「レンジも餌をやってみたらどうだ？」

「あ、そうだね」

「まあ、紫し想そう学園はすぐには動かないと思うけどな。紫想学園が動くのは、全部の準備が整ってからだよ」

「ほら、餌だぞ……」

　悪あ修しゆ羅らは見向きもしなかった。

「やつら、負ける喧けん嘩かはしないんだってよ。まあ、頭の良いやつらのことなんて分かんないけどさ」

　くそっ、なんで餌を食べてくれないんだ……。アオイさんじゃなくて俺だからか？

「相手を見てるってことか？」

「そうだな。インテリヤンキーらしく計画を練ってくるんだよ。なんだ、こいつ、私の餌を食べたいのか？」

　悪修羅は言葉が通じているかのような勢いで首を縦に振った。

「ほら、ニャーン、ニャ、ニャ、ニャ～ン、ニャァ～ン」

　別パターンのニャーンだと!?

　レンジの胸は射い貫ぬかれた。

　猫の鳴なき真ま似ねをするアオイの口元は心なしか、猫のような丸みを帯びている。猫目も相まって、かわいさ累乗だ。こんな美少女が彼女であっていいのか？　いや、いいわけがない。店を出た瞬間に隕いん石せきに降られても文句は言えないだろう。

　がっつく悪修羅。

　アオイの鳴き声に惹ひかれたのか、周りの猫が次々と集まって来た。美少女の鳴き声は戦争を終わらせる。

「去年は、あと一校……赤あか里り[image: ]ぶすま高校さえ落とせれば、紫想学園が猫ねこ丘おか区を制覇していた。黒くろ淵ぶちも戦力は充分で善戦してたけど、圧あつ黄きの卑ひ怯きような手にやられてさ」

「ああっ、やられた！」

　レンジがスプーンに盛っていたキャットフードは、横合いから飛び出してきた猫に情緒もかわいげもなく、またたく間にかっさらわれた。

「レンジ、ちゃんと聞いてる？　ほら、ニャーン、ニャーン。分かったのか？」

　いちいちかわいいな……。

　とりあえず、落ち着こう。

　レンジはワンドリンクのコーヒーを口に含んだ。

　あれ？　コーヒーってこんなに甘かったっけ？

「そうだね。よく分かっ────ってない！」

「ええっ？」

　見つけてしまった。

　この猫カフェには、とんでもないものがあった。

　レンジは壁に貼られたポスターに書いてある文章を脳内で三回復唱した。




　コスプレグッズ貸し出します。

　コスプレグッズ貸し出します。

　コスプレグッズ貸し出します。




「あ、アオイさん！」

「な、なんだよ、レンジ」

「餌やりのコツを教えてほしい」

「コツ？　それはもちろん、猫の真ま似ねを完璧にすることだよ。ニャ～ンって。似てるだろ？」

　似てるとか似てないとかどうでもいい。普段はヤンキーな彼女が口元を丸めてニャーンって鳴いているだけで男というものは尊さに死んでしまうのです。

　加えてコスプレなんていうオタクの夢を実現された日には、何回死んでも彼女のために死ぬまで蘇よみがえり続ける。

「猫の真似……猫の真似が大事なんだよな」

「レンジ？」

「コスプレをしたら、より猫っぽくなると思うんだ」

「コスプレ？」

「そう、猫耳カチューシャとか猫のしっぽとか、そういうやつ。ほら、あれ」

　レンジがポスターを指差す。

「あ、かわいい！　レンジ、これやってみたい！」

「うおおおおっ!?」

　まさかのリアクションにレンジとオス猫たちは歓喜にむせび泣いた。

　受付で手続きをしたアオイは、早速更衣室で着替えてレンジの前に現れた。

「ど、どうかな……似合う？」

「に、似合うよ！」

　そこには、確かに頬ほおを赤らめた猫がいた。

　猫の耳、猫の目、猫のしっぽ。さらにはメイド服まで！

「ニャ～ン、って」

　鳴き声まで完全再現だ。

　アオイの差し出すキャットフードがＳ級ヤンキーの如ごとき速さで食われていった。猫たちは争い、奪い合い、熾し烈れつな戦いの末にアオイのキャットフードを手に入れた。なんならレンジもその争奪戦に参戦したいくらいだった。

「じゃあ、続きな」

「続き？」

　何の話だっけ？　悪あ修しゆ羅らは見開いた目を決して閉じることはなかった。

　アオイが裏紙に『あかりぶすま』と書く。

「赤あか里り[image: ]ぶすま高校……ここは、猫ねこ丘おか区で最も危険な高校だ」

　危険──

　今のアオイの格好以上に危険なものはないだろう。猫耳の殺傷力は、そこらの本物の猫では太刀打ちできない。

　あまりのかわいさに精神が保てなくなった悪修羅は、ふらふらとテーブルの上を歩いてレンジの膝の上に落下した。横たわって撫なでろクソガキと催促してくる。レンジは苦虫を噛かみつぶしながら長毛に指を通した。

　──およそ高校の特徴を紹介するには相応ふさわしくない表現だった。

　近くには猫しかいないのだが、アオイはレンジに顔を近づけて声を潜める。

「裏社会との繋つながりがあるって言われてる。殺しだってするようなぶっ壊れたヤンキー共が通う高校だよ」

「それは恐ろしいな」

　恐ろしいのは、アオイさんだ。と言いたくなるのをぐっと堪こらえて心臓に《邪気威ヤンキー》を集めて保護する。せっかくアオイが説明してくれているのだ。上の空なんて、失礼なことは……できない。

[image: ]

　奥歯を噛かみしめた。口の中に血の味が広がった。

　アオイは顔を離し、声色を戻して話し始める。

「ま、そう言われてるけど、多少は尾ひれがついてるかもな」

「でも、一番強かったのは紫し想そう学園なんだっけ」

「赤あか里り[image: ]ぶすまはシマトリーを真面目にやるつもりはないんだ。手を出さなければ、何もしない。でも、一度手を出したら、血を見るまでは終わらない。結局、去年は紫想学園が最後まで赤里[image: ]に手を出さなかったんだ」

「負ける喧けん嘩かはしないってことか」

「そういうこと。個人的に赤里[image: ]はトキコさんの死にも関わってるから、私にとっては絶対に避けては通れない高校だけど。思い出すだけで、あの時の弱い自分が嫌になる」

　アオイは今にも鉛筆をへし折るかのような強さで拳を握っていた。




　だから、もっと強くならないと。




　俯うつむいて口にしたアオイの言葉は、自分に言い聞かせるかのようだった。周りの猫たちが慰めるようにアオイを囲む。心配そうに鳴き声を上げると、アオイも答えるように「にゃーん」と鳴いた。レンジは心臓を《邪気威ヤンキー》で抑えつけた。

　アオイは、ふっと力を抜くと、適温になったコーヒーに砂糖とミルクを注ぎ、ティースプーンでかき混ぜ、カップに口をつけた。そのままカップを傾けてコーヒーをごくごくと飲んでいく。

　……コーヒーってそういう飲み方をするものだっけ？

　レンジは目を点にした。

「ぷはーっ、やっぱここのコーヒーは美う味まいよ！」

　一気飲みだった。

「豪快だね」

「美味いもんちびちび食うのは性に合わなくてさ。好きなものには飛びつくタイプなんだ」

　そうだろうな。レンジは心の中で思っておくだけにしておいた。

　まあ、そこがアオイさんの魅力でもあるんだけど。

「さあ、レンジ。次はレンジの番だぞ」

「え、何が？」

「餌だよ。私がお手本を見せたんだから」

「あ、そうだった」

　レンジはアオイの手であっという間にコスプレ衣装に着替えさせられた。

「猫耳、尻尾、あとは……服。あ、レンジかわいい！　似合ってるよ～」

「あ、ありがとう」

「お揃そろいだなっ！」

　絶対に鏡は見たくないな……レンジは内心でぼやいた。

　スプーンにキャットフードをゆっくりと盛る。アオイによって集められた猫たちが、テーブルの上からレンジの手元に視線を送っていた。

「意外と食べてくれそうだな」

「ちゃんとやれば、猫は分かってくれるからさ」

　レンジは咳せき払ばらいをした。

「よし。それじゃ……ニャ、ニャ～……」

「ニャァァァァアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

「うおあああああああ！」

　猫カフェにいる全猫が機嫌を損ねてレンジに襲いかかった。

　その時だった。

　ヤンキー猫とは違う異様な《邪気威ヤンキー》の気配を感じてアオイは立ち上がった。大きな音を立てて椅子を倒したが、アオイに注目する者は店内に一人としていない。元ヤンのウェイトレスも含め、すべての鋭い視線がウィンドウの外に向けられていた。

　猫たちが毛を逆立てている。

　雷鳴が轟とどろけば動物は本能で身の危険を察知する。禍まが々まがしい《邪気威ヤンキー》は、ヤンキーにとって警鐘を打ち鳴らす雷鳴に等しい。

「アオイさん、今のは？」

　一瞬の出来事。

　現れた《邪気威ヤンキー》は存在感だけを解き放ってすぐさま消えていた。

「《天てん下か逆ぎやく上じよう》の誰か……それか、それ以上の化け物だ……」

　化け物、か。

　少なくとも土ど塔とうハジメよりは上だった。ザクラと比べると、どうだろう。一瞬のインパクトだけを考えれば、ザクラを超えているかもしれない。

　東北のヤンキーか？

　そう思ってしまうほどの実力を垣かい間ま見みる。

「いるのか、東京にも」

　意識せずとも猫コス姿のレンジの口の端は持ち上がっていた。

　笑ってしまう。これは、一種の懐かしさだ。

　オタクとして高校デビューをする自分にとっては、もはや強すぎるヤンキーなど中学時代の黒歴史だ。東京ならそんな黒歴史を忘れられると思っていたが、世の中そんなに甘くないらしい。

「……レンジ？」

　アオイが心配そうにレンジを見つめていた。

「大丈夫。思い出し笑い」

「そっか」

　時折感じる違和感の正体。視線のような。向けられた《邪気威ヤンキー》のような。その正体が、今爆発した《邪気威ヤンキー》の持ち主なのだろうか。

　いや、今まで隠れていたくせにいきなり挑発のような真ま似ねをするか？

　いずれにせよ、こんなことをするようなやつだ。

　遅かれ早かれ顔を出してくるに違いない。

「アオイさんの方こそ大丈夫？」

「当たり前だろ。私は、こういうやつらより強くならなきゃいけないし、こういうやつらとも仲間にならなきゃいけないんだからさ」

「心配無用だったか」

「でも、まだぶつかりたくない相手だな。外で待ってたりしないか？」

「もういない気がする。今のは、たぶん威嚇だな。いや、挨拶かな？　誰に向けたものかは、分からないけどさ」

　俺に向けたものだとしても、答えてやるつもりはないけど。

　こいつらと喧けん嘩かをするよりも、こいつらの本気の喧嘩が見たい。ヤンキーの血よりもオタクの血がうずく。

　レンジは、そんな自分に安心するのだった。





　　◇






　土ど塔とうハジメはアジトの一室で椅子に座ってふんぞり返っていた。

「いい時間だな。そろそろ、陰キャもボコボコにされてると後が楽なんだが。さすがにもうクソみたいな演技をするつもりはねぇか」

　陰キャの次には、鬼おに津つアオイと赤あか城ぎザクラが控えている。

　人質も簡単にはバレないところに監禁した。スマホは取り上げて外部との連絡は遮断。一週間、外に出られないようにＡ級の準筆頭ヤンキーに二四時間交代で見張らせている。

　ルールに則のつとり衣食住の確保はしているが、人質には変わりない。準備は万端だ。

「ハジメ、電話だ」

　部屋に入ってきたのはスイだ。

「誰からだ？」

「林はやしだよ。テレビ局の」

「林……。三人にはバレてないんだろうな」

「言ってねぇよ」

　ハジメはスイからコードレスの受話器をぶんどった。

「土塔だ」

『調子はどうかな？　黒くろ淵ぶちのヤンキー共を連れ去ったらしいけど』

「良い……とは言い切れねぇな。黒淵に得体の知れないヤンキーが現れやがった」

『鬼おに津つアオイでも赤あか城ぎザクラでもなく？』

「一見ただの陰キャなんだが……何か隠し持ってやがる。《天てん下か逆ぎやく上じよう》の威い風ふうカズマに近い能力か、シンプルに化け物なのか、俺の勘違いっていう線もあるか」

『ランクは？』

「さっきＤ級になったばかりだ。本当の実力を確かめるためにヤンキー共をぶつけているが……上う手まくいかねぇ。陰キャに辿たどり着つく前に鬼津アオイにやられるらしい」

『へぇ』

「もしかすると、予定より早く協力を頼むかもしれねぇな」

『構わないよ。こっちはいつでも出れるように準備してある』

「それは助かる」

『けど、分かってるんだろうな？』

　天下を取るために手段は選ばない。

　その言葉は、今ではガキの頃に立てた誓いとは違う意味を持っている。

「俺は絶対に《純白の悪魔》に成り代わる。そっちこそ忘れるんじゃねぇぞ」

『利益は圧倒的にこっちの方が大きいからね。お前には《純白の悪魔》に成り代わったという伝説を引っさげ、プロボクサーとしてデビューしてもらわなければいけない』

「悪いが、俺にファンサービスみたいなことは期待すんな」

『本物のスターなら、大衆に迎合する必要などない。お前には、それくらいデカい広告塔になってもらわなきゃいけないんだ。《凶きよう拳けん彗すい星せい》、お前ならできるだろう？』

　その引き換えに得られるもの。

「それが人の人生三つ分になるなら、いくらでも利用されてやる」

　家名を、金を、人生を。あいつらに人並みの幸せを。

『物分かりのいい後輩は嫌いじゃないよ。でも、失敗した時は、命を差し出す覚悟をしてもらわないとね』

「おい、ハジメ」

　スイがスマホを片手に割り込んだ。

「電話中だぞ」

「圧あつ黄きエリアにザクラが現れた」

「ザクラ……やっと来やがったか、あのでくの坊」

『こっちはいつでも行けるけど』

「だったら頼むぜ。見せてくれよ、先輩」

　受話器の向こうで小さな咳せき払ばらいがあった。

　直後、電話先の相手の声色が変わる。

『それでは、行きましょうか。私たちも期待していますよ、後輩くん』

　爽やかな青年の声だった。





　　◇






　圧あつ黄きエリアの廃ビル街。

　配備されていた汎用ヤンキーをひねり潰したザクラは、不穏な気配を感じ取っていた。

「こんだけ暴れれば、さすがのあいつも出てこざるをえないはずだが」

　今の自分には、ハジメを倒す力もレンジを倒す力もないだろう。

　右を極めろ？　馬鹿を言うな。

「……俺は、俺のやり方でお前を超えてやる」

「ぶつぶつ言ってんじゃねぇよ！　死ね！」

「ヒャッハー！」

　ザクラは突然現れた雑魚を片手で撥はね飛ばした。

　飛んでいく雑魚を見上げていると、空を背景に豆粒が移動しているのが見える。

「あれは……ヘリか？　いや、まさか！」

　ザクラの嫌な予感は当たった。

　飛んでいるのはヘリだ。ただし乗っている相手が悪い。

　あれは、圧黄高校出身、元ヤンのマスコミだ。

「クソが……！　これほど早く全方位爆撃してくるとは予想外だ！」

　ヘリに乗ったリポーターが全ネットに向けて語りかけている。元ヤンが牛耳るネットメディアの一つ────アッキＴＶ。

『ご覧いただけますでしょうか。ヤンキーの屍しかばねが積み上がっております。これが喧けん嘩か都市、猫ねこ丘おか区の現状です』

　ヘリが向きを変えるのと同時、ザクラはビルの路地裏に飛び込んだ。

　見つかったらまずい。標的にされると、ネットで炎上する。

　ザクラはアッキＴＶを起動した。

　ヘリに乗った筆頭アナウンサー林はやしが、甘いマスクを歪ゆがめて猫丘区の現状を憂えている。

『国や警察はさじを投げました。戦後最悪の荒廃と言われた猫丘区。荒れ果てたこの都市では、今日もヤンキーたちによる喧嘩が行われています』

　生中継で猫丘区の様子が流されている。

「ふざけた真ま似ねしやがって……。喧嘩は悪じゃないのに」

『今や猫丘区は無法地帯と成り果てました。ヤンキー文化は、百害あって一利なし。日本の恥！　彼らに支配された街の現状を我々はこのまま外から眺めているだけでいいのでしょうか！』

「てめぇも元ヤンだろうが……！」

『さて、この積み上げられたヤンキーの屍。いったいどこのヤンキーの仕業なのでしょうか？　我々はジャーナリズム精神で猫ねこ丘おか区の深部へと入り込みます』

　アプリの映像はザクラを追うようにビル裏へと回り込んでいく。

「くそがっ！　なんて動きをしやがる！」

『あ、あれはヤンキーでしょうか！』

　東京は猫丘区の空を見上げるザクラ。その視線を遮るのは、アッキＴＶのヘリコプターだった。視線がかち合いリポーターが歓喜の声を上げる。

『お分かりいただけるでしょうか！　路地裏にヤンキーが挟まっています！』

「バレちまった……！」

『おっと、ここで新しい情報が入ってきました』

　ザクラはすかさず路地裏を飛び出したが、図ったように圧あつ黄きの汎用ヤンキーたちがザクラを取り囲んだ。汎用ヤンキーたちがまとめてザクラに飛びかかり、全身にまとわりつく瞬間、アッキＴＶは都合良く晴れ渡った空にカメラをティルトアップした。無論、自陣である圧黄のヤンキーが敵を襲ったという証拠を残さないためだ。

『ヤンキーの屍しかばねの山を作り上げたと思われるあのヤンキーの個人情報を入手しました』

「プライドはねぇのか！」

　群がる汎用ヤンキーをホワイト・ワン・ショットでまとめてぶっ飛ばす。

　ヤンキーばんだカメラワークが、ザクラの一撃に合わせてフォーカスした。

『赤あか城ぎザクラ！　人間離れした攻撃で汎用ヤンキーを葬り去ったのは、黒くろ淵ぶち高校二年、赤城ザクラです！』

　ネットは炎上した。




「ザクラがやられた！」

　アオイはカフェを出たところで、手元のスマホでアッキＴＶの生中継を見ていた。

「アオイさん、これは、どういうこと……？」

「圧黄高校の最後の切り札、アッキＴＶだ」

「全然理解できない」

「アッキＴＶは知ってるだろ？　やつらの得意技は、世論操作。圧黄に有利な偏向報道だ。名前がバレたら最後、法で裁けっていう連中が猫丘区の外に連れ出そうとする」

「……恐ろしい」

　東北にネットが浸透していなくて助かった。

「そうした声がでかくなると、収拾がつかなくなる」

「喧けん嘩かどころじゃなくなるね」

「そこがやつらの狙いなんだよ。ただのヤンキー同士の喧嘩をマフィアの抗争のように報道しやがる。シマトリーもまともにできなくなるんだ」

「え、それ、大丈夫なのか？」

「関わったヤンキーは自主停学をしなければいけなくなる」

「じゃあ、ザクラは……」

「自主停学だ」




　ザクラのスマホにカチコミルからの激烈なプッシュ通知が到着した。

「うるせぇ！」

　開くと、自動的にシマトリーの画面になる。

　その文章は、画面いっぱいに表示されていた。

『シマトリー進行の妨げになる可能性を検出いたしました。引き続き参加を望む場合は、自主停学をしてください』

　自主停学期間：三日間

「くそがあああああああああ！」




　その声はアッキＴＶのヘリまでしっかり届いていた。

『いったんスタジオにお返しします』

　リポーターの林はやしは、マイクを切った後、ヤンキーの顔になる。

　アッキＴＶは社員のほとんどが圧あつ黄き高校の元ヤンＯＢで構成されるネットメディアだ。

　その筆頭アナウンサーが、林だった。甘いマスクに優しい目。しかし、瞳の奥にはたしかに元ヤンの暗い灯ともし火びを宿している。

　メディアの世界で天下を狙うアッキＴＶにとっては、土ど塔とうハジメというボクシングのプロ入り目前の逸材は捨てがたい駒だった。

　利用できるものは利用する。目的のためには手段を選ばない。

　それが、圧黄が持つヤンキーの最強に強い色だ。

「次に行くぞ」

「標的は？」

　パイロットの問いにリポーターはヤンキーの笑みを浮かべた。

「金髪の女だ」

「了解」

　パイロットが巧みに旋回する。目指すは、圧黄エリアの左端だ。

「黒くろ淵ぶちの金髪ヤンキー……覚えがあるなぁ。去年のシマトリーで《愛いとしき業ごう火か》にくっついて回っていたのも金髪だった」

「鬼おに津つアオイですね」

「あれも鬼津アオイか。これは、面白くなってきたな」




　レンジの見上げる先で、ヘリコプターが方向転換しているところだった。

「アオイさん、あのヘリ、こっちに向かって来てない？」

「私たちまで自主停学にするつもりか。レンジ、絶対に攻撃しているところを撮られるな」

　ヘリの進行に合わせて汎用ヤンキーたちが湧き出した。

　レンジとアオイを邪魔するように群がる。

「遅すぎるから攻撃を避よけるのは余裕だけど……」

　倒されないのを分かっているせいか、汎用ヤンキーたちは絶妙に嫌な場所に立ち塞がる。ザクラならイラついてぶん殴ってもおかしくはなかっただろう。

　レンジとアオイはなんとか路地裏に身を滑り込ませた。

「アオイさん、ビルの屋上に逃げるのはどうだろう」

「仕方ないか。ヘリにはバレるけど、ヤンキーもついてこれないだろう」

「よし、行こう」

　レンジとアオイは、路地裏で向かい合っているビルの壁を蹴って上昇した。

「なんだ、あいつら！　人間か！」

　ヤンキーの群れから悔しそうな声が上がる。

　屋上から見下ろしたヤンキーの群れは壮観だった。

　二人の姿に目を付けたヘリがブンブンと羽音を撒まき散ちらして接近してくる。

　レンジはアッキＴＶヘリを見上げた。

　勝ち誇った笑みのリポーターと目が合った。

『あれは、陰キャでしょうか？　屋上で陰キャが金髪ヤンキーにシメられている現場に遭遇しました！』

「歪わい曲きよく報道め！」

　アオイの叫び声は、当然テレビの向こうまでは届かない。

　リポーターはマイクを切り、現地で指揮を執る圧あつ黄きのＡ級準筆頭ヤンキーに連絡をとる。

「汎用ヤンキーをけしかけろ。金髪ヤンキーが戦っているところを映す」

『無理ですよ。誰もビルの屋上に上れません！』

「窓でも何でも割ってビルに侵入すればいいだろうが！」

『は、はい！　やります！』

　ビルの窓が一斉に割られてヤンキーがなだれ込んだ。

「まずい、レンジ！　ヤンキーが上ってくる！」

　相手の意図は分かっている。

　ビルの屋上は良いアイデアだと思ったけど、おかげで逃げ場がなくなってしまった。

　地上にも汎用ヤンキーが残っている。

　挟み撃ちにされている状況だ。

　ビル内に入ってカメラから逃れるのはどうだ？

　一時的には逃れられるかもしれないが……後でビル内でゴム毬まりになった汎用ヤンキーを見れば何が起きたのかは明らかになる。

　だとすれば、残された手段は────




　ヘリの羽音は徐々にビルの屋上に近づいていた。

　林はやしは切れたマイクを片手に事が動き出すのを見守っている。

「あの陰キャ……シメられるわけじゃないのか。そういえば、土ど塔とうが言っていたな。得体の知れない陰キャがいると」

『あいつはただのＤ級ヤンキーです。余裕ですよ』

　電話で繋つながっている準筆頭ヤンキーが答える。

『問題は鬼おに津つアオイです。俺たちのほとんどが、あの女にやられました』

「そうだろうな。あいつはＳ級だ。陰キャの方は、鬼津アオイの足手まといだろう。標的に変更はなしだ」

『屋上に突入できます！』

「よし、行け」

　林はマイクを握り直し、汎用ヤンキーが現れるのに合わせて生中継に繋げた。

『なんと、ここで偶然、汎用ヤンキーの群れと金髪ヤンキーがかち合っています！　おっと、申し訳ございません。ヤンキーの圧に押されてカメラが上を向いてしまっています！』

　カメラは空を見た。

　汎用ヤンキーたちが襲っているところは映さず、視聴者にはあくまでも金髪ヤンキーが一方的に蹂じゆう躙りんしたと思わせる。

　リポーターは心の中で叫んだ。

　さあ、汎用ヤンキー共をぶっ飛ばせ！

　黒くろ淵ぶちの金髪ヤンキー、お前も自主停学行きだ！

　しかし、林の思惑に反してヤンキーたちは動き出さなかった。すかさずマイクを切って現地のヤンキーに繋ぐ。

「おい、どうした！　さっさと動け！」

『ダメです……汎用ヤンキーがビビってます』

「何を言ってるんだ！　ここまで追い詰めただろうが！」

『ダチがみんな鬼津アオイにやられてるんですよ！　屋上に出て逃げ場がないのは、こっちだって同じです！』

「チッ。おい、パイロット！　屋上に寄せろ！」

「了解」

　林は拡声器を手に取り、窓を開け放った。

「所詮ヤンキーだ。煽あおれば動くんだよ」




　アオイは屋上で究極の二択を突きつけられていた。

　手を出したら自主停学。出さなければ負ける。

「レンジ、もう無理だ！　倒すしかない！」

　その時だった。

　頭上から劣悪な品質の拡声器による割れた声が降り注いだ。

『久しぶりだよねぇ、鬼おに津つアオイ』

「なんだ？」

『覚えていない？　悲しいなぁ。こっちは、よーく覚えてるっていうのに』

「アオイさん、知り合い？」

　レンジに問われて考えてみるが、アオイの記憶では、アッキＴＶの名物リポーター林はやしとの接点などあるはずもなかった。

「喋しやべったこともないはずなんだけど」

『まさか忘れたか？　去年のシマトリー、《愛いとしき業ごう火か》が戦う姿は格好良かったよなぁ』

　瞬間、アオイの脳裏にいくつもの光景がフラッシュバックする。

　メディアの乱入によって本来の力を存分に発揮できなかった師匠の姿。すべては他のヤンキーたちのため。ヤンキー全体ではなく、自分一人が悪者なのだと世間に見せつけるため。本来なら猫ねこ丘おか区全体に向けられるはずのカメラを、派手な戦闘スタイルですべて一身に引きつけた。汎用ヤンキーたちを倒すたびに翻る赤き特攻服。はためく長丈は、地獄に揺らめく炎のようだと言われた。

　冠された異名は、《愛しき業火》。

「あいつだったのか……トキコさんを執しつ拗ように追い回したのは」

　アオイの全身の《邪気威ヤンキー》は沸騰寸前だった。

「アオイさん、大丈夫？」

「ごめん、レンジ。私はあいつを許せない」

「気持ちは分かる」

　元ヤンのくせにヤンキーの喧けん嘩かに介入するなんて。

　アオイは拳を握りしめ、大きく息を吸った。

「おい、元ヤン！　今すぐ降りてきて私とタイマンを張れ！」

『お前は馬鹿か？　相手だったら、そこに腐るほどいるだろう！』

「卑ひ怯きようだぞ！」

『だったら、汎用ヤンキーを全員倒したら相手してやる。見せてみろよ、《愛しき業火》みたいな派手な喧嘩をさぁ！』

　そんなことをしたらアオイも自主停学だ。

「くそっ！」

　世間は言うだろう。ヤンキーはろくなものじゃない。

　黒歴史を封印してオタクとして生きるレンジにもその気持ちは分かる。

　でも、黒歴史があったからこそアオイの気持ちや夢にも共感できるのだ。

　今はアオイを応援したい。いつかアオイの夢が結実する時が来る。そう確信している。

　だからこそ、時間をよこせ。

　金髪ヤンキーの努力を妨げるな。

　もしも、ヤンキーの喧けん嘩かを邪魔しようとするやつがいるんだったら、俺が潰して舞台を整えてやる。それが──推しのために全力を尽くすオタクの矜きよう持じだ。

「アオイさん、俺がなんとかする」

「なんとかって」

「敵は汎用ヤンキーじゃない。あのリポーターだろ？　舞台は俺が整える」

『さぁ、行け！　汎用ヤンキー共！　突っ立っていてもやられるだけだぞ！　ヤンキーなら、死ぬまで抵抗してみろ！』

　林はやしの激励で屋上には汎用ヤンキーたちの鬨ときの声こえが上がった。汎用ヤンキーたちが、飛びかかる瞬間、アッキＴＶのカメラは例の如ごとく空を見上げて自陣営の不都合を隠蔽する。

　その瞬間を、レンジは見逃さなかった。

　陰キャは神速を纏まとった。

《寂じやつ光こう刹せつ那なの境地》。

　即座に汎用ヤンキーの群れに飛び込む。

　目的は、シマトリーに参加する者なら誰しもが持っているもの────スマホだ。

　汎用ヤンキーが認識できない速さで駆け抜け、一秒の間に一〇台のスマホを抜き取った。

「スマホの強度はそこそこ……投げてすぐ壊れても困るけど、弾は確保した」

　ここまでは、レンジの作戦通りだ。

　手にしているスマホは、遠距離攻撃の弾丸。自らが動く砲台になって標的を撃ち抜く兵器になる。振り向いた先にいるのは、バタバタと羽音を立てるヘリだ。撮影のためにかなり近い位置まで高度を下げてきている。ヤンキーが思いっきり飛びつけば届く程度の位置にいるのは、油断していると言うほかないだろう。

「さてと、うまくいってくれよ……！」

　レンジは、手にしているスマホを四台まとめて投とう擲てきした。

　放たれたスマホはヘリの窓に突き刺さり、破砕音を上げて窓ガラスと共に爆散した。

「お、いける。四台もいらなかったかな」

　続けざまにもう一台投擲。

　空中に放り出されたスマホは、一直線にヘリの窓枠を通り抜け、林が手にしていたマイクに当たって砕け散った。へし折られたマイクが林の手から離れ、機内で散らばる。

　林は、ようやく事態の異常さを悟った。

「は、早くカメラを戻せ！」

　カメラマンに指示を飛ばした頃には、すべてが遅かった。

　レンジの手から三台のスマホが放たれている。それは、カメラが下を向く瞬間のこと。

　三つのスマホがカメラマンの手を弾はじき、レンズに突き刺さり、宙に浮いたカメラの胴体を真っ二つにした。

「そんな、馬鹿な……！」

　林は恐おそれ戦おののいた。非現実的なことが、目の前で起こっている。

　鬼おに津つアオイは────微動だにしていない。だとしたら、誰の仕業だ？

　林はやしはようやくカメラにスマホが刺さっていることに気づいた。

「……スマホ？　まさか、スマホを投げてるのか!?」

　ばっ、と屋上を見下ろすと、陰キャと目が合った。手にしているのは二台のスマホ。

　あれが、弾だと言うのか!?

「こ、高度を上げろ！　殺されるぞ！」

　林の指示でパイロットが慌てて高度を上げ、撤退を図ったが、無駄なあがきだった。

　レンジは汎用ヤンキーを足場代わりにして塔屋に飛び乗り、一切躊ちゆう躇ちよのない跳躍で空中へ躍り出る。逃げようとしていたヘリは、再びレンジの射程圏内に捉えられた。

　レンジの手から放たれた九台目のスマホが、風を切って空を飛ぶ。

　スマホはアメリカ製だけあって頑丈だったが、摩擦に耐えきれず火花を上げていた。

　軌道の先にはパイロットの鋭角な顎がある。

　スマホが顎をかすめ、パイロットはカクンと首を捻ひねった。投とう擲てきされたスマホは割れた窓の向こうへと通り抜けていく。顎をかすめただけの一撃は、必要十分な力で的確にパイロットの脳を揺さぶっていた。

　途端にヘリが制御を失って傾く。

「お、おい！　パイロット！　何をしている！　早く────」

　思わず立ち上がった林の呼びかけも虚むなしく、パイロットは気絶していた。

「……俺は、いったい何を見せられているんだ……？」

　林は自分が見たものを信じることができなかった。アッキＴＶのカメラを持って街に繰り出し、圧あつ黄き以外のヤンキーたちを世論操作で社会的に抹殺する。この切り札を駆使して今年こそ圧黄高校がシマトリーを制覇し、《純白の悪魔》に成り代わり、土ど塔とうを最強に強いプロボクサーとして広告塔に据えてアッキＴＶはメディアの世界でのし上がる。そういうプランを用意していた。邪魔をできるヤンキーなどいない────はずだった。

「本当に……陰キャ、お前、なのか？」

　林の視界に入るのは、宙に跳び上がる陰キャの姿。目元を隠す前髪が、跳び上がった拍子に靡なびいていた。露あらわになるのは鬼の形相。

　林の心臓は凍り付いた。

　何が行われているのかを認識することはできなかった。理解できたのは、飛んできたスマホがカメラを破壊し、パイロットを気絶させ、ヘリを墜落させたということだけ。その後に現れたのが、鬼の形相だとしたら、導かれる答えは限られる。

「純白の────」

　ヘリは近づきすぎたのだ。

　その、伝説に。

　ヘリの羽音が弱々しく消えていく。

　レンジが華麗に屋上に着地すると、ヘリは無様に地上へ落下していった。

　接地。ヘリは凄すさまじい音を立てた後、炎上した。

　レンジは十台目のスマホを耳に当て、通話を開始する。

「残念だけど、作戦は失敗だったよ」

　電話先の相手に無慈悲な宣告をする。

　圧あつ黄き高校の汎用ヤンキーが、連絡先画面の一番上にピン止めしている相手。

　土ど塔とうハジメ。そいつが、電話先で唸うなるような声を上げた。

『なんで、お前が……』

「引きこもってないで見に来ればいいんじゃないか？」

『馬鹿にしやがって！　このクソ──』

　通話が切れた。怒りのあまりスマホが握りつぶされてしまったのだろう。

「さて、と」

　レンジは汎用ヤンキーの群れに向き直った。

　一連の流れを汎用ヤンキーたちは理解していなかった。

　気づいたらヘリが落ち、なぜか上から陰キャが降ってきて、陰キャのくせに土塔ハジメを相手に偉そうな口を叩たたいている。

　それが、汎用ヤンキーたちの認識できたすべてだった。

「残飯処理はやっておく。アオイさんは行ってくれ」

「レンジ……」

「やつも元ヤンだからな。これくらいならピンピンしてるはず。一発、叩き込んできなよ。道は、俺が空けるから」

　言うが早いか、レンジは進行方向にいる汎用ヤンキーを一秒以内にまとめて片づけた。

「アオイさん、今だ！」

「ありがとう、レンジ！」

　アオイは汎用ヤンキーでは決して捉えられない速さで屋上のドアをくぐり抜けた。

　その後ろ姿を見送った後、レンジは強烈な違和感を覚えて動きを止めた。

　残った汎用ヤンキーたちがレンジに襲いかかる。拳を握りしめて距離を詰めてくるが、レンジは一切動かずに思考していた。

　視線だ。時折感じていた視線に慣れてきたのか、前よりも大まかな位置が分かるようになっている。この程度……東北にいた頃なら確実に一発で分かったはずなのに。

「認めたくないけど、だいぶ弱くなってるな」

　レンジは自嘲気味に笑う。

　そして、その視線が誰を追っているのかを確信した。

　アオイがいなくなった今、監視する価値があるヤンキーは一人しかいない。

「……最初から、俺が目的だったのか」

「ぶつぶつ言ってんじゃねぇぞ、クソ陰キャ！」

　汎用ヤンキーとレンジの距離がゼロになる瞬間、レンジは《寂じやつ光こう刹せつ那なの境地》を駆け抜けて残っていた汎用ヤンキーをまとめて片づけた。

　同時に視線を感じなくなる。

　レンジは鬼の形相も隠さずに屋上から街を見下ろした。

「逃げ足も速いな」

　その声は、陰キャらしからぬドスのきいた声だった。





　　◇






「くそっ……なんだったんだ、あれは」

　墜落したアッキＴＶのヘリは炎上していた。機内から這はい出てきた林はやしは、ボコボコのアスファルトにそびえ立つビルを憎々しげに見上げる。

「あのガキ共、絶対に許さねぇ」

　ヘリに機関銃でも搭載しておけばよかったか。この圧倒的に有利な状況で、まさか元ヤンが二人もやられるとは。このまま舐なめられっぱなしではいられない。元ヤンとして、借りはいつか絶対に返す。林はヘリに視線を戻してため息を吐ついた。

　パイロットとカメラマンは、機内ですっかり気を失っているようだ。

「おい、お前ら……それでも元ヤンか？　寝てないで、さっさと────」

　殺気。

　恐る恐る振り返ると、ビルから凄すさまじい《邪気威ヤンキー》が溢あふれ出ていた。放出の元になっているのは、たった一人のヤンキー。ビルを出てきた金髪の少女は、一歩一歩を踏みしめるようにゆっくりと近づいてくる。その姿は、林の目には確かに悪魔のように映った。

　鬼おに津つアオイだ。

「待て、落ち着け、来るな……！」

「もう忘れたのか？　お前は言ったはずだ。全員倒したら相手になるって」

「待て待て。いったい何に怒ってる？　《愛いとしき業ごう火か》赤あか城ぎトキコのことか？　たしかにな、去年のシマトリーで追い回したのは俺だが、ジャーナリズム精神ってやつだろ？」

「お前がジャーナリズム精神なら、私はヤンキー精神で応えてやる」

　アオイが拳を握りしめると、殺気混じりの《邪気威ヤンキー》はさらに吹き上がった。

「俺が悪かった、赤城トキコのことは謝る！　な？　俺をボコる理由はなくなっただろ？」

「人の家を土足で荒らしたんだぞ。許してもらえると思うな！　猫ねこ丘おか区は、私が守る！」

「はっ、はは、好き勝手言いやがって！　所詮、こんな街、荒れ果てた喧けん嘩か都市だ！」

「今はそうかもしれない。でも、行き場を失ったヤンキーたちの唯一の居場所でもある。ここは、ヤンキー文化が根付く街だ！　この街は私が変えてやる！」

「口だけなら何とでも言える！　アッキＴＶの視聴者の反応を知らないのか？　ヤンキーは暴力的で喧嘩ばっかり。文化なんて百害あって一利なし！　それが世間の評価だ！」

「それは誤解だ！　拳でしか伝わらない想おもいだってあるだろ！　この社会は多くのヤンキーに支えられてることを世間は知らない。お前らメディアが伝えないからだ！」

「馬鹿め。正しいのはこっちなんだよ。事実、物を壊したり人を脅したりするヤンキーたちが世の中には大勢いる。お前はヤンキーの悪い面から目を背けてるんだ。結局、自分が大切だからだ！　変えられるって言うならやり方を言ってみろ、クソアマ！」

「私が最強になって、新しい伝説になって、ヤンキーたちの憧れになる。そうしたら、ヤンキーに支えられたこの社会をぶっ壊すような悪いヤンキーはいなくなるはずだ。その時には……私に憧れるヤンキーは、全員私の仲間になっているからッ！」

「そんなもの《純白の悪魔》にも出来なかった世迷い言じゃないか！　俺たち元ヤンは知ってるんだよ。強さは人を動かせても、生まれ持った性根までは動かせないってなァ！」

「いいや、ヤンキーに最強の強さがあれば心だって動かせる。私は、背中で語ってやるよ。お前みたいな社会や文化を壊す悪いヤンキーは、ぶっ倒す！　これが、ヤンキーが目指すべき正しさだってな！」

　アオイはヒビまみれのアスファルトを蹴った。

　その動きを見た林はやしは、即座に避よけるのをあきらめた。

　胸の前でガードを組み、アオイの一発を単純なものにするために精一杯の煽あおりを考える。ヤンキーの精神をぶち折る致命的な言葉。悪あがきを超えた攻撃性の高い言葉。その言葉は、口角をいやらしく上げた林の口から放たれた。

「ガキが一人でイキってんじゃねーよ！　お前みたいな世間知らずの雑魚に社会を動かす強さなんて、あるわけねーだろ！　《愛いとしき業ごう火か》ですら俺たちに負けてんだよッ！」

　その言葉には、少なからず効果があった。

　アオイは奥歯を噛かみしめ、ぐっとさらに拳を握り込む。

　今のアオイに戦況を一人で変える力などない。それは去年だって同じことだった。どれだけ夢や理想を語ったところで、実力が伴わなければ世界を変えることなどできない。

　本当は分かっている。今の自分に頂点を取る実力などないことを。

　でも、だからこそ……絶対に精神だけは折るわけにはいかなかった。

　たとえ、弱い自分に嘘うそを吐ついてでも。

　いつか最強のヤンキーになって、猫ねこ丘おか区に秩序を作り上げる。その想おもいだけは絶対に手放してはいけない。猫丘区で最も最強に近いと言われたあの人が、同じ想いを持っていてくれたから。信じてくれたから。

　アッキＴＶは、その想いのすべてを否定した。

　だからこそ、罪深い。

「お前の罪の重さを噛みしめろ！」

　アオイは助走をつけて跳び上がり、鉄てつ槌ついのような拳を振り上げた。




　一年前。

　かねてより予告されていた通り、シマトリーはヤンキーの祭典として始まった。個人戦ではなく学校ごとの団体戦になったのには理由がある。ヤンキーというものが、そもそも群れるものだからだ。勝者に与えられるのは、ヤンキー界において最大の伝説と言われる《純白の悪魔》の成り代わりという冠だけ。

　猫ねこ丘おか区で生きるほとんどのヤンキーが、頂点を目指してシマトリーに参加した。その頂点の意味は、万差億別、兆人兆色。ヤンキーによってまったく違う意味を持つ。

　しかし────あの人は、同じだった。

「トキコさん、逃げないと！」

　赤あか城ぎトキコは黒くろ淵ぶち高校の校庭のど真ん中で仁王立ちしていた。

　全校生徒の中でもザクラの次に高いタッパ。モデルヤンキー顔負けの長身を覆うように真っ赤な特攻服がくるぶしまで流れる。

　背中にでかでかと殴り書きされた文字は『鬼き怒ど愛あい落らく』。

　その本当の意味をアオイはついぞ教えてもらうことはなかったが、赤城トキコは敵を前にして鬼のように怒気を露あらわにし、仲間には無償と言うには照れくさい裏腹な愛を振りまいていた。

　その日は、シマトリーが開催された日だった。

　黒淵は腐っても古豪と呼ばれる高校だ。周辺の高校に比べると、Ｓ級ヤンキーの数は少なくなかったが、それだけだった。全体の戦力は手薄で数に押されるだろうとの前評判。誰もが戦力的に沈めやすく名前に価値のある黒淵が真っ先に狙われると予測していた。

　まさにその予測通り、開始早々シマトリーのマップを確認すると、黒淵の汎用ヤンキーたちのエリアがぽつぽつと塗り替えられ、他校のヤンキーたちがもの凄すごい勢いで黒淵に迫ってきているのが分かった。Ｓ級からＢ級の精鋭ヤンキーが、間違いなく一〇〇人はいることだろう。

　それでも、校舎を任された赤城トキコは、一人でそこに立っていた。

「アオイ、馬鹿言ってんじゃないよ。逃げたってどうにもなんないだろ」

「戦える人数じゃない！　こんなの無む茶ちやだ！」

「分かってないねぇ。今、黒淵はナメられてんだよ。黒淵の校舎を守るのは雑魚しかいない、今なら古豪を簡単に落とせるってね。だったら、やることは一つだと思わないかい？」

「トキコさん……ここでいきなりあんたを失ったら、黒淵は終わりだ！」

「逃げたら、その時点で終わりだろうが！　あたしらがやることは一つだよ。黒淵は誰一人雑魚じゃない、古豪は強いまま。なぜなら、黒淵にはあたしがいるから。それをカチコんできた大馬鹿野郎共に教えてやんなきゃいけねぇだろ！」

　そう言った背中は、アオイにとってあまりにも大きかった。

「……トキコさん」

「アオイ、言ったよな。猫丘区で最強になって秩序を作る、猫丘区をヤンキー文化の発信地にするって。いいじゃねぇか。好きだぜ、そういうの。でもな、口だけじゃヤンキーは務まんねぇだろ」

「ち、違う！　私はただ、現実的に……」

「現実？　そんな腐ったもん、あたしは教えた覚えなんてないッ！」

「トキコさんだって、一〇〇人の精鋭ヤンキー相手には勝てないだろ！」

「いいか、アオイ。ヤンキーの世界ってのはな、勝ち負けだけじゃねぇんだよ。見てな、あたしが秩序の作り方ってやつを教えてやる」

　黒くろ淵ぶちの校門を突っ切り、爆速のヤンキーが単騎で乗り込んで来た。校庭を駆け、一直線にトキコ目がけて向かってくる。その後ろには、ぞろぞろと一〇〇人のヤンキーが控える。

　アオイは、思わず目を覆いたくなってしまった。

　これだけの人数を捌さばけるのは《純白の悪魔》だけだ。いくら最も最強に近いと言われたトキコでも勝てるわけがない。

　そう、思っていた。

　仁王立ちのトキコは、サッと腰を落とし、全身の《邪気威ヤンキー》を必殺の右手に集中させた。

「業火の右手──インフェルノ・ワン・ショット！」

　纏まとう《邪気威ヤンキー》は業火の如ごとく。

　その衝撃は、たった一撃で地獄を見せる。

　飛び込んできたヤンキーを真っ正面から迎え撃った拳は、爆速ヤンキーの土手っ腹を確実に捉えていた。

「ぐわあああああああああ！」

　彼のランクはＡ級。集団の中ではそれなりに高い地位を持つ。そんなヤンキーが木っ端のようにぶっ飛ばされた。ゴム毬まりと化したヤンキーは、集団のど真ん中を一直線に突き抜け、黒淵高校の校門から外へと放り出されていた。意識を失って大の字で曇天を仰ぐ彼は、地獄の業火の夢を見ることだろう。

　その瞬間、ヤンキーたちはぴたりと動きを止めた。

　近づいたら必殺の一撃で打ち取られる。

　たった一つの強大な恐怖が、一〇〇人のヤンキーをその場に縫い付けていた。

「見えるかい、アオイ。これが、秩序だよ」

「すげぇよ……トキコさん」

「その場限りならあたしでも作れるんだ。でも、あんたがやろうとしてるのは、もっと大きなことだろう？　あたしの拳じゃ、ここにいるやつらの根っこまでは変えられないのさ」

「でも、私はトキコさんに比べたら、全然弱くて……」

「そんなこと知ってるよ。あんたはこれからだ。もっと強くなりたいんだろう？　だったら、逃げるな。倒れたって前に進め。ヤンキーの精神だけは、絶対に折るんじゃないよ」

「…………はいっ、トキコさん！」

　アオイの記憶に残る真っ赤な背中は、その時、淡く滲にじんだ。




　跳び上がったアオイの視界はうっすらとぼやけていた。強く顔を歪ゆがめ、それでも猫ねこ丘おか区の敵である標的からは決して逸そらさない。

「これが、私の想おもいだ！」

　ガードをかいくぐり、名もなき拳を元ヤンの土手っ腹に叩たたき込んだ。

「ぐはああああああああ！」

《邪気威ヤンキー》を纏まとったその一撃で、リポーターの林はやしは意識を失った。

　アオイは跳び上がった勢いを殺しきれずにアスファルトの上を転がる。

　しばらく倒れたまま動かなかったが、やがて脱力した肩を無理やり持ち上げて立った。

　いつまで、自分自身に嘘うそをついていられるか。

　去年から今までを集約した一撃。間違っても最高の出来だったとは言えまい。

　アッキＴＶによって簡単に追い詰められてしまった。きっと、トキコであれば一人で打開することだってできただろう。でも、アオイにはできなかった。

　すべてをレンジに任せ、自分がやったのは死に体の林に一発ぶち込むことだけだ。

　──お前みたいな世間知らずの雑魚に社会を動かす強さなんて、あるわけねーだろ！

　林の言葉が脳内を渦巻く。

　俯うつむいたアオイの頬ほおには、目から出た汗が筋を作っていた。

「あいつの言うとおりだ……私みたいな雑魚じゃ、だめなのかな。こんなんじゃ、シマトリーで天下を取るなんて、無理だよな……一人でも戦えるくらい強くならないと……仲間に頼るだけじゃだめだ……私自身が秩序を作れるくらい、強くならないと……そうしないと、猫ねこ丘おか区は変えられない……トキコさん、なんで……なんでいなくなったんだよ……私にはまだ、あんたが必要だよ……」

　目元に押しつけた腕が、熱く湿っていく。

　不意に頭が何かにぶつかった。後ろから優しく押さえこまれ、全身が包まれる。

「アオイさん、おつかれさま」

　最高の彼氏であり、ヤンキー界で最も最強に強いヤンキー。

　アオイは咄とつ嗟さに目元を隠した。

「あはは、レンジ、違うんだよ、集中してたらまばたきを忘れちゃって……」

「分かってるよ」

　なんだよ、それ。

　アオイは腕を回して、決壊した目元をレンジの胸に押しつけた。

「レンジ……弱いヤンキーで、ごめん」

「いいや。悔しさを感じられる人は、強いよ」

「私……本当は《純白の悪魔》と付き合えば、強くなれると思ったから付き合ってる。そういう打算でレンジのことを好きになってる……」

「気にしないから」

「なんで……そんなの……ううっ、うえええええっ！」

　廃ビルが林立する街の中に金髪ヤンキーのらしくない声がこだました。























●第四章　かつて栄えた華やかな栄華




　アッキＴＶが巻き起こした事件から一夜明け、ザクラは暇だった。

　自主停学一日目。木曜日。

　改造五〇㏄スクーターのコールが街を満たす朝だった。

　純白のベッドに寝転び、すっかり眠気が吹き飛んだ頭で、白い天井をただ眺めている。

　奪われた生徒は週明けの月曜日のうちに取り戻さなければいけないが、自主停学の三日間に加えて土日はシマトリーの進行がない。

　つまり、ザクラがシマトリーに復帰できるのは、木金の二日を経て土曜に停学が明けても、期限の最終日である月曜日。

「あの二人がうまくやれなかったとしたら……」

　自分が関与できないことが歯がゆくて仕方がない。

《純白の悪魔》は《七しち裏り結けつ界かい》と呼ばれる七人の最強のヤンキーを率いていた。彼ら一人一人に《純白の悪魔》のような伝説があったが、やはり誰一人として《純白の悪魔》には勝てなかったという。《純白の悪魔》は強すぎた。

　ザクラは自分を省みる。

　俺はどうだ？　俺にそんな手下はいるのか？

　スマホは沈黙している。自主停学を心配する者はいない。

　まだまだ《純白の悪魔》には届かない。

　あの程度の謀略に嵌はめられて自主停学なんてしているようでは……。

　ハジメにすらフウ・キン・オンギョウという舎弟がいるというのに。

「あの三人も俺とはガキの頃からの付き合いだってのに……なんで俺じゃなくてハジメを選びやがったんだ」

　ザクラもハジメも同じ《天てん下か逆ぎやく上じよう》と呼ばれた六人のうちの一人。舎弟になるならハジメではなくザクラでもよかったはずだ。

「ああ、くそっ！　考えすぎだ。飯でも作るか」

　猫ねこ丘おか区に住む学生のほとんどがそうであるように、ザクラは一人暮らしなのである。

　ザクラは形から入るタイプだ。極まった一撃に《純白の悪魔》リスペクトの名前を付けているように。

　ベッドも布団も当然純白。ワイシャツは純白を保つために白さ際立つ柔軟剤は欠かせない。柔軟剤は猫丘区のヤンキーにとって必須アイテムだった。もちろん毎日のアイロン掛けも怠ることはない。

　キッチンに入れば調理器具から食器まですべて白で統一されている。

　炊飯器が炊飯完了の奇声を上げた。

　もちろん中身は純白の白米である。炊き込みご飯は断固として許さない。

　冷蔵庫の食材は、できる限り東北産で統一している。

　やはり東北の野菜は底に秘めたパワーが他の野菜に比べて段違いだ。

「どうせ自主停学なんだ。朝っぱらからカレーでも作るか」

　ザクラは冷蔵庫から出した東北の野菜をまな板に並べて八つ裂きにし始めた。

　レンジが実家から送ってもらう野菜に比べると、その野菜のパワーは数段落ちる。それでも猫ねこ丘おか区のスーパーで売られているものに比べれば天と地の差があった。

「《純白の悪魔》だったら……どんなカレーを作るんだろうなぁ」

《純白の悪魔》お手製カレーを妄想しながら油をぶちまけた純白のフライパンを火にかける。十分熱したところで粉こな微み塵じんにした野菜をひっくり返し、熱地獄の中で飴あめにしていく。

　改造五〇㏄スクーターのコールと炒いため音が絶妙なハーモニーだった。

　鍋に大量の東北トマトをぶち込み、飴野菜と共に火にかけていく。

《先天性不良》流カレーは水を使わない。無水カレーである。肉は鶏とり肉にくだ。

「安あ室むろレンジ、あいつは本当に東北出身なのか」

　一人暮らしなので独り言も多い。

「《純白の悪魔》と知り合いだったりしないか。始まりの終末……いや、まさかな」

　ザクラは重度の《純白の悪魔》信者だった。

《先天性不良》流カレーが出来上がった。最強に強い野菜の祭典カレーとも言うべきそれは、《純白の悪魔》流ポトフに負けず劣らずの出来映えである。

　ザクラはにやけ顔で合掌した。

「いただきます」

　騒音にまみれ荒れ果てた街の優雅な朝だった。

　自主停学解除まで、あと三日。

「……うまい」
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　土ど塔とうハジメは昨日のアッキＴＶ事件がカチコミルのトレンドになっているのを見て苦虫を噛かみつぶした。

　話題にはなったが、目的の半分しか達成できていない。

「ザクラの馬鹿は自主停学に追い込めたが、アオイの方はぴんぴんしてやがる。おい、当事者はまだか！」

　慌てた様子のＡ級ヤンキーが部屋に入ってきた。彼は包帯に身を包んだミイラだった。

「お前、なんだそのふざけた格好は」

「ミイラです」

「まあいい。何があったのか教えろ」

「あの時、俺はリポーターの林はやしさんに言われて汎用ヤンキーと一緒にビルに乗り込みました。屋上に出て、鬼おに津つアオイに襲いかかろうとしたら……ヘリが落ちたんですよ」

「過程を省くんじゃねぇ」

「ヘリに銃弾が飛んでいくのはかろうじて見えました。どこかに狙撃手がいたんです！」

「狙撃手だと？」

　さすがに銃器を持ち出すような輩やからが黒くろ淵ぶち高校にいるとは思えない。まさか新手か？　いや……漁夫の利を狙うにしてもこのタイミングで他校が介入してくるのは理由が分からない。黒淵の同盟だとしても、そんな話は聞いていない。

「鬼おに津つアオイの動きは見えたのか？」

「やつは一歩も動いていませんでした」

「一応聞くが、陰キャは何をしていた」

「上から降ってきました」

「は？」

「俺たちが屋上に突入した時は、影が薄すぎてどこにいたのか分かりませんでしたが、ヘリが落ちるのと同時に上から降ってきたんですよ」

「寝ぼけてんじゃねぇぞ！」

「寝ぼけてません！」

「他の仲間は確認できたのか」

「その二人しか……」

「使えねぇ。俺に電話してきたやつは、本当に陰キャだったのか」

「それは、陰キャですよ」

　やはり、煽あおりヒャッハー！の相手は陰キャだったか。

「そいつがヘリを落としたんじゃねぇのか？」

「陰キャはただ降ってきただけです」

「つまり、そういうことか」

「なんです？」

「お前程度では視認できなかったってことだ。Ｓ級とＡ級の間には越えられない壁がある。お前らは、まだ《邪気威ヤンキー》をコントロールできないだろ」

「俺はミイラですけど……準筆頭ヤンキーですよ」

「てめぇが本物のヤンキーなら、いずれ気づく。俺に《寂じやつ光こう刹せつ那なの境地》は説明できねぇ」

「はぁ」

　ハジメは説明を放棄した。

　でも、だとしたら、あの陰キャはＳ級相当の強さを持っているということになる。

　たしかに動きは速いし一発も重かったが、それほどなのか？

　本能を信じるなら、化け物クラスの強さなのだろうが。

「あの電話さえなければ、すべて鬼津アオイの仕業だって確信してるんだがな」

　あの時、確かに勝てないと直感した。あれが本当の実力なのか、どうか。

　いまだ計りかねる。

「まあいい。次の作戦だ」

「俺も参加するんですか？」

「ミイラは永眠しろ」

「はい」

　ミイラが去ろうとする。

「いや、待て。次の作戦の前に一つ仕事をしてもらう」

「なんでしょう」

「人質の中から赤あか城ぎザクラと親しかった者を連れてこい」

「分かりました。すぐに連れてきます」

　ハジメが指示を出すと、ミイラは部屋を出て行った。

　しばらくして、一人で戻ってくる。

「おい、なに一人で戻ってきてやがる」

「それが……赤城ザクラと親しい者はいなかったんです……」

　ハジメは真顔になった。

　昔からそうだが……あいつ、人望なさすぎるだろ。

「今じゃあれで黒くろ淵ぶちの《純白の悪魔》を名乗ってるんだからな。聞いて呆あきれる」

　そうなると、この作戦は使えな……いや、むしろ人望がない方がいいのか？

「赤城ザクラに特別恨みのあるやつを連れてこい。俺が上う手まく使ってやる」

「すぐに連れてきます」

　ミイラが去り、一人になった部屋で土ど塔とうハジメはほくそ笑んだ。カチコ映えしないその顔で自撮りをキメ、悦に入る。
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　その頃、レンジとアオイは普通に登校していた。

　当然ながら生徒がほとんどいない上に教師までいないので授業は自習だ。

　教室にはレンジとアオイの二人だけだった。

「レンジ、アッキＴＶの掲示板でヤンキーの仲間を募集しよう！」

「酒場で仲間を募集するＲＰＧか……」

「いやいや、冗談。見てないか？　今、面白いことになってるぞ」

「スマホデビューしたばっかりでさ。カチコミル以外まだ分かんないんだよね」

「東北にスマホはなかったのか」

「まあね」

「あ、ないんだ」

　東北時代は本当に不便だった。

　二次元の情報収集はすべて型落ちのパソコンでやっていた。サポートの切れた一昔前のＯＳがぶち込まれたそいつは、オタクにとっての生命線でもあった。

　見たいアニメが放送されないからサブスクに課金するしかないのだ。

「ほら、これがアッキＴＶ掲示板だぞ」

「たしかに炎上してるね……」

　ヤンキー共は人間ではなくバケモノだ、という書き込みで溢あふれている。ヤンキーは法で縛るべきだという意見が持ち上げられているのも無視できない。

　猫ねこ丘おか区は現代のスラム街。

　そんな書き込みを見るアオイの目は悲しそうだった。

「大丈夫だよ、アオイさん。いつか一般の人たちも分かってくれる」

「そうなるように私が頑張らないと」

「俺も協力するから。まずは圧あつ黄きに勝とう。そうすれば仲間も増える」

「そうだな。善いヤンキーを増やしていかないとな」

「いつまでに人質を取り戻さないといけないんだっけ？」

「月曜日かな？　だから、急がないと」

「月曜日かぁ」

　レンジはシマトリーのマップを起動した。

　昨日と一昨日おとといの連戦で圧黄の陣地は確実に黒くろ淵ぶちがかじりとっている。表示された圧黄の残るエリアは、廃ビルまみれの寂れた街並み。このどこかに土ど塔とうハジメと黒淵の生徒たちがいることになる。

「この中から大人数が収容できる建物をリストアップして、しらみつぶしにすれば……」

「生徒を取り戻せる」

「よし、方針は決まった。行こう、アオイさん！」

　レンジとアオイは窓の桟に足をかける。

　飛び降りる直前のことだった。

　────ブロロロロロロ……。

　胴長短足の車による改造マフラーの騒音が響き渡っていた。

　柄の悪い車高の低さは、元ヤンのそれだ。

　テラテラと黒光りしながら我が物顔で校門の前に駐とまる。

「アオイさん、あれは？」

「たぶんだけど、チンピラ……ヤクザの下っ端だ」

「ヤクザ？　唐突だな」

　黒光りの車が仰々しく自動のドアを開け放つと、中から汎用性の高いチンピラ風情が三人降りてきた。

　彼らは人影を見つけ、肩を怒いからせながら歩み寄っていく。絶望的な間の悪さでその場に居合わせていたのは、見覚えのある汎用ヤンキーたちだった。

「あ、あいつら！」

　アオイが声を上げる。

「あの陽キャ、どこかで……」

「元気な後輩たちだよ。レンジをカツアゲしようとしてたやつらだ」

「あー……陽キャＡからＣか」

　Ｃ級のリーダー格であるバンダナ、話し方が特徴的でネギのような髪をしているＤ級のネギ頭、もう一人はＤ級だが無口な上に地味すぎて印象が皆無の地味男だ。

　その三人が、あろうことかチンピラに絡まれてしまったようだ。

「助けないと」

　言うが早いか、アオイは桟を蹴って飛び降りた。

　校庭に降り立ち、風を切るような速さで校庭を駆け抜けていく。

「本当にヤクザだとしたら……拳銃チヤカを持っているかもな」

　Ｓ級ヤンキーだとしても何発も撃たれれば脅威になり得る。

　レンジもアオイの後に続くことにした。




「黒くろ淵ぶちのヤンキーか？」

　チンピラがドスをきかせた声で三人組に聞いた。後ろには、さらに二人のチンピラが揃そろう。頭数は同数だが、Ｃ級とＤ級のヤンキー程度では喧けん嘩かになる雰囲気ではなかった。

「えっと……そう、ですけど」

　リーダー格のバンダナは突然の出来事に動揺してしまう。

　ネギ頭と地味男は縮み上がり、バンダナを囮おとりにしながらじりじりと後退していた。

「林はやしを潰したヤンキーの居場所を吐け。お前らじゃねぇだろうな」

　チンピラはバンダナの胸ぐらを掴つかみ、躊ちゆう躇ちよなく拳をバンダナの頬ほおにぶち込んだ。

「ぐはっ！　お、俺は……ち、違います。あいつをぶっ倒したのは──」




「私だああああああ！」




　神速の一撃。鬼おに津つアオイの速さに物を言わせた拳が、チンピラの横っ面をぶち抜いた。

　チンピラは勢いをつけてぶっ飛んでいく。

「大丈夫だったか!?」

「あ、あんた、人の心配より自分の心配しろよ！　ヤクザ殴ってんじゃねぇよ！」

「仲間のピンチは私のピンチでもあるからな。仕方ねぇよ」

「……調子に乗るんじゃねぇぞ」

　チンピラが頬を押さえながら立ち上がっていた。

「まだ立つのか。さすが元ヤンのチンピラだ」

「痛い目見ねぇと分からないらしいな」

　三人のチンピラの手元でナイフが煌きらめく。

「げ、ナイフかよ」

「死にさらせ！」

　チンピラが一斉にアオイ目がけて飛びかかった。

「くそっ、なんでこんなことに！」

　バンダナが拳を握りしめ、アオイとナイフがカチ合う瞬間のことだった。

　突風が吹き抜けた。

　まるで風に巻き上げられたかのように三人のチンピラが文字通り宙に舞う。

「……は？」

　訳も分からずバンダナは驚嘆の声をもらす。

　チンピラより先にナイフが地面に落ちて突き刺さった。

「アオイさん、大丈夫？」

　レンジだ。

　チンピラの実力を見るために入るタイミングを窺うかがっていたのだが……。

　最後までやっぱり大したことなかったな。あの程度でアオイさんを刺せるわけがない。

「レンジ、ありがとう。あー危なかったー」

「棒読みじゃないか。余裕だったでしょ」

「あはは、バレたか。レンジが助けてくれるかなーと思ってさ」

「もちろん助けるけど」

「ち、ちょっと待てやコラ！」

「ん？」

　レンジはバンダナを振り返った。

「お、お前が、チンピラをぶっ飛ばしたっていうのか？」

「いや、すごいことみたいに言うけどさ……見てみろよ」

　地面に体をしたたかに打ち付けたチンピラたちは、痛みにもだえるのもそこそこにして黒光りする胴長短足の車に逃げ込んでいた。勝てないと悟ってからの行動の速さは、まさにチンピラのそれだった。

「あんなの、イキってるだけで汎用ヤンキーと大差ない」

「だからって……」

「ヤクザの下についてナイフを持っても自分が強くなるわけじゃない。お前が勝手にビビってただけじゃないか？」

「馬鹿言うな！　ヤクザなんだぞ。報復されたらどうすんだ！」

　車のドアの開く音がした。中から一人の男が出てくる。

　チンピラとは違って威厳に満ちた立ち姿だった。高級スーツにオールバック。仕事ができそうな男といった見た目をしている。

「言わんこっちゃない」

　バンダナはそそくさと距離を取った。

「お前、名前は？」

　男はレンジを睨にらみつけていた。

「安あ室むろレンジ」

「そうか。名前は覚えたぞ」

　それだけ言って車に戻ろうとする。

「人に名前を聞いておいて自分は名乗らないのか？」

　男は立ち止まった。

「ふん。度胸に免じて答えてやる。丑うし三みつ鬼き門もん會かいの卯う飼かい善ぜん吉きちだ」

「まさか、本当にヤクザなのか？」

　その声で卯飼善吉は振り返った。鋭い眼光がレンジを睨んでいる。

「そう呼ぶ者もいる」

　言い残して卯飼は後部座席に乗り込む。ドアがしまった瞬間、車はすぐさま発進した。

　ナイフだけがその場に残った。

「ふかしてるだけかと思ったけど、本物のヤクザだったのか」

「レンジ、さすがに今のは危険だったぞ。私もまさか本物がいるとは思わなかったけど」

「まともなヤクザだったらヤンキーに手は出さないと思ったんだけどな」

「まともなヤクザってなんだよ！　くそっ……ヤクザが来るなんて話がちげぇぞ！」

　バンダナはスマホを出してパパッと操作した後、耳に当てた。すぐに通話が繋つながる。

『なんだ？』

「な、なんだじゃねぇっすよ、土ど塔とう先輩！　ヤクザに襲われたんですよ！」

『……あ？　なんでお前は襲われてんのに元気に電話してきてやがんだよ』

「陰キャと鬼おに津つアオイが現れてチンピラをぶっ倒したんすよ」

『なんだと？　余計なことしやがって。まあいい。時間稼ぎには十分だったからな』

「時間稼ぎ……ですか？」

『じきに通知がいくはずだ』

「通知って──」

　電話はそこで切れた。

「おい、今の相手、ハジメか？」

　アオイがバンダナに詰め寄る。

「ああ、そうだよ！　あいつ……俺たちを騙だましやがって」

「お前、まさか裏切ってたのかよ」

「そのつもりだったけど、裏切りはなしだ。色々想定外のことは起こっちまったが……あいつの居る場所に案内してやる。お前ら、ついてこい」

　レンジはバンダナがバンダナを締める姿を見ながら黙考する。

　罠わなか……？　いや、その時はその時だ。どうせこいつらが何をやったところで負けるようなことは起こらないだろう。レンジは三バカの後をついていくことにした。
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　そのエリアには、マップで見たとおりずらりとビルが並んでいた。

　しかし、そのほとんどが中身の存在しない廃はい墟きよである。かつてバブルの頃に栄えた華やかな栄華も喧けん嘩か都市に成り果てたことで抜け殻となった。元ヤンたちが働いていた時代もあったが、近年の傾向としては、元ヤンになったヤンキーたちは猫ねこ丘おか区を出て行くのがほとんどである。

　案内されたのは廃ホテルの最も上にある最上階。

　たしかに部屋の中には、Ｓ級に相当する《邪気威ヤンキー》の気配があった。

　バブルの遺産によって細部を無駄に作り込まれた猫丘区には似つかわしくない必要以上に豪ごう奢しやなスイートルームだった。

　そこで待っていたのは──

「本当に来るとはな」

　圧あつ黄きの筆頭ヤンキー、土ど塔とうハジメだった。

「俺たちは案内したからな！」

　バンダナがそう言い捨てて、三人組はドアを勢いよく閉めて帰っていった。

「へぇ、罠わなじゃなかったのか」

「あれでも私たちの仲間だからな」

　レンジが感心したように言うと、アオイは得意げに応じた。

「罠だと思ったか？」

　ハジメは人を完食したような笑みを浮かべている。

「裏切りはなしって言ったのも作戦のうちかと思ったんだけどな」

「察しがいいじゃねぇか」

「だとしたら作戦の出来が悪いな。一人で待つべきじゃなかっただろ」

「どうだろうな。じきに通知が来るはずだ」

　その言葉通り、スマホの通知音が二つ鳴った。

　レンジとアオイがスマホを手に取る。

　通知はカチコミルからだった。

『シマトリー進行の妨げになる可能性を検出いたしました。処遇決定までシマトリーへの参加をお控えください。なお、処遇が決定するまで喧嘩の結果は反映されません』

「え、自主停学？」

　レンジは目を疑った。

　床をスマホが跳ねる。アオイが怒りに任せてスマホを床に叩たたきつけていた。

「おい、てめぇ！　まさか運営にチクったのか！」

「どういうこと？　ザクラの時はすぐに自主停学が決まったのに」

　レンジが疑問を口にすると、ハジメが嫌いや味みな笑みを浮かべる。

「ペナルティにもランクがあんだよ。ザクラは炎上があった。影響がでかいから早々に処遇が決まったが、お前らの場合は微妙なところだ。だから審議会にかけられる」

　プッシュされた詳細には、今回の審議内容が記されている。

「私が部外者の林はやしに手を出した件か……。通報があれば審議せざるをえないんだ。私があいつをぶっ倒したのは事実だからな。これで審議会が終わるまでシマトリーには参加できないし、審議会で処分なしを勝ち取らないと自主停学になっちまう……」

「今ここでハジメを倒しても意味がないってことか」

「そういうことだ。残念だったな！　審議会は土曜だ。そこのモニターで配信してやるから、自主停学明けまでこの豪華な部屋を満喫するといい」

「自主停学が決まったわけじゃねぇだろ！」

「決まったようなもんだろ。せいぜい最後の晩ばん餐さんを楽しめ。ここにあるもので足りないならルームサービスヤンキーも付けてある」

　その言葉にレンジは耳ざとく反応する。

「ルームサービスがあるのか？」

「スイートルームだ。当然だろ？　冷蔵庫には一週間分の食料があるし、猫ねこ丘おか区のどこにいてもこれほどの快適さはない。元々は俺がアッキＴＶの経費で使ってた部屋だけどな」

「分かった。大人しく使わせてもらおう」

「レンジ!?」

「審議会の実施は決まっちゃったわけだし。スイートルームを満喫する方が賢い」

「そんな、のんきなことを……」

「陰キャの方が賢明みてぇだな！　審議会を楽しみにしてるといい！」

　土ど塔とうハジメは笑い声を上げながら堂々と部屋のドアから出て行った。

　バタン、と乾いた音が部屋に響く。

　その部屋は無駄に広く、無用に長物だった。

　家具や調度品は北欧から買いあさったような王宮然としたロイヤルなデザイン。白と金で統一された部屋の内装と壁に埋め込まれたバカでかいテレビやアイランドキッチンなどのモダンな実用性が、札束でぶん殴られて悪魔合体していた。

「どうすんだよ、レンジ！」

　焦るアオイに対して、レンジは落ち着いていた。それどころか、口元をゆるめている。

「やられたものは仕方ないさ。でも、まだ終わったわけじゃない」

「何か作戦があるのか？」

「一応ね。その前に審議会を突破できなきゃ意味ないんだけど……まあ、それは見守るしかないかな」

「結局、そうなるのか……」

「審議会がヤンキーらしい判断をしてくれるなら、ひどいことにはならないと思うけどね」





　　◇






　その頃、赤あか城ぎザクラはカチコミルを見て内に秘めた《邪気威ヤンキー》の威勢を低下させていた。

　タイムラインには、つい最近まで手下だった汎用ヤンキーの自撮り添えの呟つぶやきがある。

『ヒャッハー！　今日から俺たちは圧あつ黄きのヤンキーになる！　赤城ザクラと黒くろ淵ぶち高校を裏切ってやったぜ！　圧黄のヤンキーの皆さん、よろしくゥ！』

　典型的なヤンキーの裏切りだった。

　主力が抜けていった今年度の黒淵で、いつか準筆頭ヤンキーくらい強くなってくれると期待していた後輩の内の三人だったのだ。

　窓の外には夜のとばりがだだ下がっている。

「俺は、まだ《純白の悪魔》には程遠いってわけか」

　ザクラは純白の布団を頭までかぶっていた。

　いや、まだ分からない。

　ザクラはすぐに思い直した。

　圧黄についたフリをしているだけで、土ど塔とうハジメを騙だますための演技だとしたら？

　そんな可能性はゼロなのだが、赤城ザクラはこのとき思考力もゼロだった。

　布団から這はい出てスマホを手に取る。

　確かめなければ。

　カチコミルを起動してバンダナにメッセージを送ることにした。

『拝啓　』

　違う。

　己の《邪気威ヤンキー》が動揺していることに気づく。深呼吸を繰り返し、カチコ映えする鬼の形相をキメた後、ザクラはようやく本来の《邪気威ヤンキー》が体内を巡り始めるのを実感する。

　メッセージには鬼の形相を添えることにした。

『バンダナ！　お前の活躍は見させてもらった。カチコミルの呟きも、何か考えあってのことだろう。将来の黒淵準筆頭ヤンキーのお前だ。これは、演技と見ていいんだな？』

　返事はすぐにあった。

『何言ってんだ、あんた。裏切られたことにも気づかねぇとはな』

　ザクラは布団に潜り込んだ。

　追い打ちがネギ頭からも届く。

『さすがにここまで落ちぶれてるとは思わないでしょ～。俺たちの言ってることが理解できないのかな～？　ちょっと面白すぎるから土塔先輩に報告させてもらうわ～』

「くっ……」

　地味男からは無言メッセージが届いた。

　その夜は長くなりそうだった。

　どれだけ経たっても襲ってくる眠気とかち合うことができない。

「まさか……俺がＣ級やＤ級のヤンキーに負けちまうとはな。《純白の悪魔》、あんただったらこういう時どうするんだ。いや、《純白の悪魔》ならこんなことにはならないんだろう。くそっ……教えてくれ、強くなる方法を」

　やはり、右を極めるしかないのか？

　ザクラは布団をはね除のけて起き上がった。

「クソがッ！　なに腐ってやがる。この自主停学期間、鍛錬を続けてきたんだ。ハジメをぶっ倒すのは、俺一人でもできる」

　誰よりも強く。それが、ヤンキーの原点であり《先天性不良》のプライド。

　決意した途端、心が軽くなった気がした。

　どうせ三人組との思い出なんてない。あんなやつら、忘れてしまっていいだろう。決別の決意をすると、脳は生意気にも三人のカチコ映えをキメた自撮りを脳裏に浮かべてきた。

　ザクラは自分の弱さと共にそいつらを吹き飛ばそうとしたが……直前で思いとどまった。

　慌ててカチコミルを起動する。

　アップされていた三人組の写真を改めて見た。

　一見ネギ頭の髪型以外におかしなところはなさそうだが、背景には機材がある。

「あれは……なんだ？」

　どこかで見たことがあるはず。

「三脚」

　たまたまあるにしては不自然な機材だ。

　いくら日夜カチコ映えを探しているとはいえ、わざわざ三脚を持ち歩くヤンキーは少数だし、この三人がそんなレアなヤンキーだった記憶はない。

「まさか」

　一つの可能性に思い当たる。自主停学にしやがった元ヤンの顔が脳裏に浮かんだ。

　あの腐れ元ヤンどもがアジトまで用意してやっているのだとしたら、撮影機材が写真にあるのも納得がいく。圧あつ黄きエリアでそんな道具があるような場所。

「……あそこか」
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「おい、ザクラのやつ、返信がねぇんだが」

　土ど塔とうハジメは仮宿にしているアジトの部屋に戻ってきていた。

　そこには無理やり夜のヒャッハー！に付き合わせた三バカがいる。ハジメは名前も忘れてしまったが、バンダナ、ネギ頭、地味男の三人だ。

「きっと今頃、布団に潜って泣いてるっすよ～」

「まあいい。多少のイレギュラーもあったが、これで鬼おに津つアオイも赤あか城ぎザクラも動けねぇ。俺たち圧あつ黄きの勝ちは確定だろう。よくやったぞ、お前ら」

　三人組は顔を赤くした。

「ヤクザが来た時はびっくりしましたよ」

「そういえば、なんだあの電話は？　ガチで言ってたんじゃねぇだろうな」

「そ、そんなことないです。演技ですって。前から赤あか城ぎザクラより土ど塔とう先輩の方が格上だと思ってましたし、これからもついていきます！」

　バンダナは喜びのあまりバンダナを振り回した。

「あとは時が過ぎるのを待つだけか」

　黒くろ淵ぶちの戦力はすべて再起不能にした。ヘリを落とされた時は、さすがにひやっとしたが、確実に勝つために徹底的に準備はしてきた。

　勝つための手段は選ばない。

　それが、土塔ハジメの喧けん嘩かだ。

「おい、ハジメ」

　キンがスキンヘッドを撫なでながら部屋に入ってきた。

「そろそろ夕飯を────って、なんだこいつら」

　黒淵の三人組が裏切ったことは耳に入っていなかったのだろう。反射的にガンを飛ばすと、汎用ヤンキーである三人組はあからさまにびびった。

「お、俺たちはもう圧黄のヤンキーだからな！」

「そ、そうなんすよ～。すっかり裏切っちまったってわけ」

　バンダナがすかさず声を上げ、ネギ頭が追随する。

「裏切った？　ヤンキーの風上にも置けねぇヤツだ。ぶっ殺すか」

「ひいいいいい！」

「やめておけ、キン。こいつらには利用価値がある」

　ハジメが止めると、キンは握りかけていた拳をほどいた。

「俺はそこまで割り切れねぇな。仲間を売るようなヤンキーにろくなヤツはいねぇ」

「それより夕飯だろ。デリバリーか？」

「いや、フウが作る予定だが。食いたいもんを聞いてこいってよ」

「あ？　アッキＴＶからシマトリーの経費は出てるだろうが。好きなもん注文すりゃいいだろ。ピザ食えよ、好きだろ」

「かーっ、これだから。何でもない日に贅ぜい沢たくなんてできるわけねぇだろ。贅沢に慣れたら猫ねこ丘おか区じゃ生きていけねぇぞ」

「ジャンクフードのどこが贅沢なんだ」

「たけぇんだよ！　値段見てみろ、ボケ！」

「分かった、うるせぇ。だったら、少なくともフウじゃなくてスイに作らせろ」

「なんでだ？」

「お前ら、ガキの頃からカレーしか作れねぇだろ……何が食いたいもん聞いてこいだ」

「いや、だからカレーに何入れてほしいか聞きに来たんだろうが」

「前提がおかしいんだよ」

「で、食わねぇのか？」

「イカを入れろ」

「んなもんはねぇ」

「だったら聞くな」

　はははは！　期待した通りの答えが返ってきてキンは笑い声を上げた。

「そうだ、オンギョウが飯の前にトレーニングをしねぇかって言ってたぞ。トレーニングルームにいる」

「ああ、行く」

「風呂入る時は声かけろよ」

「忘れなければな」

　キンは満足げに部屋を出て行った。

　その様子を見ていたバンダナが、恐る恐る口を開く。

「仲……いいんですね」

「あ？　どこがだ」

「四天王の三人って、《天てん下か逆ぎやく上じよう》の時から舎弟ですよね？」

「んなもん、形式的なものだ。なんか文句でもあんのか？」

「いや、思い返してみると、俺たちってザクラ先輩と一緒に飯食ったり、風呂入ったりしたことなかったなって……」

「ザクラは元々そういうやつだからな。飯食う時は静かにしたがるし、風呂入る時は絶対にタオルで前を隠す。でけぇ図ずう体たいしてるくせに中身は意外と繊細なやつだ」

「さすが、詳しいですね。マブダチってやつですか？」

「今は敵だ」

「昔は？」

「過去に興味はない。だから、俺はお前らがどこの陣営にいたかも気にしねぇ」

「でも、そのわりには黒くろ淵ぶちに拘こだわってるような……」

「あ？」

「す、すんません！」

「遅かれ早かれ潰さなきゃなんねぇのは変わらないだろ」

「そっか、先に叩たたいておけば……ザクラ先輩を自分の陣営に取り込めますもんね。あれ、それってザクラ先輩から見ても同じこと……？」

「お前、いい加減にしねぇと飯抜きにすんぞ」

「そ、それだけは！」

　倒せば仲間になる、か。

　そんなぬるい喧けん嘩かをするつもりはない。それは、ザクラだって同じはずだ。

「鍛えてくる」

　ハジメはフードを目深にかぶり、部屋を出た。




　エレベーターホールの手前の休憩室を通り過ぎるときに部屋の中にスイの姿を見つけて足を止めた。だだっ広い休憩室で明かりもつけず、部屋の真ん中の椅子に座って天井を仰いでいる。

　寝ているにしてはかなり姿勢が悪い。

　ハジメは薄く開いていたドアを押した。

「寝てんのか」

「疲れてんだよ」

「わりぃな。あと少しの辛抱だ」

「何が」

「黒くろ淵ぶちを落とせば、しばらくは落ち着くだろ。序盤から飛ばすような高校は少ねぇ」

　ハジメは出入口近くの椅子を引いて座った。

「なぁ、ハジメ。こんなやり方で天下を取れると思ってるのか？」

「あ？　俺のやり方には賛成してただろ」

「他にやりようがねーからだろ」

「お前は天下を取れねぇと思ってんのか」

「緑みどり織おりとか青せい火かだったらいけるんじゃねーの。でも、紫し想そうと赤あか里り[image: ]ぶすまには勝てんのかよ」

「今は無理だろうな」

「今は、ね」

「他の高校を落として、他校のヤンキーを配下にしていく。紫想と赤里[image: ]はその後だ」

「同じ《天てん下か逆ぎやく上じよう》のメンバーなら分かるんじゃねーの。紫想と赤里[image: ]。あそこの二人は別格だろ」

「知りもしねぇくせに適当なこと言うんじゃねぇよ」

「あぁ、悪かった。所詮、私は外と様ざまだ。しかし、分かんねぇな。《純白の悪魔》に成り代わるのが、そんなに価値のあることかよ」

「あるから伝説なんだろうが」

「まあ、なんでもいいけどさ。あの三人に林はやしとの取引のことは言わねぇのか」

「利用されるのは俺だけでいい」

「あんた、そんなキャラかよ」

「勘違いすんな。猫ねこ丘おか区の次はアッキＴＶを取る。いつまでも利用されるつもりはねぇ」

　休憩室に着信音が鳴り響いた。

　音の出所はスイが目の前のテーブルに置いていたスマホだ。

　スイはだるそうにのそのそと動いてスマホを取り上げるが、画面を確認した後、着信を拒否してスマホをテーブルに投げ出す。

「誰からだ？」

「ルームサービス」

「おい、そこは出やがれ。お前の仕事だ」

「ったく、だりーな」

　スイはゆっくり立ち上がると、スマホを手に取った。

「どこの廃ホテルだっけ」

「位置情報共有してんだからてめぇで確認しろ」

「はいはい。にしても、あの一帯は廃ホテルが多すぎじゃないか？」

「ホテルだけじゃない。オフィスビルだらけだ」

「外と様ざまの私に教えてほしいんだけど、なんでああもきれいに廃はい墟きよだらけになるかね」

「ヤクザ絡みじゃねぇのか。元々、ヤクザのシノギだった……みたいなことは聞いたが」

「へぇ？　じゃあ、一掃に成功したんだ」

「その結果があのザマだからな」

「それでも、街を丸ごと残して人がいなくなるか？」

　たしかに変な街ではある。だが、ハジメにとってはどうでもいいことだ。

「何があったかなんて俺は知らねぇよ。過去のことなんか興味がねぇ。気になるんだったら、てめぇで調べろ」

「ただの世間話だろうが。私だってどうでもいい」

　再び着信音が鳴り響く。

「仕事してくるわ」

「あの二人に関しては、お前にかかってるからな。外出はさせんな」

「大げさだな。ただのルームサービスに期待すんなよ」

　スイはホテルからかかってきたルームサービスの電話を取った。
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「ルームサービスって便利だな」

　ルームサービスヤンキーが帰った後、パジャマに着替えたアオイはベッドの上で楽しそうだった。

　今できることは何もない。ようやくアオイはそう納得して、このスイートルームという最も最高に豪勢な勢いの状況を楽しむことにしたのだ。

　外はすっかり暗くなっている。スイートルームから見える夜景は、骨だけになった暗い廃ビルばかりが並んでいて不気味だった。それでも室内は豪ごう華か絢けん爛らんだ。

「ハジメにミスがあったとしたら、ルームサービスヤンキーをつけたことかな」

「そうそう。貧ひんすれば鈍どんする。富める者はさらに富む。レンジをなめすぎたな」

　レンジの作戦はアオイに共有済みだ。審議会さえ終われば、いつでも作戦を実行に移すことができる。そうなればハジメに辿たどり着つくことは可能だ。

「で、レンジ。暇だよな？　何して過ごす？　組み手？　ヤンキー映画？」

　アオイは目を輝かせていた。

「アオイさんは発想がヤンキーだな……ここはやっぱり、深夜アニメでしょ」

「発想がオタク！」

「だって、せっかくかわいいパジャマなのに……汗かきたくないだろ？」

　ちなみにレンジの方もパジャマを着ている。

　どちらもパステルカラーだが、そのチョイスは圧あつ黄きの女ヤンキーによるものだった。

「これ、結構かわいいよな。かわいすぎないかな……」

　アオイは不安そうにパジャマをつまみ上げた。

　猫コスと比べたらさすがに猫コスに軍配が上がってしまう。それでもパジャマ姿の彼女は全オタク男子の永遠の夢である。

「大丈夫。しっかりかわいい」

「そう？　レンジもかわいいぞ」

「あ、ありがとう」

　……喜んでいいのか？

「そろそろ夕飯にするか」

「そうだね」

　アオイはベッドから飛び降り、キッチンに向かった。冷蔵庫を開けると、中には東北産の野菜がずらりと並んでいる。

「これだけあれば、何でも作れるな……悩む」

「せっかくだし一緒に作ろうよ」

「それ、なんか、カップルっぽいな」

「ぽいじゃなくて、俺たち付き合ってるんだし」

「そ、そうだよな。よし、レンジのために美お味いしいもの作るぞ……」

「包丁は俺が使うよ」

　パジャマ姿の陰キャと金髪ヤンキーが、キッチンに並んだ。





　　◇






　迎えた土曜日。

　そこは猫ねこ丘おか区に用意された唯一の裁判所。ヤンキー裁判が行われる場所でもある。法廷を模したその一室で、審議会は始まろうとしていた。

　本来なら裁判官がいるであろう場所には、壁にモニターが掛かっていて人型アバターが映されている。コの字形に配置されたテーブルには審議員の元ヤンが座る。

　審議会の様子は、カチコミルの配信機能を利用してクソ画質のリアルタイム配信が行われることになっていた。

『これより審議会を始める』

　機械音声だ。人型アバターが発しているのだろう。

『審議内容は、黒くろ淵ぶち高校に所属する二名、鬼おに津つアオイと安あ室むろレンジが、アッキＴＶのリポーターを攻撃した件について。通報があったため審議にかけたいと思います。では、自由に議論してください』

　モニターから人型アバターが消えた。代わりにライブ配信を視聴中のヤンキーたちによるコメントが流れる。なお、彼らのコメントは貴重な意見として、審議会後に精査して審議結果に反映されることになる。

　審議員はコメントが流れるモニターに一いち瞥べつもくれず、粛々と議論を開始した。

「パンピーを殴ったってんなら自主停学にすべきだな」

「賛成だ」

「自主停学は決定として、期間をどうするかっていう議論にすべきじゃないか？」

「いやちょっと待て。アッキＴＶの方に非はないのか」

「非があろうがなかろうが、アッキＴＶのスタッフをボコボコにしたって事実は変わらないんじゃないのか」

「そもそもアッキＴＶは何しに来たんだ」

「テレビなんだから報道に来たに決まってるだろ」

『事件の詳しい内容については証人の口からお聞きください。それではまず、証人Ａ。圧あつ黄き高校の筆頭ヤンキー、土ど塔とうハジメ。彼が通報者であり、証人となります』

　法廷にハジメが入ってきた。

　モニターの前にハジメが立つ。

「元ヤンの皆さん、お集まりいただき感謝する。今回の件は他でもない圧黄の件だ。俺たちのアッキＴＶが、鬼津アオイと安室レンジとかいう黒淵のヤンキーにぶっ潰された。これは、ヤンキーの風上にも置けないような行為だ」

　モニターには、「そうだそうだ！」と煽あおり立てるようなコメントが幾百と流れた。

「何の罪もないリポーターをヘリから引きずり降ろし、再起不能になるまでボコボコにしやがった。おかげでアッキＴＶはいまだに再開の目め処どが立ってねぇそうだ。こんなことをしていたらシマトリーだけでなく、ますますヤンキーの評判は落ちていく！　それを止めるためにも、今回、俺はこの二人のシマトリーからの退場処分を求める！」

　退場処分という言葉にカチコミルは盛り上がり、法廷はざわめいた。

「言われてみりゃ、退場も妥当だと思うが……」

「たしかにな。なんて卑劣な行為だ」

「見せしめが一件くらいあってもよさそうだ」

　審議員の声にハジメはほくそ笑んだ。

　こいつらにとってもカチコミルのヤンキー共にとっても黒淵のヤンキー二人の退場なんてどうでもいいはずだ。Ｓ級が審議会によって消える。そのエンタメに乗っかるやつは多いだろう。すべては計画通りに進行している……。

『では、次に証人Ｂを召喚します。黒くろ淵ぶち高校ヤンキー、鬼おに津つアオイ』

「なっ」

　ハジメは思わずモニターを振り返った。

「鬼津アオイだと!?　あいつらは見つからねぇように俺が────」

『何か都合の悪いことでもありましたか？』

《邪気威ヤンキー》を感じるような物言いだった。

「……なんでもねぇよ」

　くそっ。いったいどうやって見つけやがった。

　鬼津アオイが法廷に入るのと同時にハジメは傍聴席へと移動した。入室したアオイの表情は怒りに満ちていた。

『それでは、鬼津アオイ──』

「おい、ハジメ、どういうことだ！」

「ホテルは快適だっただろうが」

「証人喚問があるなんて聞いてねぇよ。朝になって迎えが来たぞ！」

「わめくな。迎えがあったならいいだろ」

「ふざけやがって……ホテルは快適だったけどさ」

『鬼津アオイ、事件の内容を』

「あぁ、そうだった。私たち黒淵は圧あつ黄きのヤンキーたちと喧けん嘩かしているところだった。そこに現れたのがアッキＴＶのヘリだ。やつらは自分のとこのヤンキーを撮らずにうちの筆頭ヤンキーを狙い撃ちにして炎上させた。私もやられそうだったから対抗したまでだ」

　法廷は再びざわつき、カチコミルのコメント欄には荒らしが湧いた。

　コメント欄の多くの意見は「言い訳だ」などアオイに否定的なものばかりだ。彼らには最初に聞いたものを親だと思い込む習性があるのかもしれない。

「だからヘリを落として、関係ないパンピーをゴム毬まりにしたって言うのか？」

　審議員からの指摘にアオイはため息を吐ついた。

「前提が間違ってるだろ？　リポーターの林はやしは一般人じゃなくて元ヤンだし、アッキＴＶの偏向報道は圧黄の伝統的な武器だろうが。私たちは武器を壊したにすぎない」

「武器……たしかに、敵を停学に追い込むのは、圧黄の典型的なやり口か」

　コメント欄が盛り上がりを失っていく。「これってもしかしてただの喧嘩じゃね？」という声が大きくなってきたのだ。

「思い出してもらえて助かるよ」

　アオイは勝ち誇ったように笑った。

「ああ。退場処分はやりすぎだ」

「オレたちも冷静になるべきだったな」

「よく考えれば大した事件じゃない。ここは三日程度の自主停学でいいんじゃないか？」

　その言葉に目を見開くアオイ。

「ま、待ってくれよ。自主停学すら必要ないだろ？」

「いや、やりすぎたことには変わりないだろ」

「違うんだって！　それは、林はやしのやつがトキコさんを狙ったり、私を狙い撃ちしたりしたからで……」

　審議員たちが不審の目をアオイに向けていた。

　アオイは息を呑のみ、黙るしかなかった。今の自分には過去の因縁も含めてうまく説明できる自信がない。たとえ全部話せたとしても、それは恐らく言い訳だと思われるだろう。

「くそっ……ごめん、レンジ……」

「ははは！　ざまぁねぇな！」

「ハジメ……正々堂々喧けん嘩かしやがれ！」

「こっちはこっちのやり方で正々堂々喧嘩してんだよ！」

『静粛に。続いて証人Ｃを召喚します。黒くろ淵ぶち高校ヤンキー、安あ室むろレンジ』

　アオイは傍聴席に移動し、今にも飛びかかろうかという怒りを顔に張り付け、ハジメの横顔を睨にらんだ。ハジメの方は作戦通りなので、どこ吹く風だ。

「すみません、遅れました」

　レンジが慌てて入廷した。その姿が映し出されるなり、コメント欄は今日一番の盛り上がりを見せる。曰いわく「陰キャじゃねぇか！」という爆笑の嵐だ。

　審議員たちは、モニターの前に立ったレンジをぽかんと見上げていた。

「俺の名前は安室レンジ。見ての通り、陰キャのオタクだ」

「いや、お前……誰だよ」

　元ヤンの審議員は謎のリアクションを見せた。

「だから、安室レンジ。陰キャのオタクだって言ってるだろ」

「お前がアッキＴＶを潰したって言うのか？」

「そうだけど？　俺がヘリを落としてやった」

　直後、審議員たちは声を上げて笑い出した。前代未聞の事態にコメント欄は今世紀最大の同時コメント数を記録する。

『何が起きてんだよ！』

『陰キャがヘリを落としたって！』

『おもしれぇぞこいつ』

『こんなやつに喧嘩ができるわけねぇだろ！』

　などなど、続々とコメントが集まっていた。

　笑いすぎて呼吸困難になりかけている審議員がなんとか酸素を肺に取り込みながらレンジに質問する。

「ひひっ……お、お前、ランクは……？」

「Ｄ級だけど？」

　再び爆笑が爆発した。空間が笑いで満たされ、議論の進行どころではなくなってしまう。

　ひとしきり笑いを吐き出したところで、機械音声が促した。

『何かあれば』

「何かあればって……ヘリを落とした以外に言うことはないな。なんで落としたのかを説明するなら……リアルタイムでアニメ見てるとＣＭって入るだろ？　俺も東京に来たからリアルタイム視聴が増えてるんだけどさ、あのＣＭ邪魔だなーって思うことはないか？」

「……何言ってんだ？」

　元ヤンの審議員は軒並み険しい顔をしていた。

「色々製作の事情があるからＣＭが入るのも仕方ないし、ＣＭのクリエイターも尊敬はしてるけどさ、例えば、もう何度も見てるのにそのＣＭが何回も何分もありえないくらい続いたとしたらどうだ？　止めたくなるだろ？　俺がやったのはそういうこと」

「……オタクのくせに喧けん嘩かの邪魔をされたくなかった、と？」

「そうだけど」

　審議員たちは笑い出したが、それはレンジを嘲笑するようなものではなかった。むしろ自嘲的な笑みで何かを悟り、天井を見上げている者ばかりだ。

「喧嘩の邪魔をするやつが悪いか……違いねぇな」

　盛り上がりの落ち着いたコメントがモニターにゆっくりと流れていく。

『良いこと言うじゃねぇか』

『まさかオタクに気づかされるとはな』

『オタクだろうが陰キャだろうが、こんな雑魚に負けたやつが悪い』

『ヤンキーの喧嘩に首突っ込んで巻き込まれてんなら世話ねぇよ』

『悪いのはアッキＴＶだ』

　形勢逆転。

　レンジの証言によって審議会の空気は一変した。

「お、おい！　待ちやがれ！」

　そこに待ったをかけたのがハジメだったが、時すでに遅し。

『傍聴席からの発言は許可できません』

「……くそがっ！」

　そんな横よこ槍やりを面白がるようにコメントは盛り上がった。

『負け犬の遠とお吠ぼえ』

『喧嘩に負けたやつのために審議会なんて開くなよ』

『喧嘩して負けたやつのために自主停学なんていらねぇな』

　もはや趨すう勢せいは決したと見ていいだろう。

『では、今回上がった意見を総合して審議結果を決定することにいたします。結果は明日通知いたします。この度は、ご協力ありがとうございました』




　翌日。日曜日の夕暮れ時。

　優雅にスイートホームを満喫していた二人のスマホにカチコミルから猛烈プッシュ通知がプッシュされた。

『審議結果：ペナルティなし』
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　そして迎えた決戦の月曜日。

　今日のうちに絶対にハジメを倒さなければいけないが、レンジは朝から落ち着いていた。

「アオイさん、何か食べたい物ある？　甘い物とか」

「実は、ちょっと緊張してきてさ……胃がものを受け付ける気がしない……」

　ふむ。レンジは最近気づいた。アオイは女ヤンキーだけど、意外と弱気になることもある。かわいい……とは思っても、絶対に口に出すことはできないのだけれど。

「少しでもいいから食べた方がいいよ。どっちにしろルームサービスは呼ばなきゃだしね」

「じゃあ、決戦の日だし。景気づけに贅ぜい沢たくするのはどうだ？」

「いいね。贅沢といえば何だろう」

「プリンだ！」

「よし、じゃあ高級プリンにしようか」

　レンジはルームサービスに通じる電話をとった。

『なんだ』

　電話先では圧あつ黄きの女ヤンキーが出た。

「プリンを二つ頼む。高級なやつ」

　しばらくの沈黙の後、唸うなるような声が聞こえてくる。

『なめてんのか？』

「なんでも言ってくれって言うからお願いしてるんだけどな」

『まあ、私は別にいい。今日中にハジメを倒さないと、黒くろ淵ぶちはなくなるんだぞ』

「分かってる。物事には順序ってものがあるだろ？　持ってきてくれないなら別のものにするけど」

『チッ、待ってろ。最高のプリンをチョイスしてやる』

　レンジは受話器を置いた。

「とりあえず、第一関門クリア。持ってきてくれるって」

「やった！　私、プリン好きなんだよな～」

「嫌いな人っていないんじゃないかな」

　ほどなくして女ヤンキーが二つのコンビニプリンを持ってやってきた。一個二〇〇円以上もする高級プリンだった。

　二人は女ヤンキーが帰らないうちからプリンを食べ始める。

　スイは呆あきれかえっていた。

「Ｓ級がどんなものかと思っていたけど、こんなもんかよ」

「そう怒るなよ。プリンでも食うか？」

「煽あおってんじゃねぇ！」

　女ヤンキーは怒りを撒まき散ちらして出て行った。

「ん～、うまぁ」

　アオイの顔は幸福に融解していた。舌を出して口の端についたプリンを舐なめ取っている。

「元気になったみたいでよかったよ」

「低血圧だったのかもな」

「あ、そろそろだ。ザクラも自主停学明けてるし、俺たちも動こう」

「おっと、そうだった。作戦開始だな」

　窓から地上を見下ろすと、大通りを女ヤンキーが歩いていた。
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　土ど塔とうハジメはアジトで鬼の形相の練習をしていた。

　今日さえ乗り切ってしまえば、久しぶりに家に帰れる。

　生活に必要なものは軒並み揃そろっているが、さすがに純白のベッドが恋しかった。

　すべてが作戦通りにいっていれば、鬼おに津つアオイとあの陰キャを自主停学にできたはずだったが、まあ何もかも完璧に上う手まくいくとは思っていない。どうせ自主停学にならなくても、このアジトを見つけることは簡単ではないはずだ。

　シマトリーの勢力図を見ながら鬼の形相をしていると、Ａ級ヤンキーが部屋に飛び込んできた。

「土塔先輩！　敵襲です！」

「今ちょうどマップを見ていたところだ。どっちだ？」

「相手は────」

　突然の衝撃にＡ級ヤンキーは言葉を切った。

　アジトが根元から轟ごう音おんを轟とどろかせて震しん撼かんしていた。

　旧アッキＴＶ本社。

　それが、土塔ハジメが根城にしているビルだ。

　かつてアッキＴＶは猫ねこ丘おか区にあったが、規模が大きくなるにつれて本社を区外に移した。猫丘区を操るためには、外部にも圧あつ黄きの勢力があった方がいいと判断されたためだ。

　本社を移した後の旧社屋を支社にするという話もあったが、表向きは猫丘区の圧黄高校ともヤンキーともまったく関わりのないＴＶ局であると主張するために過去は葬り去られていた。

　今ではいざという時のために圧あつ黄きのヤンキーが使用できるようにしてある。

　ほぼ土ど塔とうハジメの私物だ。

　そんなビルのロビーに一人の男が足を踏み入れた。

　挨拶代わりの一発を正面入り口にぶち込んだ後、彼は悠々と荒れたロビーを闊かつ歩ぽする。

　汎用ヤンキーの屍しかばねを踏み越え、ロビーの支配者Ａ級準筆頭ヤンキーと対たい峙じした。

「一人でノコノコやってくるとはな。かかれ、汎用ヤンキー！」

　鬨ときの声こえが上がった。




　純白の右手──ホワイト・ワン・ショット！




　汎用ヤンキーは消し飛んだ。

「てめぇらじゃ俺の相手にならねぇだろ。ハジメを連れてこい」

　赤あか城ぎザクラ。

　黒くろ淵ぶち高校の最後の砦とりでだ。砦が歩いてアジトに乗り込んできていた。

「うるせぇぇええええ！」

「お前がな」

　準筆頭ヤンキーは消し飛んだ。

「悪くねぇ感触だ」

　ザクラの《邪気威ヤンキー》は、ぼんやりと土塔ハジメの《邪気威ヤンキー》を感知していた。上層階にいることは分かっているが、近づかないと正確な場所までは分からない。

　手っ取り早くエレベーターを使うことに決めた。

　一時的に停止しているようだが、構わない。ザクラはドアを無理やりこじ開けた。

　直後、爆発。

　凄すさまじく爆発的な爆発音を上げてエレベーターが爆発した。

　爆風の中でザクラは一歩も動いていなかった。

「トラップか」

　エレベーターに頭を突っ込み上を覗のぞいてみると、夥おびただしい量の爆弾が仕掛けられていることが分かる。

　それらすべてをこの身で受けるのは、少なからずダメージになってしまうだろう。

　ザクラは大人しく非常階段を使うことにした。

　狭い非常階段には所狭しと汎用ヤンキーたちが詰まっていた。

「ここで食い止めろおおおお！」

　なだれ込んでくる汎用ヤンキーの群れを羽虫と変わらない調子で払っていく。どいつもこいつもＣ級以下の雑魚だ。誰一人ザクラを傷つけることはできなかった。

　二階に辿たどり着ついてもまだ土塔ハジメの《邪気威ヤンキー》を正確に感知することはできなかった。ただ、同じ場所にいてまったく動く気配がないことだけは伝わってくる。

　お望み通り、ぶっ潰しに行ってやる。

「止まりやがれ！」

「無駄だ」

　汎用ヤンキーが消し飛んだ。

　三階で一際強い《邪気威ヤンキー》を感知した。ここに来て遭遇した中では一番強い。

　ザクラは気を引き締めた。

　階段を駆け上がる。直後、四階に続く階段が凄すさまじい音を上げて崩落した。

　三階のフロアに転がり込み、粉ふん塵じんに浮かび上がる立ち姿を睨にらみつける。

　現れたのは圧あつ黄き高校二年のＡ級ヤンキー。

　強風に吹かれた後のような髪型。気だるげなドライアイ。

　ザクラにとって、男の風体は至極懐かしかった。

「フウか」

　ガキの頃から付き合いのあるヤンキーの一人で、幼おさな馴な染じみと言ってもいい。ハジメの舎弟でもある。《天てん下か逆ぎやく上じよう》の六人のうちの一人として、ザクラとハジメの実力差は当時ほとんどなかったはずだ。なのに、三人ともハジメの下についた。

　選ばれたのは、ザクラではなくハジメだった。

「よう、裏切り者」

　フウは吐き捨てるように言った。

「悲しいぜ。俺はただお前たちと喧けん嘩かをするために黒くろ淵ぶちを選んだだけだっていうのに」

「ちげぇだろ？　ハジメと一緒にいたら一番にはなれなかったからだ」

「馬鹿言うな。少なくともハジメよりは俺の方が強かった」

「当時は、だ。お前は早熟だっただけだ。伸びしろならハジメの方が上だった」

　その指摘は、事実なのかもしれない。

「だとしても、お前らは所詮、ハジメの舎弟でしかない。《天下逆上》に入るほどの実力なんてなかった。俺はＳ級で、お前はＡ級だ」

「ヤンキーの強さはランクで決まらない。気づいてんだろ？」

　あの陰キャの存在が頭を過よぎる。

「そこまで言うんだったら真面目に相手をしてやる」

「てめぇは……どこまで上から目線になりゃ気が済むんだ！」

　フウは怒りを纏まといながら床を蹴った。

　直線的に向かってくる動きは、昔と変わらないままだった。

　上から目線……か。一緒につるんでいた当時から疎まれていたのかもしれない。中学に入って《天下逆上》の連中に会い、幼馴染のこいつらと一緒にいる時間は自然と減っていった。ハジメは、フウ、キン、オンギョウとの時間も確保していたに違いない。どれだけ強くなっても、決して仲間を置き去りにはしなかった。それが、ハジメだ。

「俺は……ハジメとは違うな」

　圧あつ黄きではなく、黒くろ淵ぶちを選んだ時、誰もついてきてはくれなかった。

　フウ、キン、オンギョウが圧黄を選んだのは、高校に思い入れがあったからではない。

　圧黄を選んだのが、ザクラではなくハジメだったからだ。

　この状況、ハジメだったら正しい答えを導き出せるのか？

　どんなに考えても、拳に拳をぶつける以外の解決法が浮かばない。

「拳で語るには……俺はあとどれだけ強くならなきゃいけないんだろうな」

「くらえ！　俺の攻撃は風の速さだ！」

「風の速さか……受けてやる。純白の右手──ホワイト・ワン・ショット！」

　互いの拳がぶつかり合った。

　ただの強風がストームに衝突するかのような瞬間だった。フウの助走をつけた一撃は、ザクラの豪腕から放たれた一発に飲み込まれて弾はじき飛とばされた。

　骨の砕ける音をフロアに響かせ、フウは床を勢いよく転がり、ゴム毬まりとなって壁に衝突した。

　あまりにもあっけない幕引き。

　これが、Ｓ級とＡ級の差だ。

　ザクラは、ぴくりとも動かなくなったフウを見下ろした。




　────風を切る音って、かっこよくないか？




　ガキの頃。それは、小学生になりたての幼い思い出。まだ《天てん下か逆ぎやく上じよう》なんていうヤンキーに満ちた日々が来るなどとは想像もしていなかった頃の話。

　俺たちはボクシングジム《悪あつ鬼き闘とう千せん》によく通っていた。当然、金なんてないわけだが、ライセンスを持たない元ヤンのクラブオーナーは遊びの延長で受け入れてくれた。

　ヤンキーたちがボクシングに打ち込む光景は思いのほかストイックで、ガキながらに心の奥底を震わされた。

　五人とも真面目にボクシングに打ち込んでいたはずだ。しかし、どういうわけか、殊ことボクシングに関しては明らかにハジメだけがずば抜けたセンスを持っていた。

　俺たちは早くハジメに追いつきたかったのに、実力差は広がっていく一方。

　そんなある日、ハジメの拳が風を切り裂いた。

　ストレートを繰り出すたび、風を切る音が聞こえる。上のステージに上り詰めたことを証明する音。俺は悔しさで息もできないような状態だったというのに、フウは楽しそうに言ったのだ。

「風を切る音って、かっこよくないか？」

　悔しいが、かっこよかった。

　いつか、俺の拳も風を切ることができるだろうか。フウとは、そんな言葉を交わした。

　それから時が流れ、俺とハジメは《天下逆上》としてチームを組み、フウ、キン、オンギョウの三人はハジメの舎弟になった。俺たちが、圧あつ黄きと黒くろ淵ぶちで袂たもとを分かつ瞬間を迎えても、フウの拳が風を切ることはなかった。

　あの日、五人の中で間違いなく一番弱かったフウの拳は、相変わらず強くはなかったものの、フウの拳が生み出した風は、ザクラの胸中に入り込んで吹き荒れていた。

「風を切る音は、かっこいいな」

　倒れ伏したフウの指先が、ぴくりと動いた。





　　◇






「ハジメ、フウがやられたらしい」

「相手がザクラなら仕方がない」

　オンギョウの報告にハジメはぴくりともしなかった。

　土ど塔とうハジメは観覧席付きのスタジオで待ち構えていた。

　フウは四天王の中で最も最弱の弱さ。どれだけ取り繕っても、その事実は変わらない。

「おい、フウはお前のために……」

「あいつだって俺の舎弟になった時から覚悟は決まってたはずだ。お前は違うのか？」

「いや……すまん。でも、どうすんだ。時間の問題だぞ」

「俺たちの勝利条件は、ザクラを倒すことじゃねぇ。今日の一七時まで俺が逃げ切れば勝ちなんだよ。実力で圧倒的に勝るわけでもないのに正面から戦うつもりはサラサラねぇよ」

[image: ]

「まぁ、まだ四天王が一人やられただけか」

「そうだ。お前だって残ってる」

　ザクラに対抗する手段は用意してある。

　加えて鬼おに津つアオイが来ようが問題ない。

　ここに誘い込んだ時点でこっちの勝ちは決まったようなものだ。

　観覧席には、黒くろ淵ぶち高校から捕獲してきた生徒と教師が縛り付けられている。人質だ。こいつらが手元にいる限り、圧あつ黄きの有利は揺るがない。

「来る」

　ハジメは勢いよく上がってくる《邪気威ヤンキー》の気配を察知した。

　直後、スタジオの壁が爆発的な爆音と共に吹き飛んだ。

　現れたのは黒淵の筆頭ヤンキー赤あか城ぎザクラだ。ハジメは余裕の笑みでザクラを迎えた。

「遅かったじゃねぇか。残された時間は少ないぞ」

「『俺に辿たどり着つくことなく負ける』だったか？」

「この人質を見ても同じことが言えるか？　お前の拳はまだ俺に届いていない」

　ザクラが観客席に視線を移す。縛り付けられた生徒と教師を目にして舌打ちをこぼした。

　その瞬間、ハジメは勝ちを確信した。

「黒淵の筆頭ヤンキーがとんだお人ひと好よしだったな。人質も捨て置けねぇようじゃ、お前は《純白の悪魔》にはなれねぇ」

「ザクラ先輩、やっぱりあんたヤンキーに向いてないでしょ～」

　スタジオの機材の陰から出てきたのは、かつてザクラの手下だった三人組だ。ザクラのメンタルをバキバキにへし折るためにハジメが用意した最後のカード。

　バンダナはザクラの情けない姿を見て頬ほおを引ひき攣つらせていた。

「人質なんて、あんたにとったらただの雑魚だろ。今さら善人面するのか？」

「俺は善人でも悪人でもねぇ。ヤンキーであり、黒淵の支配者だ」

「そういうところが、うぜぇんだよ、あんた」

「今からでも遅くない。戻ってこないか、バンダナ」

「俺はバンダナじゃねぇ！　幡ばん大だい那なだ！」

「これでもお前らには期待してんだよ。勝手に裏切んな」

「俺たちはあんたの物でも舎弟でもねぇんだよ！　《純白の悪魔》なら俺たちも黙って従うさ……でも、あんたは伝説じゃねぇ。威張っていい身分じゃねぇんだよ！」

「これからも何か不満があれば口にしろ。お前らの不満は俺が強さですべてねじ伏せる」

「もうおせぇよ！　黒淵はなくなる！　あんたが威張れるのも今日で終わりだ！」

「バンダナ、よく言った」

　ハジメは拍手をしながらバンダナの横に立った。

「ザクラ、これから俺とお前でタイマンするってのはどうだ？」

「あ？　どういう心変わりだ？　ボクシングならともかく、ただのタイマンならお前に勝ち目はないぞ」

「俺が勝つ可能性は低いだろうな。だから、俺が勝てるようにルールを設ける」

　ハジメはほくそ笑んだ。

「ルール？」

「お前が俺に一発当てるごとに人質を一人ぶちのめす」

「なんだと……」

「お前が俺の攻撃を一発避よけるごとに人質の指を折る」

「ふざけるな！」

　これが、ハジメの最強に強い作戦だった。

「そうだな、まずはこのバンダナくんの指からにしよう」

「え、土ど塔とう先輩、何言ってるんですか……」

　バンダナの額に浮かんだ脂汗でバンダナが湿った。

「裏切った手下のことなんてどうでもいいだろ？」

「外道め」

　ハジメの言葉をザクラは斬って捨てた。

「お前も知っていると思うが、俺の拳はボクシングのプロ入り目前だ。その威力は岩すらも貫通するほど。食らえばただでは済まないだろうな」

　Ｓ級の攻撃はＳ級の防御を貫く。

　いくらザクラが頑丈なヤンキーとはいえ、ハジメの攻撃を食らえばタダでは済まない。

「これがお前の望んでいた喧けん嘩かかよ！」

「俺が望むのは、天下を取ることだけだ。そのためには、どんな非道な手段も辞さない」

「くそがっ！　だとしたら、俺は何のために……」

「感傷で人生が幸せになることはねぇんだよ。構えろ」

「……俺は、お前のようなやつをヤンキーとは認めない」

「構わねぇな！　さあ、タイマンだ！　お前の拳が俺に届くかどうか、試してみろ！」

　ハジメはあえてゆっくりと動いてザクラに近づいた。

　体内の《邪気威ヤンキー》を右手に凝縮させていく。たっぷり《邪気威ヤンキー》を溜ため、どてっぱら目がけて放つ────鋭い一撃！

　ザクラの腹筋が抉えぐれてゴム化を始める。

「ぐあああ！」

　なんとか踏みとどまった。

「いつまで耐えられるか、試してみようぜ」

　ハジメは悪魔的な笑みで舌なめずりをした。

　人質は四天王最強のオンギョウが見張る。いつでも制裁を下す準備ができているということだ。ザクラは、逃げ場を失った。














●第五章　疎く疎遠な青春の青い春




　一七時まで、残り四時間に迫っていた。

　桜さくら川がわスイはスイートルームにプリンを届けた後、元ヤンの店主が経営するカフェでカチコ映えするランチをキメていた。鬼の形相を添えてカチコミルに呟つぶやいた後、ようやくアジトに戻る。

　アジトに戻った彼女は、汎用ヤンキーの屍しかばねと荒れ果てたロビーを前に立ち尽くした。

「台風が通り過ぎたような……」

　背後に人の気配を感じて振り返る。

　そこにいたのは、陰キャと金髪ヤンキーの姿。

「案内ご苦労さん」

「ゆっくりしすぎだ」

　レンジとアオイだった。

「どうして……尾行されていないことは確認していたのに」

「見えるところにいなくても尾行はできるからな」

　レンジが事も無げに言ってのける。

「くそっ……」

　スイは拳を握りしめた。

　この状況、恐らく赤あか城ぎザクラが既に乗り込んできている。

　ハジメのためにもただで通すわけにはいかない。

「これでも圧あつ黄き四天王のうちの一人、スイだ。お前たちはここで仕留める」

「二対一だけど、いいのか？」

　陰キャのくせに……なんだ、この自信は？

　その時、上階から《邪気威ヤンキー》の気配が落ちてきた。天井を突き破り、スイの横に降り立つ。ザクラにも負けない恵まれた長身に筋肉を見せつける立ち姿。

「キン！　これで圧黄の四天王が二人だ。さすがのＳ級でも四天王二人相手は辛つらいだろ」

「そのでくの坊が強いのか？」

　レンジのナチュラル煽あおりヒャッハー！だ。

　でくの坊呼ばわりされたキンは、胎動する山のような低い声で笑った。

「俺は防御力に関しては圧黄で一番だ。ハジメよりも硬い。どんな武器でも拳でも、たちまち跳ね返してしまう鋼の体を持っている。手数で攻める鬼おに津つアオイの天敵だろう？」

「私の対策で待機していたってことか」

　苦々しい表情のアオイを見てスイは勝ちを確信した。

「相手が悪かったな。お前たちがハジメのところに辿たどり着つくことはない」

「こいつが圧黄高校の中で一番防御力があるってことだよな？」

　陰キャの無意味な時間稼ぎか。好都合だ。

「当然、黒塗りの車よりも硬いぞ」

「そうか」

　次の瞬間、陰キャとキンが姿を消した。

「え」

　突然の地震にスイはよろめいた。

　いや、地震ではない。建物が衝撃を受けたのだ。

　ゆっくり振り向くと、ロビーの真ん中にはいつの間にか陰キャが立っていて、その向こうでは、ゴム毬まりになったキンが壁にめり込んで壁画と化していた。

「なんだ、プリンかと思うくらい柔かいじゃないか」

「お、お前、今、何をしたんだ……鬼津アオイの仕業か？」

「さあな」

　位置的に攻撃をした可能性が高いのは陰キャか？

　いや、待て。

　どうして可能性で物を考えているんだ。目の前で起きていたことが一切見えていなかった？　ありえない。これが、本物のＳ級とＡ級の差だというのか。

　スイは慌ててカチコミルを起動した。

　データベースに載っている名前は安あ室むろレンジ。最近登録されたばかりの新参ヤンキー。黒くろ淵ぶち高校一年で出身中学は不明。そのランク────

「Ｄ級、だと？」

　その反応にアオイはヤンキーらしくない笑みをこぼした。

「あんたが信じたいものを信じればいい。ヤンキーはみんなそうしてるんだ」

　アオイはスイの横を素通りしてレンジに追いついた。

　二人はスイを無視してエレベーターに向かっていく。

「ま、待て！　ここにまだ四天王の一人がいるんだぞ！　戦え！」

　レンジが振り返った。

「勝ち目がないことは分かっただろ？」

「それでも私は四天王の一人だ！」

「俺とアオイさんで決めてたんだ。あんたとは戦わないことにするって」

「どうして……」

「プリンが美う味まかったから、かな。ごちそうさま」

「良いチョイスだった！　この喧けん嘩かが終わったら、仲間になってくれよ。待ってるから！」

　レンジとアオイの笑顔にスイは毒気を抜かれた。

　両膝をその場についてしまう。

　これが、Ｓ級とその連れの強さ、度量の広さだというのか。勝てるわけがない。

《純白の悪魔》なんて馬鹿馬鹿しいと思っていた。ヤンキーが喧嘩に命を懸けているのをいつも冷めた目で見ていた。

　何か明確な目標があるわけでも、守るべきプライドがあるわけでもない。

　それでも、理解できた。憧憬の存在を。

　圧倒的な強さを目の前にして、ようやく世のヤンキーがこぞって口にする伝説の輪郭を遠くに見ることができたのだ。

　こいつらのようなＳ級のずっと先に、《純白の悪魔》という伝説がある。

「これが、ヤンキーの世界……」

　レンジとアオイは稼働していないエレベーターに体を滑り込ませようとしていた。

　スイは我に返った。

「まずい！　そのエレベーターには大量の爆弾が設置されているんだ！」

「分かってる」

　……分かってる？

　二人はエレベーターに衝撃を与えた。直後、凄すさまじい爆発音が響く。まっさらになったエレベーターの昇降路に改めて滑り込んだ二人は、内部の壁を蹴って上階へと上って行った。

　無む茶ちや苦く茶ちやだ。

「……はは、は」

　スイは笑うしかなかった。

　そして、確信した。

　この勝負の行方を。





　　◇






　満まん身しん創そう痍いだ。赤あか城ぎザクラの全身はほとんどゴム毬まりと化していた。

　このまま攻撃を受け続ければ、やがて取り返しのつかないことになるだろう。

　しかし、ハジメの攻撃を避よけるわけにはいかなかった。

「まだ耐えられるのか。頑丈さだけは化け物並みだな」

　ハジメの言葉に悪態を吐つく余裕すらない。

「もう一発いくぞ！　オラァ！」

《邪気威ヤンキー》に満ちた右の拳がザクラの頬ほおをぶん殴る。

　スタジオの照明の下でザクラは派手にぶっ飛んだ。

「あの、土ど塔とう先輩、もういいんじゃ……」

「いいわけねぇだろ」

　バンダナの提案はすぐに却下された。

「俺は、まだ、立てるぞ……」

「ざ、ザクラ先輩！　あんたもあんただ！　さっさと諦めて逃げ帰ればいいだろうが！　なんでこんな勝ち目のない勝負に乗ってんだよ！　黒くろ淵ぶちの存続がそんなに大事かよ！」

　ザクラは口の中の血を吐き出した。

　一年にはまだ分からねぇか。ヤンキーの生き方ってやつが。

「あの高校は、俺だけのものじゃない。代々の卒業生たちが守ってきたものだ。こいつには、伝統の石碑をぶち壊されてる。俺は、黒淵の筆頭ヤンキーとして、学校を支配する義務がある」

「まだそんなこと言ってんのかよ！　かっこつけんのもいい加減にしろ！　あんたがどんなやつか、もうみんな分かってる！　他人のことなんか考えてんじゃねぇよ！」

「黒淵のすべては俺のもの。男も女もだ。俺のものは誰にも渡すつもりはない……自分のものは意地でも守る……当然のことだろうが」

　その覚悟は、仲間の元を離れて一人で黒淵に入った時から変わらない。

　ハジメは立ち上がりかけたザクラの懐に滑り込んだ。

「その役目も今日で終わりなんだよ！」

　ザクラの顎が殴り飛ばされた。

　吹っ飛んだザクラは、それでもなお、立ち上がる。

「もう、終わりか」

「ザクラめ……いいだろう。認めてやるよ。お前は強い。強いが、底なしの馬鹿だ。俺は次の一撃でてめぇの右腕をぶち折ってやる。確実にだ」

「やれるもんなら……やってみろや！」

　ハジメの右拳に集められた《邪気威ヤンキー》は、今までとは比べものにならない強さだった。

　手加減していたってことか。

　さすがにこの一撃をノーガードで受けたら右腕が無事で済むことはないだろう。

「覚悟はできたか！」

　覚悟？　そんなものは不要だ。

「お前は弱いな。必死に殴って取れたのは、やっと俺の右腕一本だけなんだからな」

「腐れヤンキーが！」

　ザクラは悟った。もはや、ここまでか。

「そういうわけにはいかないでしょ～！」

　ザクラは自分の目を疑った。




　土ど塔とうハジメに裏切ったはずの三人組が巻き付いていたのだ。




「てめぇら、俺の邪魔をするつもりか！」

「土塔先輩……さすがにどうなんですかねぇ、そういうの」

　バンダナは無意味かもしれないが、必死にバンダナをハジメの腕に巻こうとしている。

　三人組が相手にしているのは、Ｓ級だ。

　Ｃ級やＤ級程度の下級ヤンキーが敵かなうような相手ではない。

「お前ら、余計なことはするな……！　死ぬぞ……！」

「そういうあんたが一番死にそうじゃないですか！」

　バンダナの言葉にザクラは心を打たれた。

「幡ばん、大だい那な……」

「バンダナでいいよもう！」

「虫が三匹まとわりついたところで時間稼ぎにもなんねぇんだよ！」

　ハジメが振り払うと、三人はスタジオの壁までぶっ飛ばされた。地味男は壁画になり、バンダナとネギ頭はギリギリのところで意識を保った。

「俺って弱いなぁ……この程度の攻撃で死にそうだぜ……」

　バンダナがうめく。

「俺が一番ヤンキーに向いてないってわけよぉ……」

　ネギ頭のネギはへなっていた。

　ハジメはゴム毬まり寸前の二人に怒りを向けている。

「俺の邪魔をしやがった罪は重い。大罪だ！　ぶっ殺してやる！」

「三人とも、よくやってくれた」

　ザクラは底に秘めた《邪気威ヤンキー》の力を解放した。

　その勢いにハジメが目を見張る。

「てめぇ、俺に攻撃を当てたら人質をぶちのめすんだぞ！」

「一発で仕留める。準備が整った」

「だったら、そのボロボロの体で何ができるのか見せてもらおうか！　いくぞ！」

「純白の右手──ホワイト・ワン・ショット！」

「閃せん光こうの一撃──ゼロ・レーザー！」

　互いの《邪気威ヤンキー》が互いの拳に宿っていた。

　収束点に向かってカチコミ始める両の右拳。もはや爆弾同士のぶつけ合いだった。触れあった瞬間に炸さく裂れつする爆発的な衝撃。それは、周囲の目を焼き尽くし、爆風を生み出し、フロアの壁や天井を剥はがしていった。

「うおおおおおおおおおおおおおおお！」

　雄お叫たけびは、もはやどちらのものかも分からない。音という音はぶつかり合う《邪気威ヤンキー》の前にかき消えていた。

　視界が純白に塗りつぶされ、束つかの間まの静寂がある。




　色と音が戻ってきた世界で、ザクラは鮮血を吐き出した。




「ぐはっ……」

　右腕が折れていた。

「赤あか城ぎザクラ！　お前も大したことねぇなあ！」

「ザクラ先輩はどれだけのハンデを負ってたと思ってんだ！」

　バンダナが声を上げた。

「そんなの知るかよ。俺の腕はヒビ一つ入ってねぇな！」

「心配するな。この程度の怪け我が、すぐに治る」

「ふざけやがって……お前、覚えてるよな？　俺に一撃入れたら人質を一人ぶちのめす。さぁ、どいつにしようかなァ！」

「準備は整ったと言っただろう」




　スタジオの照明の下で、流麗な金髪が放物線を描いた。




　黒くろ淵ぶち高校二年、金髪ヤンキー、鬼おに津つアオイ。

「なっ、どうしてここに!?」

　人質を見張っていたヤンキーたちが瞬く間に意識を失っていく。

　アオイの攻撃は手際よく華麗で凄すさまじい速度だった。

「やってくれるな！」

　オンギョウが鍛え抜かれた拳でアオイの動線上を塞ぎにいったが、アオイを捉えるはずの拳は空を切るだけだった。金髪ヤンキーは予想も付かない動きで体を折りたたみ、拳の下をかいくぐっていた。

「なっ……」

　アオイの攻撃の一発は軽い。相手によってはまるでダメージが入らない可能性だってある。だから、足りないパワーを補うためのスタイルを身につけた。機動力に任せて相手の懐に入り込み、的確に弱点を突いていく。

　うまく隙を突ければ、すべての攻撃が必殺の一撃になる。

　アオイの蹴り上げは、オンギョウの顎を捉えていた。

「ぐっ、は……」

　オンギョウは力なくその場に倒れ伏した。

　一瞬にして、人質に制裁を下すはずのヤンキーたちはいなくなった。

「はい、一丁上がり！　この喧けん嘩かが終わったら仲間になってもらわないとな」

　アオイがパッ、パッと手を払った。

「形勢逆転だな」

　ザクラがハジメを煽あおり立てる。

「ちなみに土ど塔とうハジメ、私は絶対にお前を許さないからな」

　アオイの目に宿る闘志は、瞳の奥で土塔ハジメを火あぶりにしていた。

「なんだ、こりゃ。まったく……とんでもねぇ状況だな」

　見回せばすべて敵。ハジメが慎重に慎重を期した最強に強いプランは瓦解を始めていた。あらゆる配置が、ことごとく覆されている。

　このままでは逃げられない。

　何か手はないか……スタジオを見渡し────ハジメは見つけた。

　入り口でボサッと突っ立っている陰キャの姿を。

　ザクラとアオイを相手にするのは荷が重いが、陰キャだったら。

　不意打ちならいける。まずはこいつから切り崩して状況を打開する！

　ハジメは床を蹴った。

　ふん、ザクラの拳を止めた？　実力が不十分でも、まぐれで一発二発止めるということはあり得る。普段であればリスクなど取るつもりはないが、今は緊急事態。たしかにまだ陰キャの実力は計りきれていない。それでも、岩を貫くこの拳が止められることはあるまい。

　右手に凝縮していく《邪気威ヤンキー》は、ザクラとかち合った時の威力と寸分違たがわない。

「まずい！　逃げろ！」

　ザクラはレンジに向かって必死の忠告をした。

「逃げろ？」

「その攻撃は、俺の右腕を破壊するほどの威力だ！　いくらお前でも────」




　────パシィン。




　ハジメの拳は、乾いた音と共にレンジの右手に収まった。

　スタジオの時が止まった。

「何が、起きた……」

「いや、ただのパンチだろ？」

　レンジの煽あおりヒャッハー！が、ハジメの心を的確に抉えぐった。

「陰キャァァァアアアアア！　お前は絶対に殺す！」

「こうやるんだよ」

　レンジは空いた側の拳でハジメの横っ面をぶん殴った。

「んがっ！」

　シンプルな攻撃でハジメの体は呆あつ気けなくぶっ飛んで壁に衝突する。ハジメにとっては予想外の反撃だったが、まだ再起不能には程遠い。

「ハジメ……時間だ！」

　床に這はいつくばっていたオンギョウが虫のようなか細い声を上げた。

　その場の全員が一斉にスタジオの時計を見た。

　一六時三〇分。

　終わりが近づいている。

　その一瞬の隙、時計も見ずに動き出していたのは────ハジメだった。

　ぶっ飛ばされたおかげで逃走経路が近くにあった。ハジメはレンジを振り切り、スタジオの奥へと退く。去り際、ハジメは人質だった生徒たちに向けて何かを放った。

　抜いたピンが床を叩たたくのと、ハジメがスタジオを出たのが同時。

　放物線を描いて飛んでいくそれは、手しゆ榴りゆう弾だんだった。

「伏せろ！」

　ハジメを追いかけようとしていたレンジは、叫びながら瞬時に進路を変更した。

　跳び上がり、空中で手榴弾を掴つかむ。

　手にしたそれを、レンジは開け放たれたエレベーターのドアに向かってぶん投げた。

　瞬間的な爆発。爆風がスタジオまで流れ込んだ。

　ザクラは腸はらわたが煮えくり返っていた。

「あの野郎……本当にどこまでも手段を選ばないつもりか！」

「アオイさん、追いかけよう！」

「もちろん！」

　レンジとアオイとザクラの三人は、ハジメが消えたスタジオ奥へと急いだ。

　そこにあったのは、隠し通路と階段だ。

　カン、カン、と階段を上る音が響いている。

「来るんじゃねぇ！」

　上からハジメの怒声が降ってきた。

「どうせ逃げられないだろ！」

　アオイが叫び返す。

　カンッ、カンッ、と靴音とは明らかに違う音が階段に響いてきた。

　その音の正体に心当たりがある。

「まずい、二人とも伏せるんだ！」

　レンジの合図で一斉に伏せると、頭上で手しゆ榴りゆう弾だんが爆発した。

「あいつは、ヤンキーのプライドを捨ててでも勝ちたいってのか」

　ザクラがぼやくように言った。

　エレベーターに設置した爆弾もそうだが、相手がＳ級ヤンキーじゃなければいつ死人が出てもおかしくはない。

　カンッ、カカンッ。

　再び音がした。今度は二個同時だ。

「危ない！」

「きゃっ！」

　レンジはアオイをかばいながら下の階段に転がった。

　直後、爆発的な爆発音を上げて手榴弾が爆発する。

　避よけられなかったザクラは正面から受け止めていた。

「どんなものかと思ったが、手榴弾と言っても大したことがないな」

「アオイさん、大丈夫？」

「ありがとう。私は大丈夫。レンジは？」

「このくらい平気だよ」

　人を一人抱えて階段を転がり落ちたくらいでは、Ｓ級を超えるヤンキーの体が傷つくことはない。

　それは、手榴弾であろうとも同じだった。

「埒らちがあかない。手榴弾は大したことがないって分かったんだ。一気に距離を詰めた方が早いだろう」

「そうしよう」

　ザクラの提案にレンジは乗った。

　階段は屋上まで脇道なしの一直線だった。

　ハジメは屋上に出たらしい。

　開け放たれていたドアの間を抜けて屋上に出る。

　そこには、ヘリポートがあった。

　土ど塔とうハジメを乗せたアッキＴＶのヘリが、ちょうど飛び上がったところだった。

「あと二〇分、俺は自陣の上空を旋回する！　これでお前たちの高校は終わりだ！」

「させるか！」

　アオイの遠距離攻撃だった。

　スマホが火花を散らしてまっすぐにヘリに向かって飛ぶ。

　ヘリの窓ガラスに当たったスマホは、無情にも弾はじき飛とばされてしまった。

「こっちだって学習してんだよ！　スマホは効かねぇ！　あばよ！」

「降りてこい！　卑ひ怯きようだぞ！」

「くそがっ、ここまでか……」

　ザクラは右腕をだらんと垂らし、意気消沈してその場にへたり込んでしまった。

　レンジはザクラに向き直った。

「あと二〇分あるのに諦めるのか？」

「敵は空の上だ。ただの人間の俺たちにいったい何ができる？」

「俺たちはただの人間じゃない。ヤンキーだろ？　こんな時、《純白の悪魔》だったら簡単には諦めないんじゃないのか」

　屋上には風が吹いていた。

　へたり込んだザクラが見上げるレンジの顔は、鬼の形相だった。

「陰キャ……」

「ザクラ」

「お前、一年のくせに生意気だな」

　ザクラはふっと笑った後、立ち上がった。

「お前のようなやつに励まされるとはな。協力するつもりはないんじゃなかったのか？」

「それはアジトを探す話。土ど塔とうハジメをぶっ潰すっていう目的は同じだし」

「支配者の座は譲れないぞ」

「分かってる」

「分かってるのか」

「時間がないぞ！」

　焦りを感じるアオイの声。残り時間は二〇分を切っている。

　その間にヘリコプターから土塔ハジメを引きずり下ろして倒さなければいけないのだ。

「ザクラ、まだ戦えるか？」

「当たり前だ。この時のために自主停学中に全身を鍛え直した」

　レンジの問いに頼もしい答えが返ってきた。

「だったらトドメはザクラに任せる。俺が倒すとランク上がりそうだし」

「何言ってんだよ、レンジ！　トドメは私が刺す！」

「鬼おに津つアオイ、お前の気持ちも分かるが、ここは筆頭ヤンキーの俺に任せてくれ。頼む」

　ザクラはアオイに向かって頭を下げた。

「ザクラ……」

「散々黒くろ淵ぶちをこけにされてんだ。それに、あいつとは個人的な因縁もある」

「あぁもう、分かったよ！　筆頭ヤンキーなら簡単に頭なんか下げるんじゃねぇ！」

「すまない」

「とにかく時間がない。まずはヘリを落とそう」

　レンジが言うと、ザクラは眉をひそめた。

「そんなことができたら苦労しないんだが」

「確実にできるという保証はないけど……」

　レンジは屋上の床に拳を叩たたき込み、亀裂を作った。ひび割れに手を突っ込み、床を引っぺがす。

「これをプロペラにぶつける」

「……ほう、考えたな」

　ザクラとアオイもレンジに続いて、屋上に亀裂を入れ始めた。




　その様子を土ど塔とうハジメはヘリコプターの中で見ていた。

「あいつら、何をやってるんだ……？」

　引っぺがした屋上が、細かくなっていく。

　三人は屋上の破片を手の上でぽんぽんしている。

　そして、投げた。

「なんだと!?」

　三人の遠距離攻撃は的確にプロペラに的中し、ヘリがぐらりと揺らいだ。

「あいつら、頭おかしいんじゃねぇのか！　おい、パイロット！　当たらないように避よけろ！」

　パイロットはなぜか顎にプロテクターを装備していた。

　ヘリが遠距離攻撃を避けるためにアクロバティックな操縦で旋回する。

「あと一五分だ！　死ぬ気で逃げ切れ！」

　別のエリアまで逃げるとしたら。各校にはこいつらのように頭のおかしいＳ級が何人もいる。特に《天てん下か逆ぎやく上じよう》の連中なら、懐かしさから挨拶の一つくらいはされるだろう。

　それでも、逃げられれば黒くろ淵ぶちには勝てる。リスクは取るべきだ。

　プライドは捨てろ。

　これはただの喧けん嘩かなんかじゃない。

「勝つために何でもやるやつの方が……最終的にはクールなんだってことを教えてやる。緑みどり織おりのエリアに向けて飛べ！　逃げることを優先しろ！」

「できるだけ、やってみます」

　パイロットはすかさず舵かじを切った。

　直後、ヘリのフロントガラスを石いし礫つぶてが横切った。たまらずにヘリは急旋回してしまう。

「くそっ！」

　体幹の強いハジメでも、いきなりの方向転換で上体は大きく揺らいだ。

　続けざまの連続遠距離攻撃をパイロットが巧みに避けていく。

「なんとか避けました！」

　パイロットが誇らしげに叫んだ。

「そうか。よくやっ────」

　いや、本当にそうか？

　ヘリはザクラたちが揃そろう屋上から距離を取るように動いていたはずだ。

　だとしたら……なぜ、フロントガラスを石いし礫つぶてが横切るのか。

　ハジメは慌てて立ち上がり、窓に張り付いて屋上に視線を飛ばした。発射される遠距離攻撃の軌道は、ヘリを狙っていない。飛んできた屋上の破片は、近くに聳そびえる背の高いビルに当たって跳ね返り、ヘリの機体をかすめた。

「────跳弾、だと」

　突然、ヘリの高度がぐっと下がった。

「なんだ!?」

　プロペラがカタカタと頼りない音を上げていた。

　ヘリは制御が利かなくなり、落下していく。落下地点はビルの屋上だった。

「ビルの上に誘導されていたのか！」

　ヘリはふらつきながらビルの屋上に不時着。

　あっけなく機体はひしゃげた。中にいたハジメは否いや応おうなく横倒しになる。

　突然、パイロットの悲鳴が上がった。

　フロントガラスには、レンジが張り付いていた。

「おあああ！　なんだてめぇ！」

　まさか。

　時計を確認すると、あと一〇分だ。

　ここにきて、まさか、邪魔をするというのか！

　フロントガラスに張り付いたレンジの髪が、陰キャのベールを脱ぎ捨てていた。

　そこに現れたのは、鬼の形相。

　土ど塔とうハジメは息を呑のんだ。

「やっぱり、お前……」

　ヤンキー界に数々の伝説を残し、全国のヤンキーブームを再燃させて消息を絶った《純白の悪魔》という伝説の男。

　その年齢は十二歳から二十歳まで様々な噂うわさが流されているが、何よりも特徴的なのはその顔だった。

　鬼の形相。

　一度見たら忘れられないという形相は、ヤンキーたちの間でも廃れないブームだ。

　そのオリジナルが、目の前にいる。

　土塔ハジメに逃げ場はない。否応なく突きつけられるその表情。見続ければ見続けるほど、全身が粟あわ立だつのを感じた。

　脳が警告しているのだ。死の危険を。

「お前が《純白の悪魔》なんだな!?」

「いいや、俺はただのオタクだ」

「オタク……だと？　《始まりの終末》か!?」

「さあ。どうだかね」

「てめぇだろ！　散々煽あおりやがって！　あの謎の視線の正体もてめぇか!?　ずっと《天てん下か逆ぎやく上じよう》を監視してたのは、いったい何のつもりだったんだ！」

「落ち着けよ。俺をホテルに三日間もぶち込んだのは、お前だろ？」

「そうだ……ホテルにいたじゃねぇか。《始まりの終末》じゃないとしたら、誰なんだ」

「そっちの件は俺に任せろ。お前はもっと心配しなきゃいけないことがあるだろ」

　レンジが強化ガラスに手を突っ込むと、いとも容易たやすく窓は割れてしまった。

「意外と脆もろいな」

「そんなわけあるか！」

　終わった。残り時間はわずかだというのに。

　首根っこを掴つかまれて、機体の外に引きずり出される。

　抵抗などできるような力ではなかった。

「時間がないから直線で飛ばすぞ！」

「いったい何を──」

　体内の臓器がふわりと口元まで上がる。

　瞬間、ハジメは宙をばく進していた。

「うおあああああああああ！」

　翼をもがれたハジメに空を旋回する手段はない。ただ、まっすぐに目標地点に飛ばされるのみ。

　ハジメはろくに受け身も取れずにビルの屋上に転がった。散々転がった後、屋上のフェンスに当たってようやく止まる。

「くそがぁ！」

　痛みを堪こらえながら立ち上がると、目の前には大男が立っていた。

　黒くろ淵ぶち高校二年、筆頭ヤンキー。




　赤あか城ぎザクラ。




「まさか、お前とこんな形でやり合うことになろうとはな」

　ザクラの口調はいつも通りだが、立っているのがやっとのように見える。

「はっ……ずいぶん、時間がかかったじゃねぇか」

「時間がないから構えろや。一発で終わりだ」

「そのぶっ壊れた拳で、俺の極めた右に勝てるのかよ！」

「俺は、俺のやり方でお前を倒す！」




　あの日の約束が、今、交差する。




《天てん下か逆ぎやく上じよう》の精鋭ヤンキー六人は、圧あつ黄き高校に進学するはずだった。

　同世代に並ぶ者はいないと言われた最凶のチーム。それは高校生の本格的なヤンキーを相手にしても変わらない化け物ぶりを発揮するだろうと噂うわさされていた。

　新たな伝説の誕生がそう遠くない未来に迫っている。

　誰もがそう信じてやまない気運の中、《天下逆上》は────解散した。

　中学三年が終わりに近づき、進路を決める時期のことだった。

「ザクラ、お前、また身長伸びたんじゃねぇのか？」

　ボクシングの腕で比較するならばハジメに軍配が上がるとはいえ、ルール無用の喧けん嘩かになると、どうしてもハジメがザクラに勝ち越すのは難しかった。ザクラの生まれつき恵まれた体格には、どうあがいてもハジメが追いつくことはできなかったのだ。

　二人は圧黄エリアで最も荒れた中学に通っていた。

　窓という窓が枠ごと破壊された校舎だ。柱も巨大生物にかじられたかのように削られていて、校舎が崩れるのは時間の問題と言われていた。

　西日が差す三階の教室。二人は枠のない窓に座って足を外に投げ出していた。

「身長だけあっても筋肉が足りんな」

　この時のザクラは、まだ身長が高いだけだったのだ。

「そんなもの後からいくらでも付ければいいだろうが」

「でかけりゃいいってもんでもない」

「ボクシングではな」

「ヤンキーの喧嘩も同じだろ」

「だったら体を交換しろ。俺は身長が欲しい」

「ふん、遠慮しておくぜ」

　この日は、朝からザクラが何か言いたそうにしていた。

　だからハジメは話を切り出せないように他た愛あいのない会話で牽けん制せいしていたのだが、いつまでも止めておくことはできなかった。

「なぁ、ハジメ」

「そうだ、帰りは久しぶりに《悪あつ鬼き闘とう千せん》に寄っていかないか？　フウ、キン、オンギョウも来る。あいつらも結構強くなったんだぞ。舎弟にした甲か斐いがあるってもんだ」

「いや、《悪鬼闘千》には行けん……」

「金だったら気にすんなよ。俺なんて今まで一銭も払ってねぇぞ。ははは」

「ハジメ」

「腹減ったな……そうだ、なんか食いに行くか」

「俺は圧黄高校には進学しない」

　土ど塔とうハジメが、一番振り返りたくない過去の記憶。赤あか城ぎザクラの西日に照らされた申し訳なさそうな情けない顔。ヤンキーの鬼の形相とはかけ離れた、年相応のガキが友だちに見せるような気の抜けた表情。

「ザクラ」

「色々考えた結果だ」

「おい、ザクラ！　お前……どうかしてるぞ。いったい何があった？　何かきついことがあったんなら言えよ」

「そんなものはない」

「じゃあ、なんでだよ！　なぁ、俺たち誓ったよな？　俺たちが猫ねこ丘おか区で天下を取るんだろ？　来年からはシマトリーが始まる。《天てん下か逆ぎやく上じよう》だけじゃなく、フウ、キン、オンギョウだって圧あつ黄き高校に進学するんだ。全員で《純白の悪魔》に成り代わろうって話したばっかりだろうが！」

「そんな未来もいいかもしれないな。だが……そうなったら、俺たちは二度と本気の喧けん嘩かができなくなるぞ」

「本気の喧嘩って……なんだよ」

「天下と命とプライドを懸けた一生に一度しかできない喧嘩だ。俺は、その喧嘩をお前としてみたい」

「そんなの……」

　全力で否定したかったのに、ハジメはザクラの決意を一笑に付すことができなかった。

　幼い頃から身近な好敵手として育ってきた。喧嘩をして、勝って、負けて、勝って、負けて、勝って、負けて……五分の勝負を幾度となく繰り返した。

　いつか、全身全霊でぶつかり合う本気の喧嘩で決着をつけたい……そんな想おもいが、ハジメの心の中にも少なからずあったのだ。

　ハジメは教室側に降り立った。

「お前、どこに進学するんだよ」

　ザクラも降り立ち、ハジメと向かい合う。西日が伸ばした二人の影の長さは、悲しいくらい差があった。

「黒くろ淵ぶちだ」

「黒淵だと！　圧黄の隣じゃねぇか……なんだよ、古豪の響きに惹ひかれたか」

「落ちぶれた黒淵を筆頭ヤンキーとして復興できれば、そいつは正真正銘のヤンキーだ。俺は、黒淵の筆頭ヤンキーとしてお前を倒し、天下を取る」

「ふざけんじゃねぇよ……そんなもの、認められるか！」

「だとしても、もう決めたんだ」

「勝手に決めてんじゃねぇ！　一言通すのが筋ってもんだろうが！」

「すまない」

「なに謝ってんだよ……」

　校庭から二人を呼ぶ声が上がった。

　見ると、校庭には《天下逆上》の四人がいる。彼らは何も知らず、暢気のんきに二人が降りてくるのを待っている。

　ザクラは四人に背を向けた。

「鍛錬を決して怠るな。互いに筆頭ヤンキーになった時、すべてを懸けて喧けん嘩かをしよう」

「お前がその気なら……受けて立ってやるよ！　俺がこの右の拳で、てめぇに吠ほえ面づらかかせてやる！」

　ザクラの黒くろ淵ぶち高校進学をきっかけに《天てん下か逆ぎやく上じよう》は解散した。

　それから、六人が揃そろうことは二度となかった。




　────うおおおおおおおおおおおおお！

　どちらのものともつかない雄お叫たけびが暮れかかった街にこだました。

　あの時から！　あの時からだ！

　俺は一日も休まずに右の拳を鍛え続けてきた！

　ザクラの意識を一発でぶっ飛ばせるような最強に強い拳を作り上げた！

　たとえ体格で敵かなわなくとも。ヤンキーとしての実力は劣っているとしても。すべてを懸けた一発なら、絶対に負けることはない！

「死ね、ザクラ！　閃せん光こうの一撃──ゼロ・レーザー！」

　二つの拳が交差する瞬間だった。

　ザクラの右手から、すっと《邪気威ヤンキー》の気配が消きえ失うせた。
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　なんだ……？

《邪気威ヤンキー》がザクラの屈強な体を伝い、左手に移っていく。その流れが、まるでスローモーションのように感じられた。

　まさか────。

　ザクラは右を囮おとりに左の拳を握りしめていた。

　まさか────────。

　ザクラの爆発的な《邪気威ヤンキー》を込めた左の拳が、凄すさまじい勢いを持って向かってくる。

「左、だと!?」

「純白の左手──アナザー・ホワイト！」

　発動と同時に周囲の風がめちゃくちゃに乱れ、瞬間最大風速が今世紀最大を記録する。

　拳の周りの空気をバグらせる凄烈な一撃が、ハジメの顔面を貫いた。

　爆発。

「ヒャッハー！　自主停学明けのワンパンはこうじゃねぇとな！」

　ハジメが最後に見たのは、街の西に沈んでいく夕日だった。





　　◇






　最高だった。

　レンジはザクラとハジメの最強に強い想おもいを乗せた拳のぶつけ合いを見て昂こう揚ようしていた。

「ふっ、ははっ……やっぱりこれだよなあ！　もう腕が上がらないってところから力を振り絞った最後の一撃……！　ボロボロになっても気力で意識を保ってるなんてすごいな。人間にこんなことができるのかって思うけど、ヤンキーにはそれができる。たしかに、このアツい喧けん嘩かを世間の人に知ってもらいたいと思うアオイさんの気持ちも分かるな～」

　一人でひたすらオタク語りを繰り広げるレンジは早口だった。

　一方、ヤンキーたちの喧嘩のあと。

　ハジメはビルの屋上で気絶していた。

「ザクラ！　シマトリーを見ろ！」

　アオイの声でザクラはカチコミルを起動する。

　勢力図を確認すると、本日分のシマトリーの結果が確定していた。

　黒くろ淵ぶち高校の陣地が戻り、ハジメに連れて行かれていた生徒たちの所属が元に戻っていた。

「ヒャァァァアアアアアッハァァァァアアアア！」

　ザクラは雄お叫たけびを上げた。

　完全なる勝利だ！

　黒淵高校は消失を免れ、圧あつ黄きの陣地が黒淵のものになっていた。

「ザクラ」

　アオイが屋上のドアに向けて親指を指している。

　裏切ったはずのヤンキー三人組がモジモジしながら立っていた。

「お前ら……」

「すんませんっしたァァァ！」

　三人はたちまち飛び込むように土下座をした。

「ザクラ先輩が俺たちを信じていたのに俺たちは……軽率に裏切りました。罰はなんだって受けます！」

「顔を上げろ」

　言われるがままに三人は顔を上げた。

「今この瞬間、俺は名実共に黒くろ淵ぶちの支配者になった」

「おい」

　アオイがすかさず口を挟んだ。

「今までの俺は……足りない実力を威勢でごまかそうとしていた。一刻も早く、《純白の悪魔》に近づきたかったわけだ。だけどな……」

　安あ室むろレンジ。

　あの男が何者なのかは分からない。ただ、自分より確実にヤンキーばんだ強さを誇る。

「今回の戦いで思い知らされた。強いってことがどういうことか。俺が今までいかに弱いヤンキーだったか。だから、恐怖で支配すんのはもうやめだ」

「へぇ」

　アオイがにやにやと笑っている。

　ザクラは頬ほおをわずかに染めて咳せき払ばらいをした。

「支配者にはなったがな、俺はまだまだ強くならなきゃいけない。お前らがボサッとしてるなら捨て置く。だから、さっさと強くなれよ。黒淵の戦力は全然足りてないんだからな」

　三人組はザクラの言葉に顔をくしゃくしゃに丸めた。

「ザクラセンパァァァァァイ！」

　三人はそれぞれ立ち上がってザクラの体に巻き付いた。

　感極まって目から流れたのは汗。ヤンキーの彼らは、そう主張することだろう。

「一生ついていきます！」

　三人の最強に強い決意が、夕日の空にクラスターロケットの如ごとく打ち上がった。

「おい、ハジメ！」

　屋上に上がってきたのは、フウだ。続いてキンとオンギョウも続く。

　三人が倒れたハジメに駆け寄ろうとした瞬間だった。

　突如、あまりにも近い位置にヘリが現れた。

「なんだ？」

　ザクラが疑問を口にする。

　ヘリはプロペラ音を撒まき散ちらしながら、ビルに着陸する。その場にいた全員は、まったく状況が読めず、ただヘリが巻き起こす風に手て庇びさしを作って立ち尽くすだけだった。

　ヘリからスーツ姿の男が降りてくる。

「まったく……話が違うじゃないか」

　その男は、アッキＴＶの筆頭アナウンサー、林はやしだ。

　足取りは万全ではないが、腐っても元ヤンの回復力だった。アオイにやられたというのに、往生際も悪く堂々と舞い戻ってきた。

「作戦は失敗。シマトリーでも負けるし、鬼おに津つアオイへの復ふく讐しゆうもろくにできない……いったい何だったらできるんだよ、この出来損ないは」

　呆ぼう然ぜんと突っ立っているヤンキーたちを尻目に、林は気絶したハジメの元に歩み寄った。

「おい……何をする」

　ザクラの問いは、ヘリの羽音にかき消される。

　ハジメを見下ろしていた林は、唐突に甘いマスクを歪ゆがませて《邪気威ヤンキー》を放出した。

「なぁ！　話がちげぇよなぁ！」

　右脚に力を込め、振り上げ、かかとを思いっきりハジメの腹に振り下ろした。

「ぐはぁっ！」

　ハジメが体を折った。

「おい、てめぇ！」

　ザクラが叫ぶ。

　その場にいた全員が、疲弊した体を無理やり引きずって駆け寄ろうとする。

「近づくな」

　その瞬間、全員が一歩も動けなくなった。

　林は懐から拳銃チヤカを取り出していた。

　拳銃チヤカの先をハジメの頭に向けながら、林は《邪気威ヤンキー》に満ちた足を何度も振り下ろす。

「なにいきなり負けちまってんだよ！」

「ぐっ」

「こっちにもさぁ！　予定っていうものがあってさぁ！」

「ぐはっ、ぐあぁああっ！」

「契約したよねぇ!?　三人の今後の人生を保証する代わりに、《純白の悪魔》に成り代わってスーパースターとしてうちの広告塔になりますって言ったよねぇええええ！」

「ぐあああああああああ！」

「おい、ハジメ、どういうことだ……」

　フウはか細い声を出した。

　フウ、キン、オンギョウの三人は事態が飲み込めていない。

「契約？　契約ってなんだよ、おい」

「あ？　もしかして聞いてなかった？　こいつは、貧乏にまみれたお前らに苗みよう字じと金と将来を与えようとしてたんだよ。お前ら雑魚を舎弟にした時から、ずーっとそんな馬鹿なことを目もく論ろんでやがったんだよ！」

「ちょっと待てよ！　んなもん、頼んでねぇだろ！」

「お前らには……普通のヤンキーになってもらいたかったんだ……」

「黙れ、負け犬！」

「ぐはあぁあ！」

　ちっ、ザクラは舌打ちをした。

「だから手段も選ばず勝ちに拘こだわっていやがったわけか。圧あつ黄き高校に進学したがったのもそういうことか。すべて納得がいった」

「勝手に納得すんなって！　こっちは微み塵じんも納得できねぇの！　あ？　言ってたよな？　失敗したら殺されても構わないって、言ったよな？」

　林はやしは拳銃チヤカの撃鉄を起こした。

「やめろ！」

　ザクラは叫ぶと同時、ハジメに向かって再び駆けだそうとした。しかし、体が言うことをきかない。ぶつん、と糸が切れたかのように足が止まり、その場で踏みとどまるのがやっとだった。

　気づいた林が驚きつつも拳銃チヤカの先をザクラに向ける。

「来んじゃねぇ！」

　両手で構え直し、その引き金を────引いた。

　銃声が街に響いた。

　肉が抉えぐれ、血が舞い、屋上に紅い斑点を撒まき散ちらした。

「ザクラ！」

　膝をついたザクラに向かってアオイが叫ぶ。

　ザクラが押さえた右肩からは血が止めどなく流れている。

「大丈夫だ……かすっただけだ」

「くそっ！　もう一発……」

　林が撃鉄を起こそうとした時だった。

「さすがに、やりすぎだろ」

　その声は上から降ってきた。

　すとん、と林の手首に手刀が振り下ろされる。

「ぐああああああ！」

　林は雄お叫たけびを上げながら拳銃チヤカを取り落とした。それを拾ったのはレンジだ。

「これだから元ヤンってやつは嫌いなんだよな」

「てめぇ……ただで済むと思うな……」

「せっかくヤンキーが喧けん嘩かしてるっていうのに、どうして邪魔をしたがるかな。悪いけど、これ以上邪魔するなら本当に手加減しないぞ」

「こっちは天下のアッキＴＶだぞ！　生きて帰れると思うな！」

　唐突に地上から一台のヘリが飛び上がった。

　屋上の程近くを飛ぶヘリには、機関銃が取りつけられている。

「ぶっ殺せ！」

　林はやしの合図と同時、機関銃は標的をレンジに定めて微み塵じんも容赦なく連射した。

「レンジ！」

　アオイが悲痛な叫び声を上げたが、放たれた弾丸は屋上を穿うがつのみだ。

　そこにレンジの姿はない。

「……なんだと？」

「ヤンキーに武器を持たすとろくなことがない」

　レンジはいつの間にか屋上のフェンスの上に立っていた。

「お前、いつの間に……撃て！」

　レンジ目がけて再び機関銃が撃たれるが、当たっているように見えてもレンジはわずかな動きだけですべてを避よけていた。弾丸が虚むなしく廃ビルの頭上を通り過ぎていく。

「ヤンキーは素手だから強いんだ。武器による攻撃は、人体と違って直線的で馬鹿正直。避けてくださいって言ってるようなもんだろ」

「何を馬鹿なことを……」

「ヤンキーは武器を手にした時、元ヤンになる」

「陰キャがイキってんじゃねぇえええええ！　てめぇらまとめて、蜂の巣にしてやる！」

　林の罵声に怒りを爆発させたのは、アオイだ。

「性懲りもなく……猫ねこ丘おか区をめちゃくちゃにしやがって！　お前らみたいな大人がいるから、猫丘区に秩序が根付かないんだ！　アッキＴＶ、私は絶対にお前らを許さない！」

「鬼おに津つアオイィ……こっちだって、てめぇだけは絶対に許さねぇ！　簡単に死ねると思うな？　元ヤンに楯たて突ついたことを後悔させてやるよ！　そうだ、圧あつ黄きのお前らにはもう一度チャンスをやろう。さあ、こいつらを────へぶっ！」

　林の横っ面を貫いた拳は────キンのものだった。

「誰がてめぇなんかに……協力するか！」

　疲弊したキンの拳は大したダメージにはならない。それでも、林を黙らせるには十分だった。

「お前……そんなことしていいのか？」

　アオイが意外な顔でキンを見る。

「今は陣営もクソもねぇよ！」

「キン、久しぶりだな」

　ザクラが横に並び、キンの肩に腕を回した。血の出る部分をかばって体重を預ける。

「ザクラ、ヘロヘロじゃねぇか。てめぇもずいぶん図ずう体たいがでかくなりやがったな。見せかけじゃねぇだろうな」

「当たり前だ。だが、わりぃな……戦力にはなれそうにねぇ」

「くそっ、俺だってろくに動けねぇんだよ……」

　満まん身しん創そう痍いの限界を超えた惨状。ハジメは倒れ、ザクラは血を流し、フウ、キン、オンギョウの三人は喧けん嘩かのあとでまともに動けない。黒くろ淵ぶちの三人組はもとより戦力にならず、残されたのは……。

「私が、やるしかない」

　アオイが覚悟を決めた時だった。

「言っただろ、アオイさん。邪魔者を片づけるのは、俺の仕事だ」

　レンジの前髪は上がっていた。

　それは、鬼の形相ではなく、慈愛に満ちた表情。純白の悪魔──その伝説の、語り継がれない裏の顔だった。

「っざけんな！」

　叫んだのは、林はやしだ。

「こんなところで、終わって、たまるかああああ！」

　林がスマホで合図を出す。

　瞬間、爆音を撒まき散ちらしてヘリが空を埋め尽くした。ざっと見て三〇機は飛んでいる。

　ヤンキーたちに焦りの色が浮かぶ中、フェンスの上に立つレンジだけは、冷静だった。

「さすがにちょっと本気を出さないと、やばそうだな」

　屋上の床に降り立ち、先手を打って動き出す。

「さあ、後悔しながら死んでいけ！」

　林が勝ち誇った笑みを浮かべた。

「自分の身は自分で守れ！」

　アオイの叫び声をかき消すかのように機関銃の乱射音が暮れていく空に響く。

　林の全身の血管はかつてないほど脈打っていた。

　こいつらはヤンキーの分際で元ヤンに楯たて突ついたのだ。死んで詫わびるのが道理。最終兵器ヘリ軍団まで召喚させたのだから、どうせ生きては帰れまい。

　くっく……と林はほくそ笑む。

　その耳は、自分の笑い声さえかき消す乱射音に包まれていたが────次第に不気味な声が耳に届き始めた。他でもない、叫んで喉が嗄かれた自分の汚い笑い声だ。

　あぁ、これで、アナウンサーはしばらく休業になるだろう。

　それでもいい。

　こいつらが蜂の巣になる瞬間を見届けられるのなら。

　だが、目の前のヤンキーたちは、一人も倒れていなかった。

　屋上に残る弾丸の痕は、制御を失ったかのようにバラけてヤンキーたちを外していた。

　機関銃の音がやんでいく。

　……なぜだ？

　彼らの視線は、信じられないものでも見るかのように夕空に釘くぎ付づけになっている。

　林が恐る恐る振り返ると、瞬くような火花が見る見るうちにかき消えていった。

　機関銃が根元から折られ、直後にはヘリがプロペラの回転をやめて墜落していく。目で追う先で、次々とヘリが部品を撒まき散ちらして街に落ちていく。

　夕空を背にヘリに向けて何かが飛来していた。

　それが機関銃を根元から折り、ヘリの生命線であるプロペラを砕いていく。

「どう、して……」

　希望を失って膝をついた林はやしの頭上、そいつは、フェンスの上に飛び乗った。




「鉄の塊が飛んで、鉛の塊を投げてるだけだろ？　そんなもので、どうしてヤンキーに勝てると思ったんだ？」




　だったらこっちも鉄の塊を投げるだけだ、そう言わんばかりに、そいつはヘリに向けて砕いた鉄の塊をぶん投げていた。

　鉄の塊。元々は、林が乗って来たヘリ────だったもの。

「そん、な……」

　化け物。

　すべてが規格外。

　宇宙の外側を見せられたような不条理に等しい。

　最後のヘリが、命の灯ともし火びを燃やして暗い街に落ちていく。

　林の野望は、音もなく砕け散った。

「そいつの処分は任せるよ」

　レンジは屋上に降り立った。

「悪いな、ケジメはつけさせてもらおう」

　ハジメが痛めつけられた体を無理やり起こして拳を握りしめていた。その拳がどこに向けられるのか、今こそ正しい判断ができるのであろう。

「レンジ！」

　駆け寄ってくるアオイに、レンジは薄く微笑ほほえんだ。

「ごめん、ちょっと急いで行かなきゃいけないところがある」

「今から？」

「終わったら連絡するから。今日は先に帰ってて」

「分かった……でも、これだけ言わせてくれよ」

「ん？」

「ありがとう、レンジ」

　金髪ヤンキーのその笑顔は、三〇機のヘリでも決して止めることのできなかった《純白の悪魔》の心臓を確実に一秒は止めたのだった。





　　◇
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　ヘリの残骸にまみれた圧あつ黄きエリアのビル街。

　体を蝕むしばむ鉄と硝煙の臭いを浴びながら、レンジはすっかり日が落ちた街の中を走る。

　隣接するビルの壁を蹴ってひたすらに加速。

　標的の逃げ足は速い。

　それでも、その伝説に追いつけないものはない。

「止まれ」

　レンジは視界に入ってきた人影の前に躍り出た。

　ちょうど街灯の下だ。

　その人物は、両手を挙げて降参の意を示したが、鬼の形相を目の前にして怯ひるむような様子は一切なかった。

「参ったよ。《邪気威ヤンキー》を抑えてくれないか」

「名乗れ」

「御み影かげシゲル。紫し想そう学園の二年だ」

「紫想学園……インテリヤンキーか」

「ああ。見ての通り、僕に君たちとやり合えるような実力はないさ」

　御影シゲルの《邪気威ヤンキー》は抑えられていて判別は難しいが、レンジが難しいと感じてしまう時点で、相当な実力を持っていることが分かる。一方で見た目は痩せ型。筋肉はほとんどなく、身長もレンジより僅かに高いくらいだろう。育ちの良さそうな髪質、見るからに高価なメガネ。弱そうに演出しているのか、抑えられた《邪気威ヤンキー》は本当にただ弱いだけなのか。

「お前だな？　俺に付つき纏まとっていたのは」

「まさか、バレるとはね」

「《天てん下か逆ぎやく上じよう》にも付き纏っていたのは？」

「それは秘密」

「紫し想そう学園と聞いてなんとなく目的は察したけど……一応、何が目的なのか教えろ」

「隠しても仕方ないか。データを取っていただけさ」

「《天下逆上》は分かる。でも、なぜ陰キャの俺を？」

《純白の悪魔》であることがバレた……とは思えないが。

「君はカチコミルで話題になっていただろう？　不穏分子は徹底的に排除する。うちの高校は、超がつくほど慎重でね」

「それで、どう思った？」

「それは、僕の感想を聞いてるのかい？　それとも、紫想学園の見解かな？」

「お前に聞いてるんだ」

「怖いな。君は予想通り強かったよ。びっくりした」

「予想通り……つまり、カチコミルの時点で俺を強いと思っていたのか」

「動画も出回ったからね。あれを見て確信したヤンキーは多いはずだよ。この陰キャはタダ者じゃないって。これから、きっと君のところには、猫ねこ丘おか区の化け物たちが集まるんじゃないかな」

「お前みたいなやつか？」

「僕が化け物？　面白いことを言うね」

　揺さぶっても御み影かげシゲルの《邪気威ヤンキー》は少しもブレなかった。

「一つ言っておくけど、僕は君の敵じゃない」

「だったら、こそこそする必要はないだろ」

「いやいや、こっちにも事情があるんだ。本当は、君とこうして話しているのだって、シマトリーにおけるバグみたいなものなんだよ。あまりにも想定外だ」

「そっちの事情なんて知らん」

　レンジは睨にらみをきかせた。

「君は本当にいい顔をするな。とにかく、本当に僕は敵じゃないんだ。何かあったらヴァイオレットタワーに遊びに来てくれ。歓迎するから」

　シゲルは不敵な笑みを浮かべた。その真意は、計りかねる。

「まあ、いいや。今やり合っても仕方ないし、俺はただの陰キャだしな」

「そのキャラがいつまで貫き通せるのか、楽しみだね」

「買いかぶりすぎだって」

「さっきのヘリとの戦いを見た感じだと、心配する必要はなさそうだけど。どうせ君の出身地である東北に比べたら、猫ねこ丘おか区は大したことないからね」

「いや、あんな辺境の地と比べるなよ……」

「でも、僕は期待してるんだ。君が本気を出せる相手が現れるのを。『Ｊの書』に君のようなヤンキーは書かれていない。それなのに、どうして強いのか……本当に興味深い」

「『Ｊの書』？　まったく、本当に敵なのか味方なのか分からないな」

「仲間にもよく言われる。『Ｊの書』は、気になるなら調べてみてくれ。それじゃ、また」

「おう。また」

　レンジはシゲルに手を振って別れた。

　……って、なんで普通に解散しているんだ。

　はあ、と一つため息を吐ついた。今後のシマトリーを考えると、もうちょっと情報が得られたかもしれないのに。

　来た道を戻りながら、レンジはシゲルとのやり取りを思い出す。

「本当によく分からないやつだったな……ん、あれ？」

　そういえば。

「俺が東北出身って、なんで知ってたんだ？」























●エピローグ　無常は常なる日常の非常




　翌日の黒くろ淵ぶち高校は、まるで一般校のような様相だった。

　圧あつ黄きとの争いが終わり、一段落ついたことでヤンキーたちは何をすればいいのか分からなくなったのである。おまけにヤンキーにとっては定番の暇つぶしだったアッキＴＶが、なぜか全放送を休止してしまっている。復旧時期は未定らしい。

　圧黄高校は黒淵高校との喧けん嘩かに負けて脱落した。汎用ヤンキーたちがことごとく敗れ、最低構成人数を下回った状態で筆頭ヤンキーのハジメがザクラに負けてしまったのだ。

「『Ｊの書』は検索しても見つからないし……」

　レンジは、自分の席が圧黄高校から来たという陽キャに占領されていたので、仕方なく校内を徘はい徊かいしていた。

　目的はアオイなのだが、教室を覗のぞいてみると、アオイの前にザクラを見つけてしまった。

「おい、陰キャ」

「げ、見つかったよ……」

「呼んだだけだろうが」

「少しでも関わりがあると思われたらオタク友だちなんて到底できないじゃないか……」

「あ？　ヤンキーの仲間がいるだろうが」

「それが嫌なんだって。それより、アオイさんは……」

　レンジが教室を見渡すと、アオイの代わりに見覚えのある青髪を見つけた。彼女は頬ほお杖づえをついて窓の外に視線を投げている。

「あ、プリンの人」

　彼女はレンジの声に振り向いた。

「桜さくら川がわスイだ。プリンはやめろ」

「黒くろ淵ぶちに鞍くら替がえしたんだな。他の四天王は？」

「来ないんじゃねぇの。知らねーけど。あいつらにもプライドがあるだろ」

「でも、君は来てるけど」

「私にはプライドなんてねぇし、それに……」

　スイはキンがぶっ飛ばされる瞬間のことを思い出していた。アオイがやったのか、レンジがやったのかは分からない。いつかあれを認識できるくらい強くなれたとしたら……そんな、新たに芽生えた憧憬が忘れられなかったのだ。

「まあ、気にすんな。中退はしたくなかっただけだ」

　納得しかけたレンジだったが、直前で思い至る。

「土ど塔とうハジメは？」

「あいつは遅刻だ」

「へぇ、プライドは邪魔しなかったんだ」

「知るかよ。ザクラと一緒にお友だちごっこでもしたかったんじゃねーの」

　レンジの背後でチッという舌打ちが聞こえた。

　もちろんザクラのものだ。振り返ると、ザクラは不機嫌そうな顔をしている。

「フウ、キン、オンギョウだったらついさっき来てるのを見たぞ」

「なんだよ。結局来てんのか、あいつら」

「俺の人望のおかげだ」

「人望？　お前、ギャグセンスねーな」

「……クソがッ」

　ザクラは苦虫を噛かみつぶしながらレンジに向き直った。

「おい、レンジ、提案がある」

　初めて陰キャ以外の呼び方をされた。照れて頬ほおをかきながらも改まるザクラに嫌な予感しかしなかった。

「俺たちはＳ級が一人しかいない圧あつ黄きごときに負けそうになった。これは、チームとして動いていなかったせいだろう。これからはもっと強い高校にカチコミをすることになるわけだが……どうだ、俺たちも黒淵のチームとして行動しないか」

　予想できていた提案だ。

「陣地は共有してるし、協力しない理由はないけど……ヤンキーとつるむのはなぁ」

「いつも一緒にいろって言ってるんじゃないだろうが」

「まあ、シマトリーの時だけなら」

　唐突にアオイが猫のような俊敏な動きで出現した。

「レンジ！　ここにいたんだな！」

「アオイさん、ちょうど今シマトリーの話をしていたんだ。チームとして行動しようって話になったんだけど、どうかな？」

「私はレンジに合わせる。ザクラも心を入れ替えたし、これなら私の仲間にふさわしい！」

「お前、どこから目線で言ってやがる。作戦の共有はカチコミルでするからな」

「りょーかい、りょーかい」

　いつものアオイならザクラに反発しそうなものだが、今日はなぜだか嬉うれしそうだ。

「アオイさん、何かあった？」

「ハジメはまだ来てないのか？　あいつ、どんな顔して黒くろ淵ぶちに来てんのか楽しみでさぁ！」

　なるほど。たしかにそれは気になる。

「そうだ、窓から手を振ってやろう！　レンジも一緒にどうだ？」

「迎えは必要だしね。よし、俺も手を振ろう」

「そうこないとな！」

　アオイは教室の割れた窓に駆け寄った。レンジもその横に並び、校門に土ど塔とうハジメが現れるのを待つ。

　その瞬間は、すぐにやってきた。

「あ、来たぞ！　えっ、あいつ……」

　土塔ハジメが校門をくぐり────前のめりで倒れ伏した。




　同時に轟とどろく────白昼の雷鳴。




　圧あつ黄きと戦っている最中に現れた禍まが々まがしい《邪気威ヤンキー》に相違ない。

「へぇ」

　レンジは笑ってしまっていた。

　かつて己が《純白の悪魔》だった黒歴史を否いや応おうなく想起させるほどの本物のヤンキーだ。

「ザクラ、待たせた！　約束を果たしに来た！」

　爽やかに言い放ったそいつは、赤みがかった目を爛らん々らんと輝かせて校舎を見上げていた。

　レンジの横にザクラが立つ。

「威い風ふうカズマ……緑みどり織おり農業高校の筆頭ヤンキーだ。二つ名は中学時代から《雷鳴指揮官》。つまり、《天てん下か逆ぎやく上じよう》の一員だ」

　これが《天下逆上》の三人目。

　この感覚は、本当に中学時代の黒歴史に対する懐かしさなのか？

　ただ、それだけなのか？

　目の前に解き放たれた確かな《邪気威ヤンキー》を前にして、体の奥底が熱くなっていた。

　俺は陰キャのオタクだ。

　だとしたら……この体の奥で燃えたぎる感覚は何だ？

「おい、レンジ。お前から見て、あいつはどうなんだ」

「少しだったら、本気を出してやってもいい」

「あ？　なんだそれ……って、お前、なに笑ってやがる」

「さあ、俺にも分からないんだ」

「強すぎるヤンキーを前にしておかしくなったか」

　東北にいた時ですら、こんな感覚を味わったことはない。

　懐かしさ。それが一番近いような気がする。

　でも、それなら、どうしてだ？　どうして笑うのを抑えられないんだ？




　この感覚をなんて呼べばいいのか────今の俺には、分からない。




　レンジは気づいていなかった。

　ヤンキーを忌避することが、《純白の悪魔》の力を封印する鍵だったことを。

　アオイと付き合い、オタクとしてヤンキーを再び受け入れた今、その力は、ヤンキーたちに影響され、次第に解放されていく。











●シマトリーの中間発表【エリア保有数】




　　圧あつ黄き高校：脱落

　　緑みどり織おり農業高校：一

　　青せい火か総そう合ごう芸術高校：一

　　紫し想そう学園：一

　　赤あか里り[image: ]ぶすま高校：一

　　黒くろ淵ぶち高校：二




　　《純白の悪魔》の再誕まで、あと四つ。








あとがき



　小説を書く。私のその意思はしばしば笑われる。笑うなとは言わない。笑いたければ大いに笑えばいいと思う。実際私には学もなければ品位もない、どこでどう道を違たがえたのか、現代の社会というものになじめず、普通一般から距離を置いて生きるしかない脱落者だ。笑われることで他人の中に泡沫うたかたほどの存在を刻めるならそれでもいいかと思えてしまう。

　そんな私だから人一倍、社会から愛想を尽かされた者の悲哀だとか、それでも拭い去れない矜きよう持じのぶつかり合いだとか、むこうみずに生きようと足掻く者達がいずれ何か大きな事を成し遂げていくだとか、そういう物語に惹ひかれずにいられない。

　そう、ヤンキーだ。成熟し器用に社会の中に溶け込める大人からすれば彼らの姿は滑稽で、道化のように映るかもしれない。けれど人々の輪に溶けきれず、コミュニティというビーカーの底に沈殿する居心地の悪さをすこしでも感じたことのある人は、きっと彼らの物語に共感してくれるものと信じている。

　以下、謝辞になります。文章すらおぼつかない名も無き物書きに賭けてみようと思って頂いた大変多くの関係者の皆様、激烈な情熱で企画を押し進めて頂いた担当編集のＯ様、さらにはこの本を選んでくださった読者の皆様に最も最強に強い感謝を捧げます。

　これからも夏なつ目め純じゆん白ぱくをどうぞよろしく。二次元コードを読み取って頂くと、Twitterの『純じゆん白ぱくと黄おう金ごん』の公式アカウントに飛べるそうです。便利な世の中ですね。
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https://twitter.com/white_and_gold_














電子書籍特典　書き下ろし短編

『野良猫のシマ争い』





　遠くで始業のチャイムが鳴った頃、猫丘区、黒淵エリアの住宅街では二つの雄叫びが上がっていた。一つは汎用ヤンキーが改造五〇㏄スクーターを転がし損なった時の悪態なので意味はない。もう一つは野良猫の《邪気威》に満ちた雄叫びである。

　登校するために歩いていたレンジは少なからず驚いた。微弱ながらも《邪気威》を持つ野良猫の気配を大群で感じたのだ。

　腕っ節の強そうな野良猫が一匹、土管にまみれた空き地のど真ん中で立ち上がっている。

　レンジの横ではアオイが「おー」と感心して野良猫に視線をやった。

「レンジ、見ていかないか？」

「ん？　何を？」

　アオイはニャァと口の端を持ち上げた。

「レンジは知らないか～。あのアツい喧嘩を。まあ、見てなって」

　ニャアアアア！

　野良猫が再び雄叫びを上げると、土管からぞろぞろとヤツらが這い出てきた。

《邪気威》をその身に纏いし四足獣。

　日光を浴びた艶やかな剛毛は輝き散らかし、刺々しく逆立って周囲にガンを飛ばす。

　ヤンキー猫。

　決して人間には懐かず野良であり続けるのが彼らのプライドだった。

「始まるぞ。猫たちのシマ争いだ」

「シマ争い……」

　ニャ────

　野良猫は叫びかけて──やめた。首を横にやってレンジとアオイに視線を向けると、空き地を埋め尽くす無数の猫目がぎょろりと追随した。

「くっ……気づいちゃったか……」

「アオイさん？　何の話？」

「ど真ん中に強そうな猫がいるだろ。あいつ、苦怒苦っていう名前なんだ」

「くどく……へぇ……」

「私がつけた」

「そうなんだ」

「つまり、私の仲間だよ」

「えっ」

　苦怒苦はアオイに向けてぐいっと手を振って招き猫をした。

「ごめん、レンジ。あいつは仲間なんだ。仲間の喧嘩を見て見ぬふりするなんて、私にはできない。そんなの……女がすたる」

　アオイは空き地にカチ込んだ。

「アオイさん!?」

　放出されたアオイの《邪気威》は海を分かつかのように猫たちを両脇に押しやる。

　こうして猫は二つの陣営にきっぱりと分かれた。

「ニャア」

　苦怒苦はニャァリと底意地の悪い笑みを敵陣営に飛ばした。

「ああ、やろうぜ。シマ争いだ！」

「アオイさん、ちょっと待った！」

「止めないでくれ、レンジ。これは、私たちの喧嘩なんだ！」

「どう考えてもアオイさんの陣営が有利すぎる！」

「む。たしかに」

　アオイは困ったような顔をした。

「どうする？　苦怒苦」

「にゃあふ」

　苦怒苦は不満そうな顔をした後、レンジに視線をやった。

「ニャア」

「え、なんて？」

　レンジが助けを求めてアオイを見やると、アオイは呆れたように嘆息した。

「猫の言葉なんて分かるわけないだろ？」

「そりゃそうだけど！」

「ニャッ」

　苦怒苦はレンジに招き猫をかまし、ビシッ、と敵陣営に肉球を向ける。

「もしかして、敵陣営に入れって言ってる？」

「にゃるひー」

「いや、でも、俺……」

「ニャアアアアアア！」

　苦怒苦は激怒した。さもなくば必ず陰キャを邪知暴虐の限りを尽くしてシメ上げてやろうという最強に強い決意を漲らせていた。

「レンジ、頼むよ」

「わ、わかった」

　どうしてこんなことに……。

　レンジは空き地という名の戦場にカチ込み、猫の群れの中に分け入った。

「猫とアオイさん相手に本気出すわけにはいかないしなぁ……」

　だとしても完全に手を抜くわけにもいかないだろう。これは、野良猫たちにとっては運命を分かつ喧嘩に他ならないからだ。負けた者たちはシマを明け渡して去るか、舎弟として軍門に下らなければいけない。プライドは猫も杓子も一切合切失うことになるだろう。彼らにとっては猫の手も借りたい状況というわけだった。

「やるしかないか」

　借りて来た猫状態だったレンジは自らを奮い立たせる。彼らのために。

「アオイさん！　負けても恨まないでくれよ」

「もちろん！　遠慮しなくていいからな！」

　苦怒苦が土管の上に飛び乗った。

　前足を高々と掲げ────振り下ろす。

　────ニャアアアアアアア！

　それは、喧嘩開始の合図だった。

　喧嘩が始まるなり、すっ、とアオイが猫のような手を持ち上げた。

「にゃあ」

　鳴いた。

「……っ!?　アオイさん、何を……」

「にゃ～ァん」

　か、かわいい！

　アオイによるカチ合う直前の挑発だった。煽り耐性は高いはずのレンジだったが、アオイ耐性は低く、暴れる心臓を抑えることができなかった。

「猫パンチしてやるにゃあ」

「語尾がにゃあ!?　くっ……なんて卑怯な手を……」

「猫パンチしてやるにゃあ！」

　二度の宣言の後にアオイはレンジに飛びかかる。

　カウンターをキメるのは簡単だ。しかし、相手はかわいい猫ッ！

　殴るなんてとんでもない！

　防戦でどうやって勝てと言うのか……ずるいぞ、アオイさん！

「にゃあああああああん！」

　ポカポカポカポカポカ！

「とうとし!!」

　レンジの心臓はゴム毬になった。

　その瞬間、シマ争いの決着がついたのだった。
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